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は
じ
め
に

　
十
八
世
紀
以
降
の
日
本
列
島
を
特
徴
付
け
る
動
き
の
一
つ
と
し
て
、「
国
産
」
や
「
産
物
」
な
ど
の
増
産
を
基
調
と
す
る
殖
産
政
策
の

活
発
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
対
外
的
な
貿
易
収
支
の
悪
化
に
よ
る
貴
金
属
の
流
出
は
、
幕
府
を
し
て
砂
糖
や
朝
鮮
人
参
の
「
国
産
」
化
を
踏

み
切
ら
せ
、
諸
藩
で
も
米
価
低
迷
に
よ
る
恒
常
的
な
財
政
不
均
衡
な
ど
か
ら
領
内
の
商
品
作
物
を
「
国
産
」
と
し
て
独
占
的
に
購
入
・
販

売
す
る
専
売
制
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
こ
う
し
た
領
主
に
よ
る
殖
産
政
策
に
対
し
て
、
領
民
た
ち
は
時
に
藩
の
強
権
的
な
専
売

制
度
に
一
揆
を
起
こ
し
て
対
抗
す
る
と
と
も
に
、
常
に
有
利
な
商
品
作
物
の
作
付
け
機
会
を
窺
う
な
ど
、
自
ら
も
利
益
を
求
め
て
活
発
な

生
産
・
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
近
世
中
後
期
以
降
の
日
本
列
島
は
、
幕
府
・
諸
藩
・
商
人
・
小
農
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
イ
ヤ
ー

た
ち
が
富
の
増
大
を
目
指
し
て
動
き
始
め
た
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
近
世
日
本
の
殖
産
政
策
に
つ
い
て
は
、
明
治
期
以
降
の
勧
業
・
殖
産
興
業
の
歴
史
的
な
前
提
と
し
て
、
早
く
か
ら
そ
の
歴
史
的
意
義
が

注
目
さ
れ
て
き
た
。
近
世
の
殖
産
政
策
は
一
般
的
に
領
外
か
ら
の
正
貨
獲
得
を
目
的
と
し
た
藩
専
売
制
に
、
領
内
産
物
を
集
荷
の
た
め

の
資
金
調
達
手
段
と
し
た
藩
札
発
行
が
組
み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る（

1
（

。
こ
う
し
た
藩
札
の
資
金
貸
付
を
梃
子
し
た
殖
産
政
策
の
仕
組
み
は
、
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政
策
的
な
技
術
革
新
で
は
あ
っ
た
が
、維
新
期
の
太
政
官
札
の
失
敗
に
よ
っ
て
そ
の
歴
史
的
な
限
界
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

近
世
期
の
領
主
権
力
に
よ
る
産
業
奨
励
や
特
産
品
の
開
発
の
成
果
は
、
明
治
期
以
降
の
在
来
産
業
と
殖
産
興
業
へ
と
確
実
に
引
き
継
が
れ

て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
近
世
的
殖
産
政
策
に
お
い
て
、
公
権
力
で
あ
る
藩
や
領
主
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
も
の
の
、
領
民
側
の
果
た
す
役
割
に
も

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
平
川
新
は
殖
産
政
策
の
背
後
に
あ
る
領
民
か
ら
の
「
献
策
」
の
動
き
に
注
目
す
る
が
、
こ
れ
は
近
世
日
本
の
殖

産
政
策
が
持
つ
多
面
的
な
側
面
に
光
り
を
あ
て
る
も
の
で
あ
ろ
う（

2
（

。
か
つ
て
藩
の
専
売
制
に
リ
ン
ク
し
て
理
解
さ
れ
た
「
国
益
論
」
が
、

谷
山
正
道
や
藪
田
貫
ら
に
よ
っ
て
広
く
地
域
社
会
の
質
的
な
変
化
を
示
す
も
の
と
し
て
拡
張
さ
れ
た
こ
と
も
、
こ
う
し
た
理
解
と
通
底
す

る（
（
（

。
い
わ
ば
、
近
世
的
殖
産
政
策
の
歴
史
的
な
前
提
と
し
て
、
地
域
社
会
の
性
質
変
化
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
近
世
日
本
の
殖
産
政
策
と
地
域
社
会
の
関
係
性
を
考
え
る
上
で
は
、
比
較
史
的
な
視
座
が
示
唆
に
富
む
。
例
え
ば
、
開
発
経
済
学
の
村

落
開
発
の
分
野
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
多
く
の
農
村
社
会
に
お
い
て
村
落
結
合
が
緩
や
か
で
あ
り
、
地
域
資
源
の
管
理
・
維
持
機
能

を
果
た
す
地
縁
的
な
共
同
体
が
歴
史
的
に
充
分
に
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
農
村
開
発
に
は
地
域
社
会
に
お
け
る
共

同
体
的
な
組
織
性
を
新
た
に
作
り
出
す
こ
と
が
、
開
発
現
場
の
現
実
的
な
課
題
と
さ
れ
た（

（
（

。

　
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
も
重
要
で
あ
る
。
近
世
日
本
の
農
村
市
場

で
は
、
一
般
的
な
利
子
率
は
年
利
一
〇
数
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
や
南
ア
ジ
ア
の
在
地
社
会
と
較
べ
る
驚
異

的
に
低
い
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
の
利
子
率
が
年
率
一
〇
〇
％
を
越
え
る
事
例
も
見
ら
れ
、
そ
れ
が
社

会
資
本
の
不
足
と
貧
困
の
要
因
に
も
つ
な
が
っ
て
き
た
。
マ
イ
ク
ロ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
仕
組
み
は
、
こ
う
し
た
高
い
農
村
社
会
の
利
子
率

を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
。
五
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
単
位
に
共
同
貸
付
を
行
い
、グ
ル
ー
プ
内
の
自
発
的
な
相
互
監
視（Peer 

M
onitoring

）
に
よ
っ
て
在
来
金
融
に
存
在
す
る
情
報
の
非
対
称
性
と
債
務
不
履
行
の
問
題
を
制
度
的
に
解
消
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
日
本
近
世
の
利
子
率
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
利
子
率
を
決
定
す
る
算
出
式
の
う
ち
、
こ
の
社
会
に
は
在
来
金
融
の
情
報
の
非
対
称
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性
な
ど
を
低
減
化
さ
せ
る
仕
組
み
が
あ
ら
か
じ
め
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う（

（
（

。

　
こ
う
し
た
他
の
ア
ジ
ア
地
域
と
の
比
較
史
的
な
視
座
か
ら
は
、
殖
産
政
策
的
な
富
の
拡
大
を
可
能
と
す
る
歴
史
的
な
初
期
条
件
が
、
日

本
近
世
社
会
は
他
の
在
地
社
会
に
較
べ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
で
は
、
何
が
、
日
本
近
世
に
お
い
て
殖
産
的
な
富
の
拡

大
を
も
た
ら
す
要
因
と
条
件
と
な
っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
に
は
、
日
本
近
世
社
会
の
特
性
に
根
ざ
し
た
殖
産
政
策
を
具
体

的
に
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
幕
末
維
新
期
の
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
殖
産
政
策
で
あ
る
。
御
三
卿
一
橋
徳
川
家
の
備
中
所
領

で
は
、
安
政
期
（
一
八
五
四
―
五
九
）
以
降
、
一
橋
家
か
ら
派
遣
さ
れ
た
代
官
や
現
地
の
豪
農
・
村
役
人
層
が
中
心
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
殖
産
政
策
が
実
施
さ
れ
る
。綿
織
物
な
ど
の
地
元
名
産
品
の
開
発
と
生
産
振
興
、町
場
活
性
化
に
よ
る
自
領
の
流
通
・
商
業
部
門
の
強
化
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
金
融
的
に
支
え
る
独
自
の
紙
幣
発
行
な
ど
、
こ
の
時
期
の
ま
と
ま
っ
た
殖
産
政
策
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

　
備
中
一
橋
領
は
、
所
領
が
錯
綜
し
た
非
領
国
地
帯
に
位
置
し
、
幕
領
な
ど
と
同
じ
く
領
主
権
力
の
影
響
が
比
較
的
に
弱
い
。
そ
の
た
め

地
域
運
営
は
、
豪
農
や
村
役
人
層
の
自
治
的
な
行
政
機
能
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
備
中
一
橋
領
の
地
域
特
性
は
、
し
ば
し

ば
藩
財
政
の
悪
化
な
ど
、
領
主
側
の
論
理
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
近
世
的
殖
産
政
策
が
、
本
来
的
に
ど
の
よ
う
な
近
世
社
会

の
諸
条
件
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
備
中
一
橋
領
の
幕
末
維
新
期
の
殖
産
政
策
に
つ
い
て
は
、
農
業
史
・
経
済
史
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
早
く
か
ら
言
及
が
な
さ
れ

て
き
た
。
戦
前
に
は
、
勧
業
政
策
的
な
文
脈
で
、
諸
藩
の
綿
業
政
策
の
典
型
例
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
経
済
評
論
家
の
高
橋
亀

吉
も
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
繰
綿
の
品
質
管
理
や
特
産
品
「
江
原
結
城
木
綿
」
の
生
産
奨
励
策
を
諸
藩
の
な
か
で
「
最
も
組
織
的
に
行
っ

た
例
」と
し
て
紹
介
し
て
い
る（

（
（

。
ま
た
大
山
敷
太
郎
は
、幕
末
期
に
他
領
か
ら
一
橋
領
へ
と
流
入
す
る
紙
幣（
銀
札
）の
弊
害
を
取
り
上
げ
、

そ
の
対
抗
策
と
し
て
殖
産
政
策
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た（

（
（

。

　
ま
た
戦
後
に
な
る
と
、
地
方
史
・
地
域
史
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
備
中
一
橋
領
を
含
む
、
備
中
南
西
部
の
井
原
地
域
の
歴
史
的
環
境
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を
踏
ま
え
た
研
究
が
進
ん
で
い
く
。
こ
の
な
か
で
は
、
近
代
以
降
の
井
原
地
域
の
主
要
産
業
と
な
っ
た
織
物
産
業
の
端
緒
と
捉
え
る
見
方

が
生
み
出
さ
れ
た
ほ
か（

（
（

、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、『
井
原
市
史
』
な
ど
の
編
纂
過
程
で
利
用
可
能
と
な
っ
た
豊
富
な
地
方
史
料

に
よ
っ
て
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た（

（
（

。

　
殖
産
政
策
に
つ
い
て
は
、
池
田
宏
樹
が
備
中
一
橋
領
で
発
行
さ
れ
た
産
物
会
所
札
の
発
行
・
流
通
と
殖
産
政
策
を
取
り
上
げ
、
領
民
側

の
積
極
的
な
受
容
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
柴
田
一
は
、
種
痘
支
援
や
郷
学
「
興
譲
館
」
の
設
立
な
ど
、
備
中
詰
め
代
官
友

山
勝
次
の
治
績
と
し
て
当
該
期
の
社
会
の
多
様
な
動
き
を
捉
え
た（

（（
（

。
ま
た
殖
産
政
策
の
具
体
的
な
経
営
・
運
営
方
式
に
つ
い
て
は
、『
井

原
市
史
』
な
ど
の
通
史
的
な
叙
述
の
な
か
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
筆
者
も
幕
末
期
備
中
地
域
の
紙
幣
流
通
を
分
析
す

る
な
か
で
、
一
橋
領
の
殖
産
政
策
と
そ
れ
を
求
め
る
領
民
の
訴
願
運
動
を
論
じ
た（

（1
（

。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
東
野
将
伸
が
一
橋
家
本
体
の

財
政
運
営
や
掛
屋
の
年
貢
銀
収
取
の
問
題
を
通
じ
て
、
こ
の
時
期
の
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
を
含
む
社
会
変
動
を
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
る（

（1
（

。

　
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
へ
の
理
解
は
大
き
く
進
ん
だ
が
、
な
お
未
解
明
な
問
題
も
少
な
く
な
い
。
と
り
わ

け
、
な
ぜ
領
主
権
力
が
脆
弱
な
備
中
一
橋
領
に
お
い
て
、
包
括
的
な
内
容
を
持
つ
一
連
の
殖
産
政
策
が
実
施
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
主
要
因

を
め
ぐ
る
問
い
は
未
だ
決
着
を
み
て
い
な
い
。
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
殖
産
政
策
の
生
成
の
契
機
と
、
そ
れ
ら
を
可
能
と
し
た
社
会
経
済

的
な
要
因
と
前
提
が
何
で
あ
っ
た
の
か
は
な
お
未
確
定
な
の
で
あ
る
。

　
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
が
生
成
さ
れ
る
契
機
と
そ
の
要
因
・
前
提
に
つ
い
て
は
、
殖
産
政
策
を
担
う
主
体
の
問
題
と
し
て
ま
ず
論
じ

ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
領
主
と
領
民
と
い
う
主
体
二
項
対
立
が
措
定
さ
れ
、江
原
代
官
の
施
策
を
評
価
す
る
名
代
官
論
的
な
「
上
か
ら
」

の
施
策
を
重
視
す
る
見
方
と
（
柴
田
一
）、そ
れ
に
対
し
て
そ
れ
を
「
受
容
」
す
る
領
民
の
「
下
か
ら
」
の
活
発
な
動
き
着
目
す
る
見
方
（
池

田
宏
樹
）
と
い
っ
た
構
図
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
一
橋
家
の
財
政
運
営
の
変
化
や
下
掛
屋
平
木
家
の
年
貢
収
納
に
着
目
す
る
近
年
の
東
野

将
伸
の
議
論
は
、
既
存
の
枠
組
み
を
組
み
替
え
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
逆
に
大
山
敷
太
郎
が
論
じ
た
備
中
一
橋
領
の
貨
幣
・
経
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済
構
造
の
問
題
、
と
り
わ
け
悪
貨
と
し
て
こ
の
地
域
を
疲
弊
さ
せ
た
紙
幣
の
問
題
は
後
景
に
退
く
こ
と
な
り
、
既
存
の
枠
組
み
に
対
し
て

も
二
次
的
な
要
因
・
条
件
を
修
正
的
に
提
示
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る（

（1
（

。

　
も
う
一
つ
の
未
解
明
な
点
は
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
近
代
移
行
期
へ
の
接
続
の
問
題
で
あ
る
。
安
政
期
以
降
、
備
中
一
橋
領
に

お
い
て
地
域
経
済
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
が
、
そ
れ
が
維
新
期
以
降
に
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
た
の
か
は
充
分
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
一
橋
領
の
殖
産
政
策
を
支
え
た
様
々
な
資
源
は
、
小
田
県
（
備
中
国
と
備
後

国
に
置
か
れ
た
県
）
の
殖
産
組
織
・
小
田
県
殖
産
商
社
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
点
の
実
証
的
な
分
析
作
業

は
な
お
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
到
達
点
と
課
題
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
具
体
的
な
分
析
課
題
と
し
て
次
の
三
点
を
設
定
す
る
。

　
第
一
に
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
が
開
始
さ
れ
る
主
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
。
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
は
、
慶
応
期
（
一
八
六
五

―
六
八
）
の
播
州
の
「
御
産
物
木
綿
預
り
手
形
」
の
発
行
な
ど
と
同
様
に
一
橋
家
の
財
政
事
情
か
ら
し
ば
し
ば
説
明
さ
れ
る（

（1
（

。
本
稿
で
は
、

一
橋
家
の
財
政
収
支
と
備
中
一
橋
領
の
年
貢
納
入
の
あ
り
方
を
数
量
的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
、「
御
救
仕
法
」
と
呼
ば
れ
る
他
領

銀
札
の
弊
害
へ
の
対
抗
策
を
求
め
た
豪
農
・
村
役
人
層
を
中
心
と
し
た
訴
願
運
動
の
実
態
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
再
考
し
た

い
。

　
第
二
に
、
備
中
一
橋
領
の
地
域
経
済
の
再
編
成
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
再
構
成
す
る
。
特
に
一
橋
領
内
の
流
通
・
金
融
部
門
の
組
織
化

の
様
相
を
再
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
紙
幣
を
発
行
す
る
産
物
会
所
に
焦
点
を
当
て
て
、
領
内
の
生
産
・
取
引
量
と
貨
幣
発
行
量
な
ど
の
実
態

と
そ
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
う
し
た
マ
ク
ロ
的
な
分
析
を
通
じ
て
、
第
一
の
課
題
で
あ
る
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
歴
史
的

な
評
価
も
よ
り
明
確
に
な
る
。

　
第
三
に
、
明
治
期
に
お
い
て
旧
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
が
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
旧
産
物
会

所
の
運
営
に
関
わ
っ
た
人
的
・
社
会
的
資
源
に
着
目
し
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
殖
産
政
策
の
連
続
性
を
展
望
的
に
示
す（

（1
（

。
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以
下
、
第
一
節
で
は
、
具
体
的
な
分
析
の
前
提
作
業
と
し
て
、
備
中
一
橋
領
の
地
域
特
性
と
、
幕
末
期
の
備
中
地
域
に
お
け
る
紙
幣
流

通
を
概
観
す
る
。
第
二
節
で
は
、
備
中
一
橋
領
に
お
い
て
他
領
銀
札
の
弊
害
が
生
み
出
さ
れ
る
構
造
的
な
要
因
を
、
年
貢
徴
収
と
一
橋
家

の
財
政
構
造
の
観
点
か
ら
捉
え
な
お
し
、「
御
救
仕
法
」
の
実
施
を
求
め
た
領
民
の
訴
願
運
動
を
検
討
す
る
。
他
領
銀
札
の
弊
害
に
つ
い

て
は
大
山
敷
太
郎
に
よ
る
古
典
的
な
研
究
が
あ
り
、
ま
た
掛
屋
の
年
貢
銀
収
納
と
一
橋
家
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
東
野
将
伸
の
精
緻
な

議
論
が
あ
る
が
、殖
産
政
策
を
生
み
出
す
主
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
課
題
意
識
か
ら
改
め
て
分
析
と
解
釈
を
行
う
。
第
三
節
で
は
、

備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
実
施
過
程
を
具
体
的
に
検
討
し
、
流
通
・
金
融
部
門
の
組
織
化
の
実
態
と
、
自
領
紙
幣
発
行
後
の
一
橋
領
の

財
と
貨
幣
の
流
れ
を
解
明
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
豪
農
・
村
役
人
層
が
地
域
の
組
織
化
に
果
た
し
た
役
割
も
こ
こ
で
検
討
す
る
。
そ
し
て

第
四
節
で
は
、
近
代
移
行
期
の
殖
産
事
業
の
再
編
過
程
を
概
観
す
る
。
最
後
に
本
稿
の
議
論
を
要
約
し
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
が
持

つ
歴
史
的
意
義
を
吟
味
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
一
　
備
中
一
橋
領
の
地
域
特
性
と
幕
末
期
の
紙
幣
流
通

　
　
　（
１
）
備
中
一
橋
領
の
地
域
特
性

　
徳
川
家
一
門
の
一
橋
家
は
、元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
所
領
高
一
〇
万
石
を
得
て
成
立
し
た
。
御
三
家
（
尾
張
徳
川
家
・
紀
州
徳
川
家
、

水
戸
徳
川
家
）
に
次
ぐ
家
格
を
持
ち
、
田
安
家
・
清
水
家
と
と
も
に
、
御
三
卿
の
一
角
を
占
め
る
。
瀬
戸
内
地
域
の
備
中
国
に
は
、
文
政

十
年
（
一
八
二
七
）
に
所
領
（
約
三
・
三
万
石
）
を
得
て
、
以
後
、
維
新
期
に
至
る
ま
で
約
四
〇
年
に
渡
っ
て
こ
の
地
域
を
支
配
し
た
。

　
一
橋
家
が
所
領
を
得
た
備
中
国
は
、
い
わ
ゆ
る
非
領
国
地
域
に
相
当
す
る
。
幕
領
（
幕
府
領
、
天
領
）・
中
小
藩
領
・
旗
本
領
の
ほ

か
、
岡
山
藩
の
飛
地
領
な
ど
、
約
三
〇
の
所
領
が
錯
綜
し
て
存
在
し
た
。
図
１
は
備
中
の
こ
う
し
た
所
領
の
錯
綜
状
況
を
概
観
す
る
た

め
、
郡
別
に
幕
領
・
一
橋
領
と
藩
領
・
旗
本
領
の
石
高
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
備
中
の
石
高
三
七
万
石
余
の
う
ち
、
石
高
の
分
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布
は
、
北
部
の
山
間
地
域
に
較
べ
、
肥
沃
な
農
村
地
帯
が
拡
が
る
南
部
諸
郡
に
石
高
が
比
較
的
に
稠
密
で
あ
る
。
所
領
別
で
は
、
最
も
石

高
が
多
か
っ
た
の
は
幕
領
五
・
三
万
石
（
一
四
・
二
％
）、
次
い
で
備
中
松
山
藩
五
万
石
（
一
三
・
五
％
）
で
、
以
下
、
岡
山
藩
領
三
・
七
石

（
一
〇
・
一
％
）、
一
橋
領
三
・
三
万
石
（
九
％
）
が
続
く（

（1
（

。
郡
別
の
割
合
で
は
、
備
中
北
部
の
各
郡
が
藩
領
が
占
め
る
割
合
が
高
く
（
備

中
松
山
藩
領
・
新
見
藩
領
な
ど
）、
南
部
は

鴨
方
藩（
二
万
石
）・
足
守
藩（
一
・
九
万
石
）・

岡
田
藩
（
一
・
四
万
石
）
が
あ
っ
た
浅
口
郡
・

賀
陽
郡
・
下
道
郡
を
除
き
、
幕
領
・
一
橋

領
・
旗
本
領
の
比
率
が
高
く
な
り
、
非
領

国
的
な
地
域
特
性
を
よ
り
強
く
帯
び
る
こ

と
に
な
る
。こ
の
う
ち
、一
橋
領
は
小
田
郡
・

後
月
郡
・
上
房
郡
の
三
郡
に
配
置
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
備
中
の
諸
地
域
は
、
備
中
南
西

部
の
拠
点
・
倉
敷
に
置
か
れ
た
幕
府
の
倉

敷
代
官
所
が
中
核
と
な
り
、
諸
藩
・
旗
本

領
の
間
で
藩
役
人
や
地
方
役
人
に
よ
る
日

常
的
な
利
害
調
整
が
な
さ
れ
広
域
的
な
地

域
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。
一
橋
家
の

殖
産
政
策
も
こ
う
し
た
地
理
的
環
境
の
な

か
で
生
成
と
展
開
を
遂
げ
た
。

幕領・一橋領
藩領
旗本領
飛び地領（岡山藩など）

郡名の（）の数値は領主の数。

2.5万石
5万石

哲多郡

阿賀郡

川上郡

上房郡

後月郡
小田郡

下道郡

賀陽郡

都宇郡
窪屋郡

浅口郡

(6)

(9)

(3)

(8) (8)

(3)

(10)

(7)
(10)

(3)

(5)

典拠：筆者作成。
　注：石高データと地図は『旧高旧領取調帳』近藤出版社、1978年による。
　　 所領比定には久留島浩『近世幕領の行政と組合村』東京大学出版会、
       2002年、85－87頁、を一部参考にした。

備中国

図1　幕末維新期の備中各郡の石高と所領割合　
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一
方
、
一
橋
家
の
所
領
全
体
に
お
い
て

備
中
が
占
め
る
割
合
は
ど
の
程
度
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
表
１
は
文
政
十
年
の
一
橋

領
の
所
領
分
布
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ

る（
（1
（

。
幕
末
期
の
一
橋
家
の
所
領
は
、
関

東
・
畿
内
近
国
・
備
中
の
三
つ
か
ら
構
成

さ
れ
た
。
西
国
の
所
領
は
、
大
坂
川
口
代

官
所
支
配
の
摂
津
・
和
泉
・
播
州
の
三

国
を
除
く
と
備
中
の
み
に
所
領
が
あ
り
、

国
別
の
石
高
で
は
、
備
中
が
三
・
三
万
石

（
二
八
・
一
％
）
と
所
領
の
な
か
で
最
も
多

い
。
所
領
分
布
の
上
で
は
、
備
中
一
橋
領

は
一
橋
家
の
な
か
で
重
要
な
位
置
を
占
め

た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
、
備
中
に
は
独

立
し
た
代
官
所
が
後
月
郡
西
江
原
村
に
置

か
れ
（
江
原
役
所
）
が
置
か
れ
、
大
坂
川

口
代
官
所
と
は
別
に
代
官
が
派
遣
さ
れ
て

い
た（

11
（

。

　
次
に
備
中
一
橋
領
の
石
高
・
人
口
・
戸

国名 村数 石高 比率 備考
（村） （石） （%）

摂津 （（ 1（,（（（ (12.（) 大坂川口代官所支配
和泉 （（ 1（,（（1 (1（.（) 同上
播磨 （（ 21,（（（ (1（.2) 同上
備中 （（ （（,（1（ (2（.1) 備中江原代官所支配
武蔵 1（ 1（,0（2 (10.（)
下総 （ （,（（（ (（.（)
下野 1（ （,1（1 (（.2)
越後 （（ （,2（（ (（.1)
合計 （20 11（,（2（ (100.0)

表 1　文政 10 年（1（2（）一橋家の所領分布

典拠： 宝塚市史編集委員編『宝塚市史　第二巻』宝塚市、
1（（（ 年、（（（ 頁、岩城卓二「幕末期の摂津国一橋領」
（（ 頁より作成。

　注： 石高は小数点以下四捨五入。比率は小数点 2 位以下
四捨五入。摂津国の村数は、『宝塚市史　第二巻』
の合計値から算出。

郡名 村数 石高 人口 家数 1 村落あたり 1 世帯あたり
石高 人数 戸数 持高 家族数

（村） （石） （人） （戸） （石） （人） （戸） （石） （人）
小田郡 2（ 1（,（12 1（,1（0 （,（10 （00.（ （（（.（ 12（.（ （.（1 （.（（ 
後月郡 2（ 12,（（（ 1（,20（ （,（（1 （（（.（ （2（.2 1（1.2 （.（（ （.（1 
上房郡 （ （,10（ 2,（（（ （（0 （（（.（ （20.（ （（.（ （.（（ （.（（ 
合計 （（ （（,212 （（,2（（ （,1（1 （1（.（ （（1.2 12（.（ （.0（ （.（（ 

表 2　備中一橋領の石高と人口（天保 （ 年調査）

典拠： 一橋徳川家文書 E1-2（「備中国上房郡小田郡後月郡村々様子大概書」（天保 （ 年）より作成。
　注： 一橋領石高は小数点以下四捨五入。1 村落あたりの数値は、小数点 2 位以下四捨五入。

1 世帯あたりの数値は小数点 （ 位以下四捨五入。1 村落あたり・1 世帯あたりの合計欄
には平均値を示した。
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数
な
ど
の
基
礎
情
報
を
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
調
査
か
ら
把
握
し
て
お
こ
う
（
表
２
）。
小
田
郡
・
後
月
郡
・
上
房
郡
三
郡
に
三
・

三
万
石
余
の
所
領
が
あ
り
、村
数
は
六
四
ヶ
村
、人
口
は
三
・
五
万
人
余
、家
数
は
八
〇
〇
〇
戸
余
ほ
ど
で
あ
っ
た
。一
村
あ
た
り
の
規
模
は
、

平
均
一
二
〇
〜
一
四
〇
戸
ほ
ど
、
五
〇
〇
人
〜
六
〇
〇
人
の
領
民
か
ら
な
っ
た
。
一
世
帯
あ
た
り
の
持
高
は
、
小
田･

後
月
郡
で
三
〜
四

石
、
山
間
部
の
上
房
郡
で
八
石
弱
、
家
族
の
世
帯
規
模
は
四
人
前
後
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
橋
領
の
人
口
や
家
族
の
あ
り
方
は
、
後
述
す

る
一
橋
領
の
生
産
高
や
貨
幣
流
通
量
を
捉
え
る
上
で
基
礎
的
な
前
提
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
備
中
一
橋
領
の
村
々
は
、
非
領
国
地
域
の
幕
領
や
旗
本
領
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
領
主
側
の
支
配
・
行
政
機
能
が

弱
く
、
基
本
的
に
現
地
の
村
役
人
層
ら
に
依
拠
す

る
形
で
支
配
と
統
治
が
実
現
さ
れ
た
。
御
三
卿
一

橋
家
で
も
、
当
主
は
江
戸
に
常
住
し
、
遠
隔
の
所

領
地
に
は
年
貢
徴
収
を
目
的
に
代
官
が
派
遣
さ
れ

る
の
み
で
、
大
名
領
国
の
よ
う
な
強
固
な
支
配
体

制
は
望
め
な
い（

1（
（

。
備
中
一
橋
領
の
所
領
支
配
は
、

幕
領
な
ど
と
同
じ
く
、
現
地
の
村
役
人
層
ら
の
自

治
・
行
政
機
能
に
依
存
す
る
形
で
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

　
備
中
一
橋
領
で
は
、
三
郡
六
四
ヶ
村
が
地
域
ご

と
に
七
組
に
分
け
ら
れ
、
錯
綜
し
た
所
領
を
超
え

て
、広
域
的
な
支
配
・
行
政
が
行
わ
れ
た
（
図
２
）。

小
田
郡
に
は
小
田
組
・
中
組
・
浜
手
組
、
後
月
郡

　浜手組
（小田郡）

奥組
（後月郡）

木之子組
（後月郡）

奥組
（上房郡）

小田組
（小田組）

後月組
（後月郡）

中組
（小田郡）

△
△
△

△
△

△
△△△

○
○
○
○
○

○

○

○○○○

××× ×
×
×

◇

◇
◇

◇
◇◇◇◇

◇

◇

◇
◇
◇

× ◎◎
◎
◎

◎◎

▲
▲▲▲
▲▲▲

▲▲

▽

▽▽
▽▽

▽

▽

図2　備中一橋領における広域行政区域（組分け）
典拠：『井原市史　I』595頁、『井原市芳井町史　通史編』343頁より作図。

東城

福山 笠岡

玉島
倉敷

松山

岡山

江原代官所（後月組西江原村）

■

■
■

■
■

■

■

高梁川 旭川

美作

備中

児島半島

備前
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に
は
後
月
組
・
奥
組
・
木
之
子
組
、
そ
し
て
上
房
郡
に
は
奥
組
が
あ
り
、
各
組
で
は
代
表
と
し
て
「
郡
中
惣
代
」
が
選
出
さ
れ
、
豪
農
・

村
役
人
層
に
よ
っ
て
広
域
的
な
所
領
支
配
が
実
現
し
て
い
た
。
ま
た
、
代
官
所
近
く
の
木
之
子
村
（
木
之
子
組
）
に
は
下
掛
屋
・
平
木
家

が
お
り
、
備
中
一
橋
領
内
の
年
貢
収
納
や
金
融
面
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た（

11
（

。

　
　（
２
）
幕
末
維
新
期
の
備
中
の
紙
幣
流
通

　
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
降
の
備
中
一
橋
領
に
お
い
て
、
最
大
の
問
題
の
一
つ
が
周
辺
の
藩
領
・
旗
本
領
か
ら
流
入
す
る
銀
札
（
紙

幣
）
の
弊
害
で
あ
っ
た（

11
（

。
所
領
が
錯
綜
し
た
備
中
地
域
で
は
、
他
の
非
領
国
地
域
と
同
様
、
数
多
く
の
紙
幣
（
藩
札
・
旗
本
札
・
商
人
札
・

町
村
札
な
ど
）
が
所
領
を
飛
び
越
え
て
流
通
す
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
的
な
貨
幣
は
流
通
が
安
定
し
た
時
期
に
お
い
て
は
、
幕
府
正
貨
に
代

わ
っ
て
小
額
の
支
払
手
段
を
人
々
に
提
供
し
、
地
域
経
済
を
支
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ひ
と
た
び
不
安
定
化
す
る
と
地
域
全
体
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
備
中
地
域
全
体
に
お
い
て
銀
札
流
通
が
不
安
定
化
す
る
の
は
、
天
保
期
（
一
八
三
〇
―
四
四
）
を
境
に
起
き
た
金
銀
交
替
が
き
っ
か
け

で
あ
っ
た（

11
（

。
こ
こ
で
金
銀
交
替
と
は
、
近
世
後
期
以
降
に
登
場
す
る
銀
で
造
ら
れ
た
南
鐐
二
朱
銀
な
ど
の
小
額
「
金
貨
」
が
、
丁
銀
や

小
玉
銀
な
ど
の
秤
量
銀
貨
に
代
わ
っ
て
一
般
化
し
た
こ
と
を
指
す
。
こ
の
貨
幣
的
な
現
象
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
銀
貨
（
正
銀
）
に
リ
ン

ク
し
て
い
た
備
中
所
領
内
の
各
藩
の
藩
札
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
金
相
場
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
各
藩
が
財
政
逼
迫
な
ど
を
理
由

に
、
競
い
合
う
よ
う
に
し
て
藩
札
相
場
を
札
安
へ
と
誘
導
し
て
い
く
。
こ
の
諸
藩
の
紙
幣
相
場
の
競
争
的
な
減
価
と
そ
れ
に
伴
う
紙
幣
流

通
の
不
安
定
化
は
、
安
政
初
年
に
金
一
両
を
銀
札
八
八
匁
と
す
る
固
定
の
金
相
場
が
備
中
の
標
準
的
な
金
相
場
と
し
て
定
着
す
る
と
や
が

て
終
息
へ
と
向
か
う
。
こ
の
標
準
相
場
は
備
中
南
東
部
の
倉
敷
の
領
民
が
主
体
と
な
り
、
周
辺
の
町
場
や
所
領
と
間
で
緩
や
か
な
相
場
協

定
が
結
ば
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
も
の
で
、
以
後
、
一
橋
領
の
あ
る
南
西
部
へ
も
適
用
範
囲
を
拡
げ
て
い
く
。

　
備
中
一
橋
領
に
お
い
て
他
領
銀
札
の
弊
害
が
顕
在
化
し
始
め
る
の
は
嘉
永
期
（
一
八
五
四
―
五
四
）
頃
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
の
悪
影
響
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が
最
も
甚
大
で
あ
っ
た
の
は
安
政
期
（
一
八
五
四
―
六
〇
）
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
安
政
初
年
に
備
中
南
東
部
で
標
準
金
相
場
（
金
一
両
＝

八
八
匁
）
が
成
立
す
る
と
、
備
中
地
域
の
貨
幣
秩
序
は
安
定
化
し
て
い
く
が
、
そ
れ
は
同
時
に
備
中
南
東
部
で
駆
逐
さ
れ
た
「
悪
貨
」
が

南
西
部
へ
と
大
量
に
流
れ
込
ん
で
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
備
中
一
橋
領
で
は
他
領
銀
札
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
対
応

が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
表
３
は
、そ
う
し
た
最
中
、備
中
一
橋
領
各
組
の
郡
中
惣
代
七
名
が
他
領
銀
札
へ
の
対
抗
策
を
求
め
て
江
原
代
官
所
に
提
出
し
た
「
向
々

御
銀
札
ニ
而
難
渋
之
始
末
書
上
帳
」に
よ
っ
て
、当
該
期
の
備
中
一
橋
領
へ
の
紙
幣
の
流
入
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る（

11
（

。
こ
の「
書
上
帳
」

に
載
せ
ら
れ
た
の
は
、
合
計
一
七
三
種
の
紙
幣
で
あ
っ
た
。
備
中
に
所
領
を
持
つ
殆
ど
全
て
の
領
主
が
発
行
主
体
の
名
に
連
ね
て
お
り
、

な
か
に
は
寺
院
札
な
ど
に
類
す
る
紙
幣
も
存
在
し
た
。
安
政
四
年
段
階
で
の
流
通
分
は
八
三
種
、
不
通
用
は
九
〇
種
、
一
匁
以
上
の
札
は

八
四
種
、
若
干
減
価
し
て
流
通
し
た
一
匁
未
満
の
「
小
札
」
は
八
九
種
に
の
ぼ
る
。
史
料
上
で
は
、
少
な
く
と
も
百
種
類
弱
の
紙
幣
が
幕

末
期
の
備
中
一
橋
領
で
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
他
領
銀
札
は
、
と
り
わ
け
地
域
経
済
と
域
外
経
済
の
結
節
点
に
お
い
て
大
き
な
問
題
を
引
き
お
こ
す
。
流
通
範
囲
が
限
定
さ

れ
た
地
域
的
な
紙
幣
は
対
外
的
な
決
済
機
能
を
有
せ
ず
、
幕
府
正
貨
の
代
わ
り
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
領
主
財
政
と
の
関
わ
り
で

は
、
毎
年
一
定
の
正
金
銀
が
必
要
と
な
る
年
貢
納
入
期
に
、
紙
幣
の
引
替
遅
延
・
減
価
・
札
潰
れ
な
ど
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
。
民
間

市
場
で
は
、
域
外
か
ら
の
移
入
品
、
と
り
わ
け
肥
料
（
金
肥
）
の
購
入
が
対
外
的
な
支
払
手
段
の
不
足
に
よ
り
滞
り
、
領
内
の
生
産
活
動

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
備
中
地
域
を
流
通
し
た
紙
幣
は
、
年
貢
の
納
入
に
お
い
て
は
庄
屋
お
よ
び
掛
屋
（
一
橋
領
で
は
下
掛
屋
）
の
レ
ベ
ル
ま
で
通
用
し
た
。

例
え
ば
、
嘉
永
二
年
に
倉
敷
村
・
安
江
村
（
幕
領
）
の
年
貢
銀
と
し
て
庄
屋
に
納
入
さ
れ
た
岡
田
銀
札
は
五
貫
五
八
一
匁
に
上
っ
た
が
、

同
藩
で
の
引
替
渋
滞
に
よ
り
年
貢
納
入
に
遅
延
の
お
そ
れ
が
生
じ
て
い
た（

11
（

。
ま
た
備
中
一
橋
領
で
も
「
書
上
帳
」
で
郡
中
惣
代
ら
が
強

調
し
た
よ
う
に
、
各
地
の
札
場
に
お
い
て
引
替
に
は
十
四
、五
日
の
日
数
と
手
数
料
（
歩
通
り
）
も
要
求
さ
れ
、「
遠
方
罷
出
失
費
」
が
村

─ 125 ─

近
世
的
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開



No. 発行元 郡名 番号 流通状況 備考

1 丹波亀山藩
（玉島） 浅口 1 番 ×

2 番 ○ 当初 （（、（ 枚→現在 （（ 枚

2 松山藩 上房

（ 番 ×

（ 番 ○ （（、（ 枚→潰れ（1（（（ 年頃）→印判・（（、（
枚 → （（ 枚

（ 番 ○ 1（（1 年頃より永銭札 1 両 100 枚

（ 摂津長谷川氏
（大内札） 窪屋 （・（ 番 × 1（（（ 年 頃 潰 れ。（ 番 を 細 工 し て 再 流 通、

1（（1 年頃潰れ

（ 庭瀬藩 都宇

（ ～ 11 番 × 1（（2 年頃より潰れ
12 番 ○ 1 両 100 匁（赤き判）
1（ 番 ○ 1 両 （00 枚（押掛印）
1（ 番 × 永銭札

（ 津山藩 ― 1（ ～ 1（ 番 × 当初金 1 両 （（、（ 匁、1（（（ 年頃潰れ、その
のち 2 分札・（ 分札も発行するも近年潰れ

（ 早島戸川氏 都宇 1（ ～ 22 番 × 1（（2 年頃より （ 度発行し、いずれも潰れ
（ 新見藩 阿賀 2（ 番 × 最初 1 両 （（、（ 匁→潰れ
（ 松山藩（惣社） 賀陽 2（ 番 ×

（ 伊勢亀山藩
（中津井） 阿賀 2（ 番 ×

2（ 番 ○ 減価の後、金 1 両 1（0 匁

10 岡田藩 下道
2（ 番 ×
2（ 番 ○ 1 両 1（0 枚。特に両替困難
2（ 番 ○ 1 両 100 枚

11 戸川氏（撫川） 都宇 （0 ～ （（ 番 × 1（（2 年頃より 1 両 （（、（ 匁で発行するも札
潰れを頻発。古札へ押掛印もあり。

（（ 番 ○ 減価の後、1 両 100 枚
12 浅野氏（三原） ― （（ 番 ×

1（
足守藩 賀陽 （（ ～ （（ 番 × 半年・1 年ごとに発行するも札潰れを頻発。

（（ ～ （（ 番は同種類

（井原引請） 後月 （（・（（ 番 ○ 1（（（ 年頃より流通。1 両 （（ 枚。大津寄家引
請

1（ 戸川氏（妹尾） 都宇 （（・（（ 番 × （（ 番は発行より （ 年ほどで潰れ

1（ 岡山藩（五流札） ― （（ 番 × 潰れ。岡山藩札の流通状況が悪化した際に、
金子取入れのために発行

1（ 成羽藩 川上
（0・（1 番 × （0 番潰れの後、1、2 年後に （1 番を発行

（2 番 ○ （1 番潰れの約 1 年後、古札へ押掛印して再
発行。1 両 （（ 匁→ （00 両

1（ 榊原氏（津寺） 都宇 （（ ～ （（ 番 ×
（（ 番 ○ 減価の後、1 両 （（ 枚

1（ 三河長沢
（入江新田） 小田 （（ ～ （0 番 ×

（1 番 ○ 1 両 100 枚
1（ 勝山藩 ― （2 番 ×
20 美作西川山崎家 ― （（ 番 ×

21 広島藩 ― （（ 番 ×
（（ 番 ○ 1％まで減価

22 花房氏（高松） 賀陽 （（ 番 ○ 減価の後、1 両 1（0 匁
2（ 戸川氏（帯江） 都宇 （（ 番 ○ 減価の後、1（0 枚通用（1 両 1（0 匁カ）

表 （　幕末期備中における発行紙幣（安政 （ 年頃）
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役
人
層
た
ち
の
負
担
と
な
っ
て
い
た（

11
（

。
ま
た
引
替
困
難

な
銀
札
は
一
定
の
割
引
を
受
け
て
、
最
終
的
に
掛
屋
の
手

元
に
集
ま
る
こ
と
に
な
る（

11
（

。
い
わ
ば
、
小
農
を
中
心
に
、

年
貢
を
納
入
す
る
領
民
た
ち
に
と
っ
て
は
、
村
請
制
の
枠

組
み
を
通
じ
て
、
他
領
銀
札
は
年
貢
に
も
支
払
い
可
能
な

通
貨
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
銀
札
の
流

通
を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、そ
の
弊
害
も
増
幅
さ
せ
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
備
中
一
橋
領
の
地
域
特
性
と
幕
末
期

の
貨
幣
流
通
の
状
況
を
整
理
し
た
。
次
節
で
は
殖
産
政
策

を
生
成
す
る
契
機
と
な
る
他
領
銀
札
の
弊
害
の
実
態
と
領

民
た
ち
の
訴
願
運
動
を
見
て
い
こ
う
。

　
　
二
　
他
領
銀
札
の
弊
害
と
領
民
の
訴
願
運
動

　
　
　（
１
）
他
領
銀
札
の
弊
害
の
構
造
的
要
因

　
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
月
二
六
日
、
一
橋
領
民
か

ら
一
通
の
歎
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。差
出
人
は
不
明
だ
が
、

差
出
日
が
郡
中
惣
代
七
名
が
一
橋
家
本
邸
に
越
訴
し
た
年

月
日
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
（
後
掲
表
９
参
照
）、
そ
の

2（ 摂津二階堂氏 ( 玉
島 ) 浅口 （（ 番 ○ 減価の後、金 1 両 120 匁

2（ 摂津麻田藩（川面）小田
（（ 番 ○ 金 1 両 100 匁
（0 番 ○ 金 1 両 （（ 匁
（1 番 ○ 金 1 両 1（0 匁

2（ 六条院（井原） 後月 （2 番 ○ 1（（（ 年頃発行、減価の後、金 1 両 （（ 匁

2（ 池田氏（井原） 後月 （（ 番 ○ 1（（（ 年頃発行、準備金次第で金 1 両 （（ 枚
か 120 枚となる

2（ 水谷氏（布賀） 川上 （（ 番 ○ 減価の後、金 1 両 1（0 枚

2（ 岡山藩 ―

（（ 番 ○ 1 匁銀札、安政元年（1（（（）の札潰れによ
り （ 文→ 1 文

（（ 番 ○ 10 匁銀札、安政元年（1（（（）の札潰れによ
り （0 文→ 10 文

（（ 番 × （（ 番 10 匁銀札の改造札
（（ 番 ○ （（ 匁→ （（ 匁（安政初年発行）

（0 宮内藤井家 賀陽 （（ 番 ×
（1 宮内町会所 賀陽 （0 番 ○ （（ 匁→ 120 匁
（2 福山藩（地頭） 川上 （1・（2 番 ×
（（ 鴨方藩 浅口 （（ 番 ○ 減価の後、金 1 両 （（ 枚
（（ 福山藩 ― （（ 番 ○ 金 1 両 （0 枚内外で流通

典拠：一橋徳川家文書 E1-（0「向々御銀札ニ而難渋之始末書上帳」安政 （ 年 2 月。
　　　拙稿「安政四年の紙幣目録」。
　注：    「No.」は典拠史料の配列順序。「郡名」のうち、典拠史料に発行場所の情報がないものは、

発行元の居城・陣屋所在地を採用した。「番号」は原史料の「書上帳」に付されたものである。
「通用状況」の「○」は安政 （ 年段階で通用中のもの、「×」は不通用のものである。「備考」
には、紙幣の金相場や札潰れの状況などを摘記した。年代は安政 （ 年（1（（（ 年）を基点
として算出。例えば、史料上「1（、（ 年以前」とある場合は、「1（（2 年頃」とした。

　　　発行地の地理的分布については、拙稿「安政四年の紙幣目録」1（ 頁参照。
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時
の
願
書
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
他
領
銀
札
が
引
き
起
こ
す
問
題
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る（

11
（

。

［
史
料
１（

11
（

］

　
　
　（
前
略
）
百ａ

姓
共
穀
物
諸
産
物
御
私
領
内
之
市
町
商
人
江
売
払
代
物
に
は
銀
札
請
取
御
年
貢
調
達
仕
来
、
御ｂ

領
知
内
ニ
相
応
之
町

場
商
人
等
も
無
御
座
候
故
、
肥
類
其
外
都
而
御
他
領
地
内
ゟ
買
入
、
御
領
知
ゟ
払
出
候
ニ
付
、
金
子
而
已
相
渡
候
成
行
に
御
座
候
、

近ｃ

来
御
他
領
諸
商
人
自
儘
に
相
場
相
立
、
銀
札
寄
合
を
相
掠
高
利
を
貪
り
、
御
領
知
百
姓
御
年
貢
ニ
引
当
請
取
罷
在
候
銀
札
御
引

替
無
之
、
不
通
用
ニ
相
成
、
御
年
貢
小
前
之
も
の
よ
り
取
立
方
差
支
（
後
略
）

　
こ
こ
か
ら
は
、
領
内
産
物
の
他
領
商
人
に
売
却
し
、
代
金
は
他
領
銀
札
で
受
け
取
り
年
貢
銀
を
調
達
し
て
い
た
が
（
ａ
）、
領
内
に
流

通
機
能
を
担
う
町
場
・
商
人
な
ど
が
な
い
た
め
、
肥
料
な
ど
を
他
領
か
ら
購
入
し
て
お
り
（
ｂ
）、
そ
の
た
め
、
他
領
商
人
か
ら
受
け
取
っ

た
銀
札
は
銀
札
相
場
の
操
作
や
引
替
の
渋
滞
に
よ
っ
て
不
通
用
と
な
り
、
最
終
的
に
は
年
貢
徴
収
に
困
難
を
き
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
（
ｃ
）。

　
で
は
、
具
体
的
に
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
年
貢
徴
収
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か（

1（
（

。
表
（
は
、
こ
の
点
を
確
認
す
る

た
め
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
か
ら
五
ヶ
年
分
の
年
貢
納
入
の
実
態
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
一
橋
家
の
所
領
が
維
新

政
府
に
収
公
さ
れ
た
際
に
民
部
省
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
領
主
財
政
レ
ベ
ル
の
徴
税
実
態
を
反
映
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
米
納
・

銀
納
を
比
較
す
る
た
め
、
銀
納
高
は
帳
簿
上
で
記
さ
れ
る
石
建
て
の
数
値
で
示
し
、
比
較
の
た
め
金
換
算
値
を
示
し
て
い
る
。

　
ま
ず
元
治
元
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
、
備
中
一
橋
領
の
物
成
高
は
約
一
万
一
〇
〇
〇
石
余
で
変
化
は
な
い
。
石
高
（
三
・
三
万
石
余
）

か
ら
算
出
さ
れ
る
貢
租
率
は
約
三
四
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
米
納
約
六
〇
〇
〇
石
（
五
五
％
）、
銀
納
五
〇
〇
〇
石
前
後
（
四
五
％
）
で
納

入
さ
れ
、
米
納
と
銀
納
の
割
合
は
ほ
ぼ
六
対
四
で
あ
っ
た（

11
（

。
備
中
を
始
め
と
す
る
西
国
幕
領
な
ど
で
は
、
十
分
一
大
豆
代
銀
納
と
三
分

一
米
代
納
の
徴
租
法
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
計
算
上
も
こ
れ
に
合
致
す
る
（1/10+1/（=0.（（（...

）。
単
純
に
計
算
し
て
、
一
橋
領

の
一
世
帯
あ
た
り
、
年
間
一
・
四
石
（
両
）
程
度
の
年
貢
負
担
が
求
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
表
2
参
照
）。
銀
納
に
相
当
す
る
貨
幣
（
銀
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札
）
収
入
は
、
小
農
た
ち
は
米
や
商
品
作
物
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
あ
る
い
は
賃
労
働

な
ど
を
通
じ
て
獲
得
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

　
も
っ
と
も
、
石
高
制
を
基
準
と
す
る
領
主
財
政
レ
ベ
ル
と
村
・
小
農
レ
ベ
ル
の
徴
税

を
め
ぐ
る
米
・
貨
幣
の
扱
い
に
は
違
い
が
存
在
し
た
と
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
実
際
、

村
・
小
農
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
実
質
的
な
銀
納
率
は
領
主
財
政
レ
ベ
ル
で
見
ら
れ
る
数

値
よ
り
も
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
備
中
を
含
む
一
橋
領
に
お
い
て
は
現
物
納
に

対
し
て
「
願
石
代
銀
納
」
と
い
う
形
で
、
貨
幣
に
よ
る
納
入
も
認
め
ら
れ
た
。
後
月
郡

の
一
橋
領
の
場
合
、
二
六
ヶ
村
の
う
ち
、
十
六
ヶ
村
に
お
い
て
「
願
石
代
銀
納
」
の
徴

租
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
米
納
の
村
々
に
お
い
て
も
、
米
穀
輸
送
に
か
か
る
経
費

や
保
管
時
の
減
損
に
対
す
る
負
担
か
ら
、
よ
り
有
利
な
代
銀
納
を
求
め
た
訴
願
が
行
わ

れ
て
い
る（

11
（

。
ま
た
周
辺
の
旗
本
領
な
ど
で
は
、
全
額
金
納
の
徴
税
法
も
採
用
さ
れ
て

い
た（

11
（

。

　
次
に
年
貢
の
実
際
の
輸
送
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
米
納
分
に
つ
い
て
は
、
備
中
一
橋
領
の
場
合
、
同
領
に
近
く
湊
町
・
笠
岡
へ
送

ら
れ
、
江
戸
へ
と
廻
送
さ
れ
た
（
図
２
参
照
）（

11
（

。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
、
三

艘
の
年
貢
廻
船
が
笠
岡
を
出
帆
し
、そ
の
内
の
一
番
船
に
は
一
二
九
六
石
余（
三
二
四
七

俵
余
）
を
積
載
し
て
い
た
。
年
貢
の
廻
米
に
あ
た
っ
て
は
、
村
方
か
ら
笠
岡
の
蔵
元
の

業
務
を
監
視
す
る
た
め
、
村
方
か
ら
庄
屋
二
名
が
出
役
湊
庄
屋
・
詰
庄
屋
と
し
て
出
勤

し
た
。
廻
米
輸
送
に
必
要
と
な
る
諸
経
費
は
、
領
内
の
村
々
が
負
担
し
た
。

年代 物成高 米納高 銀納高 銀納高
金換算 金相場 米相場

（石） （石） （％） （石） （％） （両） （匁） （匁）
元治 1 年（1（（（） 11,（20 （,（2（ (（（.（) （,1（（ (（（.（) 10,（（（ （（.（ 20（.（ 
慶応 1 年（1（（（） 11,（（（ （,（（（ (（（.（) （,200 (（（.（) 1（,（（2 11（.（ （0（.（ 
慶応 2 年（1（（（） 11,1（（ （,1（（ (（（.（) （,（（（ (（（.（) 1（,（（（ 1（（.1 （（（.1 
慶応 （ 年（1（（（） 11,（（（ （,（（（ (（（.（) （,22（ (（（.（) 10,11（ 1（（.（ （（（.1 
明治 1 年（1（（（） 11,2（（ （,20（ (（（.2) （,02（ (（（.（) 2（,（（（ ― ―

表 （　備中一橋領の年貢高と米納・銀納割合（元治 1 年～明治 1 年）

典拠：一橋徳川家文書 E1-1（2「備中国後月郡之内五ヶ年歳入取調帳」明治 （ 年。
　注：数値は典拠史料巻末にある備中 （ 郡 （（ ヶ村分の年貢高数値を使用した。
　　　物成高・米納高・銀納高は小数点以下四捨五入した。
      　（　）内の数値は物成高に対する米納高・銀納高の比率。
　　　 銀納高は三分一銀納・十分一銀納・定石代銀納の合計。銀納の種類ごとに換算に用

いられる米相場が異なる。米相場の数値はそれらの算術平均したもの。
　　　銀納高の金換算値は原史料の永銭銭勘定（金 1 両 = 永銭 1000 文）の数値を用いた。
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一
方
、
年
貢
銀
は
幕
領
な
ど
と
同
様
、
村
請
制
に
よ
っ
て
村
々
の
庄
屋
か
ら
掛
屋
へ
と
数
度
に
分
け
て
納
入
さ
れ
た
。
一
般
的
に
、
各

村
の
庄
屋
か
ら
は
、
十
月
の
初
納
時
に
年
貢
銀
高
の
三
〇
％
、
十
一
月
の
二
納
時
に
四
〇
％
、
十
二
月
の
三
納
時
に
三
〇
％
を
納
入
さ
れ

た
。
集
め
ら
れ
た
年
貢
銀
は
一
橋
領
の
下
掛
屋
か
ら
は
、
毎
年
十
月
〜
十
二
月
に
か
け
て
三
度
に
分
け
て
大
坂
蔵
元
へ
陸
送
さ
れ
る
の
が

通
例
と
さ
れ
た（

11
（

。

　
正
金
銀
が
現
送
さ
れ
る
様
子
を
、
下
掛
屋
平
木
家
か
ら
大
坂
蔵
元
木
原
忠
兵
衛
宛
て
に
送
ら
れ
た
年
貢
銀
送
り
状
か
ら
確
認
し
よ
う
。

［
史
料
２（

11
（

］

　
　
　
　
　
　
一
橋
様
御
年
貢
銀
送
り
状
之
事

　
　
一
銀
三
百
弐
拾
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
差
立
辻

　
　
一
銀
九
百
六
拾
目

　
　
　
　
　
　
　
　
納
入
用

　
　
一
銀
六
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
仕
法
払
入

　
　
一
銀
弐
貫
百
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
利
足

　
　
合
銀
三
百
弐
拾
九
貫
弐
百
拾
匁

　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
銀
壱
貫
五
百
目

　
　
　
　
　
　
　
但
菰
御
封
印
附

　
　
　
　
金
五
千
五
百
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
箱
入

　
　
右
者

　
　
一
橋
様
御
領
知
友
山
勝
次
様
御
支
配
所
当
酉
御
年
貢
銀
并
口
々
共
書
面
之
通
今
十
七
日
当
地
差
立
為
差
登
候
間
、
着
之
上
御
改
御
請

取
可
被
成
候
、
尤
江
原
御
役
所
御
書
附
御
案
文
之
通
為
替
証
文
御
差
越
可
被
成
候
、
且
又
払
入
年
賦
銀
御
請
取
書
可
被
下
候
、
仍

如
件
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備
中
国
江
原

　
　
嘉
永
二
酉
年
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
一
橋
御
掛
屋

　
平
木
京
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
安
土
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋
御
蔵
元

　
木
原
忠
兵
衛
殿

　
こ
の
送
り
状
か
ら
は
、
現
送
さ
れ
た
「
一
橋
様
御
年
貢
銀
」
の
実
際
の
内

訳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
合
銀
」
三
二
九
貫
二
一
〇
匁
の
う
ち
、「
菰
御

封
印
附
」
の
箱
に
入
っ
て
い
た
の
は
、
銀
貨
が
一
貫
五
〇
〇
目
、
金
貨
が

五
五
〇
〇
両
で
あ
っ
た
。
銀
一
貫
五
〇
〇
目
は
計
算
か
ら
金
六
〇
両
弱
と
な

る
。
幕
末
期
、
金
銀
交
替
後
の
西
日
本
で
は
、
す
で
に
現
物
貨
幣
の
中
心
は

金
貨
と
な
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
備
中
一
橋
領
か
ら
大
坂
へ
の
「
年
貢
銀
」
の
陸
送
は
、
毎
年
数

度
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
。
表
５
は
、
下
掛
屋
平
木
家
の
「
御
用
留
」
か
ら
嘉

永
期
の
現
送
の
事
例
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
毎
年
一
万

両
前
後
の
「
年
貢
銀
」
が
備
中
一
橋
領
か
ら
実
際
に
大
坂
へ
と
送
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
と
、
年
貢
銀
の
初
納
・
二
納
・

三
納
に
あ
わ
せ
て
領
内
か
ら
徴
収
さ
れ
た
年
貢
銀
が
発
送
さ
れ
た
。

　
ま
た
年
貢
収
納
期
と
は
異
な
り
、
閏
四
月
（
嘉
永
二
年
）
と
九
月
（
嘉
永

三
年
）
な
ど
に
も
年
貢
銀
の
輸
送
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
前
年
度
の
納
入
不

足
分
に
相
当
す
る
。
こ
の
遅
延
分
に
は
「
御
裏
判
証
文
」
が
一
緒
に
送
付
さ

発送日 現送分 備考
嘉永 1 年 10 月 2（ 日 金 1000 両・同 1000 両

（大坂蔵元預り手形）
銀 100 貫 （00 目分

11 月 2（ 日 2（00 両（2 箱入） 銀 202 貫 （0 目分、不足金 （00 両は
年貢取引通用に書入

12 月 1（ 日 （（00 両（（ 箱入） 年貢銀ほか （（1 貫 （（ 匁余分
嘉永 2 年 閏 （ 月 （ 日 2（00 両（2 箱入）・御裏判証文 （0

貫目分・大坂蔵元預り手形 1 枚
嘉永 1 年分年貢銀 20（ 貫 1（（ 匁余
ほか分

10 月 2（ 日 1（00 両（2 箱入） 年貢銀ほか 100 貫 （00 目分
11 月 2（ 日 2（（（ 両・銀 （00 目（2 箱入） 年貢銀ほか銀 22（ 貫 21（ 匁余分
12 月 1（ 日 （（00 両・銀 1 貫 （00 目 年貢銀ほか （2（ 貫 210 目分

嘉永 （ 年 （ 月 10 日 1（00 両・銀 20 貫目
銀 （0 貫目御裏判証文

嘉永 2 年分年貢銀 1（（ 貫 （21 匁余分

10 月 2（ 日 金 2（（0 両（2 箱入） 年貢銀ほか 100 貫 （00 目分
11 月 2（ 日 金 2（00 両、銀 （00 目（2 箱入） 年貢銀ほか 21（ 貫 （0（ 匁分
12 月 1（ 日 金 （100 両（2 箱入）

銀 120 貫目御裏判証文
年貢銀ほか （（（ 貫 （（0 目分

嘉永 （ 年 10 月 2（ 日 2（00 両（2 箱入） （年貢銀ほか分）

表 （　備中一橋領から大坂蔵元への年貢銀の陸送

典拠：平木家文書 1-1（「御用留」嘉永 1 ～同 （ 年。
　注：嘉永 2 年に御用金 200 両（一分銀）の陸送があるが、本表には含めなかった。
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れ
る
。
こ
れ
は
大
坂
蔵
元
か
ら
不
足
分
の
貸
付
を
受
け
た
下
掛
屋
平
木
家
の
借
用
証
文
で
あ
る
。
江
原
代
官
の
裏
判
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ

う
呼
ば
れ
た（

11
（

。

　
で
は
、
な
ぜ
嘉
永
期
に
こ
う
し
た
年
貢
銀
納
入
の
遅
延
が
生
じ
て
い
た
の
か
。
先
に
も
見
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
は
備
中
地
域
に
お
け
る

銀
札
流
通
の
不
安
定
化
が
、
年
貢
銀
に
充
て
ら
れ
る
正
金
の
確
保
を
困
難
と
さ
せ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
実
態
を
下

掛
屋
平
木
家
は
次
の
よ
う
に
江
原
役
所
に
対
し
て
訴
え
て
い
る
。

［
史
料
３（

11
（

］

　
　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
奉
申
上
候

　
　    

御
領
知
備
中
国
村
々
御
年
貢
銀
毎
年
十
二
月
御
差
立
、
正
月
御
金
蔵
上
納
日
之
儀
ニ
付
、
大
坂
御
蔵
元
木
原
忠
兵
衛
方
ゟ
品
々
御

願
申
上
候
文
面
之
内
、
備
中
国
之
儀
、
銀
札
通
用
之
国
柄
ニ
御
座
候
処
、
近
来
諸
家
様
方
銀
札
御
引
替
之
儀
差
支
候
而
、
時
宜
ニ

寄
御
蔵
元
ニ
而
差
略
仕
、
江
戸
上
納
方
取
斗
置
候
儀
も
御
座
候
、
尤
此
儀
者
下
掛
屋
平
木
京
助
与
対
談
筋
之
儀
ニ
而
表
立
難
申
上

儀
ニ
御
座
候
得
共
、
時
節
柄
御
蔵
元
手
元
迷
惑
之
儀
も
御
座
候
旨
申
立
候
、
此
段
乍
恐
左
ニ
奉
申
上
候

　
　
　 

銀
札
之
儀
者
、
表
向
其
御
領
分
限
融
通
之
儀
ニ
可
有
御
座
奉
存
候
得
共
、
御ａ

領
知
村
々
ゟ
備
中
国
玉
島
湊
・
笠
岡
湊
并
近
村
市

場
江
米
綿
煙
草
其
外
諸
品
売
払
候
節
、
多
分
銀
札
之
交
易
仕
、
村
々
庄
屋
手
元
江
銀
札
納
込
、
其
侭
下
掛
屋
江
持
参
仕
候
而
、

備ｂ

前
国
岡
山
御
札
座
始
、
備
中
国
諸
家
様
方
御
札
場
江
銀
札
持
参
仕
候
而
茂
、
員
数
札
附
留
者
御
座
候
得
共
、
早
速
御
引
替
無

御
座
、掛
り
役
人
中
よ
り
金
子
差
支
之
由
相
断
、三
十
日
目
又
者
五
十
日
目
ニ
漸
歩
通
ヲ
以
引
替
出
来
申
候
而
、大
ニ
困
入
申
候
、

右
ニ
付
差
掛
り
金
子
相
揃
不
申
節
者
、
下ｃ

掛
屋
ゟ
御
蔵
元
江
相
頼
、
相
対
ヲ
以
御
蔵
元
方
ニ
而
利
足
附
之
銀
子
立
替
、
江
戸
上

納
方
取
斗
候
儀
も
御
座
候

　
　 

右
之
通
ニ
御
座
候
、
尤
大
坂
市
中
金
銀
融
通
方
之
儀
者
遠
境
之
儀
ニ
而
、
私
相
弁
不
申
候
へ
共
、
備
中
国
者
銀
札
通
用
之
国
柄
、

下
掛
屋
手
元
ニ
而
内
々
差
略
仕
、
其
時
節
ニ
寄
御
蔵
元
方
厚
勘
弁
方
御
座
候
、
何
卒
御
蔵
元
願
之
通
、
御
聞
済
被
為
成
下
候
ハ
丶
、
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私
儀
も
何
分
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
嘉
永
三
戌
年
七
月

　
　
　
　
　
下
掛
屋

　
平
木
京
助

　
　
　
　
　
　
　
江
原
御
役
所

　
こ
の
願
書
で
は
、冒
頭
に
備
中
地
域
の
「
諸
家
様
方
銀
札
御
引
替
」
の
渋
滞
に
よ
る
年
貢
銀
輸
送
の
遅
れ
が
大
坂
蔵
元
の
「
手
元
迷
惑
」

と
な
る
と
し
、
大
坂
蔵
元
の
願
書
を
引
き
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
備
中
の
銀
札
が
一
橋
領
内
へ
と
流
入
す
る
経
路
を
書
き
上
げ
て
い
る
。

　
ま
ず
一
橋
領
内
の
産
物
で
あ
る
米
・
綿
・
煙
草
な
ど
が
備
中
南
部
の
主
要
な
港
町
で
あ
る
玉
島
・
笠
岡
で
販
売
さ
れ
る
結
果
、
年
貢
銀

と
し
て
各
村
の
庄
屋
に
銀
札
が
納
入
さ
れ
、
そ
れ
が
掛
屋
の
手
元
に
集
中
し
て
い
く
（
ａ
）。
こ
こ
で
一
橋
領
平
木
家
は
庄
屋
か
ら
銀
札

が
「
其
侭
」
納
入
さ
れ
る
と
し
て
、
自
ら
の
負
担
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
。

　
次
い
で
掛
屋
に
集
ま
っ
た
銀
札
は
、
岡
山
藩
の
札
場
や
備
中
各
領
主
た
ち
の
札
場
へ
両
替
の
た
め
に
持
ち
込
ま
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
、

引
替
は
渋
滞
し
、
三
十
日
あ
る
い
は
五
十
日
目
に
、
よ
う
や
く
「
歩
通
」（
手
数
料
・
割
引
分
）
を
支
払
っ
て
両
替
が
可
能
と
な
る
（
ｂ
）。

こ
の
数
年
後
、
安
政
四
年
二
月
に
、
流
入
銀
札
の
「
書
上
帳
」
を
提
出
し
た
郡
中
惣
代
た
ち
も
、
両
替
に
十
四
、五
日
の
日
数
と
手
数
料

が
掛
か
る
こ
と
江
原
役
所
に
訴
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
銀
札
の
引
替
の
遅
延
と
コ
ス
ト
の
増
加
は
、
領
主
へ
の
貢
納
や
備
中
域
外
へ
の
支

払
手
段
（
正
金
に
よ
る
決
済
）
を
必
要
と
す
る
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
こ
う
し
て
納
期
ま
で
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
年
貢
銀
は
、
大
坂
蔵
元
が
利
子
付
の
貸
付
で
立
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
遅
延
分
が
補
填

さ
れ
て
江
戸
一
橋
本
邸
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ｃ
）。
嘉
永
期
の
一
橋
領
内
の
年
貢
銀
の
輸
送
は
、
一
橋
領
の
下
掛
屋
と
大
坂
蔵

元
の
金
融
・
融
通
機
能
に
よ
っ
て
納
期
内
の
年
貢
銀
上
納
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
江
原
役
所

へ
の
願
書
は
、
備
中
地
域
に
お
け
る
銀
札
の
不
安
定
化
が
、
備
中
一
橋
領
の
年
貢
銀
収
納
を
担
う
下
掛
屋
平
木
家
・
大
坂
蔵
元
に
と
っ
て

も
看
過
で
き
な
い
段
階
に
ま
で
達
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
備
中
一
橋
領
の
状
況
は
、
一
橋
家
の
財
政
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
備
中
一
橋
領
で
殖
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産
政
策
が
始
動
す
る
要
因
を
考
え
る
た
め
、
次
に
一
橋
家
の

財
政
に
占
め
る
備
中
所
領
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
よ
う（

11
（

。

　
一
橋
家
の
財
政
収
支
を
表
６
・
表
７
に
示
し
た
。
一
橋
家

の
財
政
状
況
を
示
す
勘
定
目
録
（
毎
年
十
二
月
末
作
成
）
は
、

他
の
領
主
財
政
と
同
様
、
一
橋
家
の
財
政
は
、
米
方
（
米
建

て
）
と
貨
幣
方
（
貨
幣
建
て
）
に
大
き
く
分
け
て
記
載
さ
れ

る
。
一
般
会
計
の
財
政
規
模
は
、
幕
末
維
新
期
の
政
治
情
勢

に
一
橋
家
が
密
接
に
関
わ
る
よ
う
に
な
る
元
治
元
年
・
慶
応

元
年
を
除
き
、
米
建
て
で
三
万
石
前
後
、
貨
幣
建
て
七
万
両

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
利
殖
を
主
と
す
る
い
わ
ゆ
る「
特
別
会
計
」

な
ど
を
除
く
と
、
一
橋
家
の
石
高
十
二
万
石
弱
（
一
石
＝
一

両
換
算
）
と
ほ
ぼ
同
等
の
財
政
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る（
1（
（

。
　
米
方
の
一
般
会
計
に
は
、
備
中
一
橋
領
が
成
立
す
る
文

政
十
年
以
降
か
ら
、
四
〇
〇
〇
石
ほ
ど
が
備
中
か
ら
の
納

入
分
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。 

米
方
の
歳
入
全
体
に
占

め
る
割
合
は
、
天
保
八
年
で
一
七
・
八
％
、
嘉
永
元
年
で

一
六
・
六
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
安
政
期
以
降
、
歳
入
に
占
め

る
備
中
所
領
分
の
割
合
が
減
少
し
て
い
く
点
が
注
目
さ
れ

寛政 10 年
（1（（（）

寛政 12 年
（1（00）

天保 （ 年
（1（（（）

嘉永 1 年
（1（（（）

安政 1 年
（1（（（）

安政 （ 年
（1（（（）

元治 1 年
（1（（（）

慶応 1 年
（1（（（）

歳入 （0,（（（ （1,0（（ 2（,（（（ 2（,2（2 （0,0（（ 2（,202 22,（（0 2（,0（（ 
買上米 （,（（2 （,（0（ （,（（（ （,（（（ 10,2（（ 12,（0（ 10,（2（ ―

(1（.1) (1（.1) (（1.（) (（（.（) (（（.1) (（0.0) (（（.（)
備中分 ― ― （,2（（ （,02（ 2,（（1 （,（（（ （（（ ―

(1（.（) (1（.（) (（.0) (1（.（) (（.（)
歳出 21,（（（ 2（,0（（ 1（,（（（ 1（,（（（ 22,02（ 21,（（（ 1（,（0（ 22,（00 
差引 （,（（（ （,（2（ （,（（1 （,0（2 （,1（（ 1,（（1 2,（（0 2,（0（ 

表 （　一橋徳川家の財政収支（米方）

典拠：一橋徳川家文書 G1-1 ～ 10。
　注：小数点以下四捨五入。（　）の数値は歳入に占める比率。

（単位：石）

寛政 10 年
（1（（（）

寛政 12 年
（1（00）

天保 （ 年
（1（（（）

嘉永 1 年
（1（（（）

安政 1 年
（1（（（）

安政 （ 年
（1（（（）

元治 1 年
（1（（（）

慶応 1 年
（1（（（）

歳入 （（,（0（ （1,（（（ 11（,（（1 （（,0（1 （0,（（2 （（,（1（ （（,（1（ 1（（,1（（ 
備中分 ― ― （,（（（ （,1（（ 10,（（2 （,（10 （,（（（ ―

(（.（) (1（.（) (1（.（) (11.（) (10.（)
歳出 （1,（（0 （（,（（（ （（,（（（ （（,21（ （（,（（（ （1,（（0 （（,（（（ 1（（,（0（ 
来期繰越 1（,（1（ 12,（（（ 2（,（（2 12,（（（ 2（,（1（ 1（,1（（ 1（,（（2 （,（（（ 

表 （　一橋徳川家の財政収支（貨幣方）

典拠：一橋徳川家文書 G1-1 ～ 10。
　注： 表 （ 参照。帳簿上は金・銀・銭・大判金・南鐐銀が計上されている。表の数値は帳簿上の

換算率を用いて金建て（両）に換算し直したものだが、南鐐銀は小額なため除外した。
　　　 慶応 1 年は換算率を帳簿上では求めることができないため、前年分（元治 1 年の換算比を

流用した。

（単位：両）
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る
。
そ
れ
に
連
動
し
て
い
く
よ
う
に
邸

臣
の
切
米
（
扶
持
米
）
用
の
「
買
上
米
」

が
、
歳
入
の
五
〇
％
程
度
を
占
め
る
ほ

ど
ま
で
増
加
し
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
は

備
中
一
橋
領
か
ら
の
米
の
現
物
納
の
割

合
を
減
ら
し
、
む
し
ろ
市
場
か
ら
の
購

入
に
よ
っ
て
米
を
確
保
す
る
傾
向
が
強

ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
貨
幣
方
の
一
般
会
計
で
は
、
備
中
か

ら
は
天
保
八
年
に
六
三
三
六
両
（
五
・

六
％
）、
嘉
永
元
年
に
九
一
五
八
両

（
一
三
・
三
％
）
が
納
入
さ
れ
、
安
政
三

年
を
除
き
、
一
万
両
程
度
の
歳
入
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
た
（
表
（
）。
備
中
納
入
分
が
貨
幣
収
入
に
占
め
る
割
合
は
幕
末
期
に
全
体
の
一
〇
〜
一
三
％
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

表
８
に
は
貨
幣
方
歳
入
に
し
め
る
備
中
関
連
の
費
目
を
抽
出
し
た
が
、こ
れ
ら
は
下
掛
屋
の
史
料
に
基
づ
く
年
貢
銀
現
送
の
実
態
（
表
４
）

と
も
齟
齬
が
少
な
く
、
一
橋
家
の
一
般
会
計
の
数
値
が
実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
支
持
す
る
。

　
こ
の
一
橋
家
の
一
般
会
計
と
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
関
係
性
を
捉
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
元
治
元
年
・
慶
応
元
年
の
急
激

な
貨
幣
方
収
支
の
肥
大
化
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
幕
末
期
の
政
治
情
勢
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
。
元
治
元
年
、
将
軍
後
見
職
で
あ
っ
た
徳

川
慶
喜
は
禁
裏
守
衛
総
督
と
な
り
、
翌
慶
応
元
年
ま
で
京
都
に
滞
在
し
て
、
禁
門
の
変
な
ど
の
軍
事
的
な
対
応
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

年次 　銀高 費目
天保 （ 年 1（0,000 天保 （ 年分年貢銀
（1（（（） 210,000 天保 （ 年分年貢銀

小計 （（0,000 （金 （（（（ 両余）
嘉永 1 年 （,（（1 弘化 （ 年分年貢銀・小物成
（1（（（） （,（（（ 弘化 （ 年分年貢廻米不足石代納 *

（12,（1（ 弘化 （ 年分年貢銀・小物成
（2,（1（ 弘化 （ 年分口米石代口銀共

（（（ 弘化 （ 年貢廻米納不足石代金 *
2（0,000 嘉永 1 年分年貢銀

小計 （（（,（（0 （金 （1（（ 両余）
安政 1 年 （（1,（（（ 嘉永 （ 年分年貢銀・小物成
（1（（（） 2（,（（（ 嘉永 （ 年分口米石代口銀共

（（,0（（ 嘉永 （ 年分臨時願石代納
200,000 安政 1 年分年貢銀
（0,2（（ 嘉永 （･（ 年廻米痛分 *

小計 （（（,（1（ （金 1 万 （（2 両余）
安政 （ 年 （（0,000 安政 2 年分年貢銀
（1（（（） 1（ 安政 2 年分廻米納不足ほか

1（0,000 安政 （ 年分年貢銀
小計 （（0,01（ （金 （（10 両余）

元治 1 年 （（,（1（ 文久 2 年分年貢銀・小物成皆済分
（1（（（） （（,（（0 文久 2 年口米石代口銀分

（（0,000 文久 （ 年分年貢銀
200,000 元治 1 年分年貢銀

小計 （0（,（（（ （金 （（（（ 両余）

表 （　一橋徳川家・歳入の備中関連費目

典拠：一橋徳川家文書 G1-1 ～ （。
　注： 小数点以下四捨五入。
　　　金銀銭換算比は典拠史料に基づく。
      　* は金・銭を含む数値を銀建てに換算したもの。
     　  安政 （ 年度は摂津・播州・備中の廻米痛み分（（（（ 両余・

銭 （ 貫 （1（ 文）が計上されるが、表には含めなかった。

（単位：匁）
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そ
の
た
め
か
、
慶
応
元
年
に
次
年
度
繰
越
金
は
三
七
八
六
両
と
、
前
年
度
ま
で
の
一
万
〜
二
万
両
に
比
べ
て
急
激
に
落
ち
込
む
こ
と
に
な

る
。
こ
の
数
値
か
ら
は
、
徳
川
慶
喜
の
京
都
で
の
駐
屯
が
一
橋
家
の
財
政
に
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
た
こ
と
示
唆
し
よ
う
。
一
橋
家
が

領
内
全
体
で
積
極
的
に
殖
産
政
策
に
乗
り
出
す
の
も
、
こ
の
時
期
以
降
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
渋
沢
栄
一
が
播
州
で
姫
路
藩

に
類
似
し
た
綿
の
専
売
制
を
実
施
す
る
の
も
慶
応
元
年
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た（

11
（

。

　
以
上
の
点
か
ら
、
畿
内
近
国
に
先
行
し
て
安
政
期
に
本
格
化
す
る
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
契
機
を
、
領
主
財
政
的
な
要
因
か
ら
説

明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
、
次
に
み
る
よ
う
に
、
江
戸
の
一
橋
本
邸
は
、
備
中
所
領
か
ら
頻
繁
に
上
申
さ
れ
る
殖
産
政
策
の
要
望
に

対
し
て
、
自
ら
の
歳
入
が
増
え
る
に
も
拘
わ
ら
ず
冷
淡
で
あ
っ
た
。

　
　（
２
）「
御
救
仕
法
」
を
め
ぐ
る
訴
願
運
動

　
幕
末
期
の
備
中
一
橋
領
で
は
、
他
領
銀
札
の
弊
害
を
受
け
て
、
領
主
側
に
「
御
救
仕
法
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
殖
産
政
策
を
求
め
る
訴

願
運
動
が
活
発
化
し
て
い
く（

11
（

。
嘉
永
期
（
一
八
四
八
―
五
三
）
に
は
銀
札
関
連
の
歎
願
が
確
認
さ
れ
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
二
月

八
日
の
願
書
に
は
、「
当
御
領
知
村
々
共
諸
家
様
御
銀
札
の
た
め
に
数
年
来
衰
微
仕
候
ニ
付
、
七
八
ヶ
年
以
前
ゟ
右
難
渋
の
始
末
御
歎
願

奉
申
上
候
」
と
し
て
、
一
橋
領
内
独
自
の
紙
幣
「
会
所
札
」
の
発
行
を
願
い
出
る
に
至
っ
た（

11
（

。

　
こ
の
「
御
救
仕
法
」
は
、大
き
く
二
つ
の
柱
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
町
場
振
興
に
よ
る
流
通
機
構
の
整
備
で
あ
っ
た
。
既
述
の
通
り
、

備
中
一
橋
領
は
領
域
的
な
一
体
性
を
欠
き
、
自
領
内
で
規
模
の
大
き
な
町
場
が
な
い
こ
と
か
ら
、
領
内
で
完
結
し
た
経
済
圏
を
構
築
で
き

ず
、
そ
の
た
め
他
領
と
の
産
物
・
金
肥
な
ど
の
取
引
を
介
し
て
、
他
領
の
紙
幣
が
流
入
し
て
い
た
。
町
場
振
興
に
よ
る
流
通
機
構
の
整
備

と
は
、
問
屋
商
な
ど
の
招
致
・
育
成
を
通
じ
て
、
貨
幣
と
財
の
循
環
構
造
を
改
革
す
る
こ
と
で
他
領
銀
札
の
弊
害
を
解
決
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
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も
う
一
つ
は
、
自
領
で
の
紙
幣
発
行
で
あ
る
。
領
内
の
経
済
活
動
に

支
え
る
貨
幣
を
自
ら
が
発
行
す
る
こ
と
で
、
他
領
銀
札
に
対
抗
し
た
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
独
自
紙
幣
の
発
行
に
よ
っ
て
経
済
活
動
を
円

滑
・
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
安
定
性
を
欠
く
他
領
札
を
駆
逐
す
る
こ

と
が
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
。
こ
の
政
策
は
、
抜
本
的
な
解
決
と
し
て
訴

願
者
た
ち
に
要
求
さ
れ
た
が
、
紙
幣
の
発
行
は
幕
法
に
抵
触
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
し
て
、
江
戸
の
一
橋
本
邸
も
躊
躇
を
し
て
い
た
。
そ
の
重

い
腰
を
動
か
し
た
の
が
、
度
重
な
る
訴
願
運
動
を
展
開
し
た
領
民
た
ち

で
あ
る
。

　
表
９
は
、
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
訴
願
運
動
な
ど
の
推

移
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
嘉
永
年
間
に
は
町
場
進
行

な
ど
の
殖
産
政
策
が
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
領
民
側
の
訴
願
運
動

が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
安
政
三
年
・
四
年
に
か
け
て
、
少
な
く
と
も

五
度
に
わ
た
っ
て
江
原
役
所
や
江
戸
一
橋
本
邸
へ
訴
願
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
窺
え
る
。

　
こ
う
し
た
「
御
救
仕
法
」
を
め
ぐ
る
訴
願
運
動
の
中
心
と
な
っ
て
い

た
の
は
村
役
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
安
政
三
年
十
月
に
は
、
小

田
郡
吉
田
村
庄
屋
た
ち
五
名
が
江
戸
一
橋
本
邸
へ
と
越
訴
を
敢
行
し
て

い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
越
訴
の
負
担
と
リ
ス
ク
を
負
う
だ
け
の
動
機

年代 事項
嘉永 （ 年 大谷山開発歎願の越訴（門田村百姓）
安政 1 年 （ 月 町場振興のため木綿奨励を献策
安政 （ 年 1 月 江原役所へ「御救仕法」実施を出願

（ 月 江原役所代官友山勝次が江戸へ問合せ
（ 月 江原役所より新町建設につき達（（、（ 年前より新町建設の案あり）
（ 月 江原役所へ「御救仕法」実施を出願
（ 月 牛馬市開設（江原陣屋新町にて 2 月～ 11 月に月 （ 日・11 日間）
10 月 2（ 日 江戸一橋本邸へ越訴（惣代：小田郡吉田村庄屋三右衛門、吉田村

庄屋俊作、入田村庄屋近之助、御廻米庄屋後月郡西江原村庄屋寿平、
小田郡吉田村俊蔵）

11 月 22 日 江原役所へ年貢納入延期を出願
安政 （ 年 2 月 （ 日 越訴代表者が帰国

2 月 （ 日 江原役所へ江戸再越訴の許可を出願
2 月 22 日 各領主へ紙幣引替要求につき出願（銀札目録を提出カ）

代官友山勝次が江戸へ問合せ（「問合書」）
12 月 江原役所へ 1 ヶ月限定の切手使用を出願

安政 （ 年 （ 月 産物会所札を本格的に導入（備中標準相場 （（ 匁を採用）

表 （　備中一橋領における訴願運動などの推移（嘉永・安政期）

典拠：             『岡山県後月郡誌』、大山敷太郎「紙幣の濫発とそれをめぐる諸問題」、『井原市史　I』 
（00-（1（ 頁、拙稿「安政四年の紙幣目録」　などから作成。

　注： 「問合書」は「備中国御領知村々御救方仕法儀ニ付御内慮御問合書」のこと（『吉備
群書集成』第 （ 輯）所収）。「問合書」の標題は大山前掲稿により改めた。
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付
け
が
彼
ら
に
あ
っ
た
こ
と
が
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る（

11
（

。
ま
た
先
に
み
た
よ
う
に
安
政
四
年
二
月
に
は
備
中
一
橋
領
三
郡
各
組
の
郡
中

惣
代
ら
が
連
名
で
他
領
銀
札
へ
の
対
応
を
江
原
代
官
へ
求
め
て
い
る
。
村
請
制
に
よ
る
年
貢
徴
収
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
豪
農
・
村
役
人

層
に
他
領
銀
札
が
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
銀
札
の
兌
換
可
能
性
や
金
相
場
の
動
き
は
、
し
ば
し
ば
年
貢
未
納
分
を
立
て
替

え
る
必
要
が
あ
る
彼
ら
の
経
営
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。

　「
御
救
仕
法
」
の
立
案
と
そ
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
も
、
郡
中
惣
代
や
村
役
人
を
始
め
と
す
る
現
地
の
領
民
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
は

大
き
い
。
こ
の
時
期
に
備
中
一
橋
領
で
活
発
化
し
た
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
献
策
」
の
動
き
で
あ
る
。

　
嘉
永
七
年
（
安
政
元
年
）
五
月
に
は
、
木
綿
の
生
産
振
興
策
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
現
材
料
の
篠
綿
を
領
内
の
「
木
綿
織
立
家
々
」

に
一
日
あ
た
り
五
○
軒
ず
つ
渡
し
、
年
間
二
万
反
の
白
木
綿
を
生
産
す
る
。
そ
し
て
そ
の
白
木
綿
を
大
坂
な
い
し
備
中
で
販
売
し
て
、
毎

年
の
「
御
仕
法
益
銀
」
を
得
よ
う
と
い
う
試
案
で
あ
る（

11
（

。
利
益
は
、御
上
の
「
御
益
」
な
い
し
、「
村
非
常
備
」
に
繰
り
入
れ
る
と
さ
れ
た
。

こ
の
振
興
策
は
、『
後
月
郡
誌
』
に
よ
る
と
、
代
官
友
山
勝
次
の
起
草
に
か
か
る
も
の
だ
が
、
仕
法
書
で
は
「
町
内
繁
栄
之
発
端
共
相
成
」

る
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、、
領
内
の
町
場
商
人
た
ち
な
ど
か
ら
の
献
策
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う（

11
（

。

次
に
見
る
よ
う
に
、
江
原
代
官
は
所
領
内
の
実
態
調
査
と
改
革
案
の
献
策
を
積
極
的
に
求
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
安
政
三
年
十
一
月
の
江
原
役
所
の
達
書
に
は
、
村
役
人
ら
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

［
史
料
４（

11
（

］

　（
前
略
）

　 

右
立
直
り
方
ニ
付
而
者
、
産
物
交
易
方
并
不
通
用
之
銀
札
等
取
遣
等
致
様
夫
々
仕
法
之
儀
追
々
取
調
可
及
沙
汰
ニ
候
得
共
、
素
々
百

姓
共
為
筋
第
一
往
々
御
領
知
之
衰
微
ニ
不
至
様
ニ
与
の
仕
法
ニ
付
、
於
御
役
所
ニ
も
篤
与
取
調
候
事
ニ
者
有
之
候
得
共
、
下
タ
方
利

弊
者
村
々
役
人
共
ニ
無
之
候
而
者
事
情
難
相
分
儀
も
有
之
ニ
付
、
差
支
又
ハ
下
タ
方
迷
惑
之
儀
も
有
之
候
得
者
、
善
悪
ニ
不
抱
御
役

所
江
申
立
取
調
受
可
申
候

　（
後
略
）
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す
な
わ
ち
、
江
原
代
官
に
よ
る
「
産
物
交
易
方
」・「
不
通
用
之
銀
札
」
の
対
策
案
（
御
救
仕
法
）
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
入
念
な
現

地
調
査
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
は
「
下
タ
方
利
弊
」
は
村
役
人
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
た
め
、「
善
悪
」
に
拘
わ
ら
ず
、
あ
り
の
ま

ま
を
江
原
役
所
に
報
告
せ
よ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
村
役
人
層
、
あ
る
い
は
そ
の
母
体
と
な
る
豪
農
層
た
ち
の
行
政
と
地

域
運
営
の
能
力
・
機
能
に
大
き
く
依
拠
す
る
形
で
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
が
立
案
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　
こ
う
し
た
数
々
の
訴
願
運
動
と
献
言
は
、
安
政
四
年
に
江
原
代
官
友
山
勝
次
が
策
定
し
た
改
革
案
に
も
組
み
込
ま
れ
、
最
終
的
に
は
安

政
四
年
夏
ま
で
に
一
橋
本
邸
の
了
解
を
取
り
付
け
た
よ
う
だ
。
こ
れ
以
降
、
流
通
機
構
の
整
備
と
自
領
札
を
基
調
と
す
る
備
中
一
橋
領
で

殖
産
政
策
が
本
格
化
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、「
切
手
札
」
を
発
行
・
貸
付
す
る
産
物
会
所
と
、
自
領
産
物
の
集
荷
・
検
品
な
ど
を
行

う
交
易
会
所
な
ど
が
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
核
と
な
っ
て
領
内
の
流
通
・
金
融
部
門
の
組
織
化
が
急
速
に
進
む
。

　
こ
う
し
た
殖
産
政
策
が
始
動
す
る
時
期
の
様
子
は
、
安
政
四
年
八
月
、
江
原
役
所
詰
め
の
役
人
角
田
米
三
郎
が
、
一
橋
領
に
隣
接
す
る

旗
本
家
池
田
家
領
（
約
一
〇
〇
〇
石
）
の
大
津
寄
家
に
宛
て
た
書
状
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
津
寄
家
は
井
原
陣
屋
に
お
い
て

庄
屋
・
掛
屋
な
ど
を
勤
め
た
家
で
、
備
中
小
藩
の
足
守
藩
札
の
請
札
も
行
う
な
ど
経
営
規
模
も
大
き
い
（
表
２
・
（（
番
ほ
か
参
照
）（

11
（

。

［
史
料
５（

11
（

］

　
　（
前
略
）

　
一
以
来
御
領
知
百
姓
共
御
私
領
銀
札
ニ
而
損
失
い
た
し
候
儀
無
之
様
、
差ａ

支
無
之
村
々
者
御
領
知
内
之
穀
物
産
物
新
町
外
弐
ヶ
所
江
持

寄
、
其
上
最
寄
市
場
湊
等
江
正
金
ニ
引
替
為
売
捌
候
積
ニ
御
座
候
、
右
ニ
而
御
知
行
所
江
差
障
候
儀
者
有
之
間
敷
候
得
共
、
委
細

御
取
調
早
々
否
御
申
越
御
座
候
様
い
た
し
度
、
此
段
及
御
懸
合
候

　
一
御ｂ

知
行
所
井
原
村
其
外
ニ
而
者
諸
家
方
ニ
而
銀
札
取
潰
引
替
差
支
難
儀
お
よ
ひ
候
儀
等
者
無
之
哉
、
右
等
之
御
救
御
仕
法
ゟ
新
規
銀

札
等
御
取
扱
ニ
相
成
居
候
儀
ニ
候
哉
、
御
様
子
委
細
承
知
い
た
し
度
候
、
右
之
趣
為
可
得
御
意
如
斯
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
八（

安

政

四

年

（

月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
米
三
郎
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大
津
寄
忠
右
衛
門
様

　
　
　
　
　
大
津
寄
所
介
様

　
こ
の
書
状
で
は
、
省
略
を
加
え
た
前
文
の
下
り
で
、「
会
所
札
」
発
行
に
至
る
ま
え
の
経
緯
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
以
下
の
よ
う

に
大
津
寄
家
に
問
い
合
わ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
殖
産
政
策
の
柱
と
な
る
流
通
機
構
の
組
織
化
に
伴
い
、
自
領
産
物
は
新
た
に
整
備
さ

れ
る
町
場
へ
と
独
占
的
に
集
荷
し
、
最
寄
の
「
市
場
湊
」
な
ど
に
お
い
て
販
売
し
て
正
金
を
獲
得
す
る
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
影
響
が
隣
接

す
る
井
原
領
に
及
ば
な
い
か
を
確
認
す
る
（
ａ
）。
そ
し
て
、
井
原
領
と
周
辺
所
領
に
お
け
る
他
領
銀
札
に
よ
る
弊
害
と
そ
れ
へ
の
対
抗

策
も
照
会
し
た
（
ｂ
）。
井
原
の
旗
本
池
田
領
で
は
、
す
で
に
備
中
一
橋
領
に
先
立
ち
、
安
政
元
年
に
「
市
場
仕
法
」
を
実
施
し
、
自
領

札
の
発
行
を
基
調
す
る
殖
産
政
策
を
実
施
し
て
い
た（

1（
（

。
江
原
役
所
詰
め
の
角
田
米
三
郎
も
こ
う
し
た
井
原
陣
屋
に
お
け
る
政
策
を
念
頭

に
手
紙
を
し
た
た
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
始
動
に
関
わ
る
書
状
か
ら
は
、
こ
の
時
期
の
殖
産
政
策
が
周
辺
領
域
と
の
強
い
影
響
関
係
の
な
か
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
自
領
の
規
模
が
小
さ
く
、
完
結
し
た
経
済
圏
を
構
築
し
得
な
い
、
備
中
南
部
の
各
所
領
で
は
、

密
接
な
相
互
規
定
関
係
と
相
互
利
害
の
調
整
の
な
か
で
、
所
領
運
営
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
ま
た
こ
う
し
た
影
響
関

係
は
、
日
常
的
な
政
策
の
情
報
共
有
も
促
す
。
戦
前
以
来
、
し
ば
し
ば
典
型
的
な
殖
産
政
策
と
評
価
さ
れ
た
一
橋
領
の
政
策
モ
デ
ル
が
、

当
該
期
の
備
中
地
域
を
土
壌
と
し
て
培
わ
れ
た
可
能
性
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る（

11
（

。

　
以
上
、
本
節
で
は
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
が
生
成
さ
れ
る
起
因
を
探
る
た
め
、
私
領
銀
札
の
弊
害
の
構
造
的
要
因
と
「
御
救
仕
法
」

を
求
め
た
領
民
た
ち
の
訴
願
運
動
を
検
討
し
た
。
備
中
一
橋
領
は
年
貢
銀
と
し
て
対
外
的
な
支
払
手
段
で
あ
る
幕
府
正
貨
を
毎
年
一
万
両

程
度
は
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
備
中
地
域
の
紙
幣
流
通
の
不
安
定
化
の
な
か
で
既
存
の
徴
税
の
仕
組
み
が
機
能
不
全
を
起
こ
し

た
こ
と
が
、
嘉
永
・
安
政
期
以
降
の
殖
産
政
策
を
生
み
出
す
契
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ま
た
財
政
的
な
要
因
に
関
し
て
は
、
一
橋
家
の
財

政
に
占
め
る
備
中
所
領
の
位
置
づ
け
を
行
い
、
安
政
期
の
段
階
で
は
明
確
な
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
こ
れ
に
加
え
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て
、「
御
救
仕
法
」
を
め
ぐ
る
訴
願
運
動
を
分
析
し
、
一
橋
本
邸
と
備
中
所
領
の
殖
産
政
策
を
め
ぐ
る
温
度
差
、
政
策
立
案
過
程
に
お
け

る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
献
策
の
動
き
、
さ
ら
に
備
中
地
域
内
に
広
が
っ
て
い
た
周
辺
所
領
の
殖
産
政
策
の
存
在
を
示
し
た
。
い
ず
れ
も
備
中

一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
生
成
要
因
と
し
て
は
、
こ
の
地
域
内
部
の
要
因
が
基
底
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
支
持
す
る
結
論
と
な
ろ
う
。
次
節
で

は
、
殖
産
政
策
が
開
始
さ
れ
た
後
の
経
済
構
造
の
変
化
か
ら
、
こ
の
問
題
を
よ
り
掘
り
下
げ
て
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
三
　
殖
産
政
策
に
よ
る
流
通
・
金
融
部
門
の
組
織
化

　
安
政
四
年
十
二
月
、
領
民
待
望
の
「
会
所
札
」
の
運
用
が
試
験
的
に
始
ま
り
、
殖
産
政
策
の
中
核
的
な
政
策
で
あ
っ
た
自
領
紙
幣
が
備

中
一
橋
領
を
中
心
に
流
通
し
始
め
る
。
町
場
の
整
備
や
特
産
品
の
生
産
奨
励
も
相
前
後
し
て
進
め
ら
れ
、
嘉
永
・
安
政
期
、
備
中
一
橋
領

で
活
発
化
し
た
銀
札
関
連
の
訴
願
運
動
も
急
速
に
収
ま
っ
て
い
っ
た
。
本
節
で
は
、
安
政
四
年
以
降
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
実
施

過
程
を
流
通
・
金
融
部
門
の
組
織
化
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
、
産
物
会
所
以
後
の
財
と
貨
幣
の
マ
ク
ロ
な
動
き
を
再
構
成
し
て
い
こ

う（
11
（

。
さ
ら
に
殖
産
政
策
が
地
域
社
会
に
生
み
出
し
た
新
た
な
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
さ
て
、「
御
救
仕
法
」
の
柱
の
一
つ
流
通
機
構
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
町
場
を
核
と
し
て
一
橋
領
内
の
小
農
・
村
落
を
つ
な
ぐ

流
通
経
路
が
急
速
に
構
築
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
は
、
流
通
機
能
を
実
際
に
担
う
問
屋
・
仲
買
商
た
ち
の
招
致
・
育
成
も
行
わ
れ
て
い
く
。

問
屋
に
つ
い
て
は
、
産
物
の
域
外
対
象
に
な
っ
て
い
た
備
中
南
部
の
主
要
な
港
町
・
町
場
で
あ
る
笠
岡
・
玉
島
・
井
原
か
ら
問
屋
を
招
致

が
な
さ
れ
た（

11
（

。
こ
れ
と
平
行
し
て
農
村
地
域
か
ら
の
作
物
の
集
荷
の
た
め
に
仲
買
商
人
の
育
成
も
進
め
ら
れ
た
。

　
後
月
郡
木
之
子
村
で
安
政
五
年
以
降
に
使
用
さ
れ
た
「
当
村
商
人
御
鑑
札
請
印
帳
」
は
、
こ
の
時
期
の
仲
買
商
の
育
成
の
養
成
を
伝
え

て
く
れ
る（

11
（

。
木
之
子
村
は
、
江
原
代
官
所
が
置
か
れ
た
西
江
原
村
に
ほ
ど
近
く
、
村
高
は
千
石
ほ
ど
、
人
口
約
一
二
〇
〇
人
の
比
較
的
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に
大
き
な
村
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
段
階
で
、
職
人
が
大
工
二
人
、
木
挽
二
人
、
左
官
一
人
、
桶
屋
一
人
が

確
認
さ
れ
、
す
で
に
一
定
の
商
工
業
的
な
要
素
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
安
政
四
年
以
降
の
殖
産
政
策
以
降
、
そ
の
様
相
は
一
変
す
る
。

　
こ
の
「
鑑
札
請
印
帳
」
に
は
、
安
政
五
年
〜
慶
応
三
年
ま
で
に
、
菜
種
・
綿
実
仲
買
十
人
を
筆
頭
に
し
て
、
合
計
七
一
名
に
鑑
札
を
付

与
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
対
象
業
種
は
大
工
職
・
木
挽
職
な
ど
の
従
来
か
ら
の
職
人
を
始
め
と
し
て
、
新
た
に
綿
実
・
菜
種
油
・

金
物
類
の
売
買
を
担
う
仲
買
商
人
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。
安
政
四
年
の
殖
産
政
策
の
始
動
に
伴
い
、
域
内
の
商
工
業
の
機
能
が
大
幅
に
梃

子
入
れ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
育
成
さ
れ
た
仲
買
人
た
ち
に
は
、
商
売
の
元
手
と
な
る
資
金
が
交
易
会
所
を
通
じ
て
貸
し
付
け
ら
れ
た
。
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
の
事
例
で
は
、
後
月
郡
神
代
村
の
仲
買
武
右
衛
門
ら
五
名
に
一
〜
十
一
両
の
資
金
が
不
動
産
（
家
屋
）
を
抵
当
に
五
ヶ
年

賦
で
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る（

11
（

。

　
こ
う
し
て
備
中
一
橋
領
で
は
、
主
要
産
物
の
木
綿
・
菜
種
・

綿
実
・
煙
草
（
刻
煙
草
）
な
ど
が
、
新
た
な
問
屋
・
仲
買
人
ら

を
通
じ
て
集
荷
・
移
出
さ
れ
、
領
外
で
の
正
金
の
獲
得
が
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た（

11
（

。
ま
た
町
場
か
ら
遠
い
村
々
に

つ
い
て
は
、
村
ご
と
に
一
括
で
集
荷
と
販
売
を
行
い
、
懸
案
で

あ
っ
た
肥
料
も
購
入
も
新
た
な
町
場
で
可
能
と
し
た（

11
（

。
所
領

に
広
が
る
約
八
〇
〇
〇
戸
の
小
農
た
ち
を
つ
な
ぐ
流
通
部
門
が

こ
う
し
た
組
織
化
さ
れ
た
。

　
こ
の
流
通
機
構
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
備
中
一
橋
領
を
一
つ

の
経
済
圏
と
し
た
機
能
さ
せ
る
た
め
の
金
融
組
織
の
整
備
が
進

表の分銅印部分に「八拾八匁替」と篆書で
刷り込まれている。

図3　荏原産物会所札 （5厘札）　

出所:『笠岡市史　第2巻』394頁より転載。
　　 解説は一部改変した。

表
面

裏
面

ん
で
い
く
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
産
物
会
所
と
交
易
会
所
で
あ
っ
た
。

　
産
物
会
所
は
、
備
中
一
橋
領
の
紙
幣
「
切
手
札
」
の
発
行
と
貸
付
が
主
要
な
業
務
で
あ
る
。
図
３
は
現
存
す
る
「
荏
原
産
物
会
所
」
の

五
厘
札
で
あ
る
。
表
面
に
は
「
八
拾
八
匁
替
」
と
安
政
初
年
以
降
の
備
中
地
域
の
標
準
金
相
場
が
篆
書
で
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
産
物
会

所
で
は
、
こ
う
し
た
紙
幣
を
多
数
発
行
し
、
領
内
の
生
産
・
流
通
部
門
へ
貸
付
を
行
っ
た
。
ま
た
交
易
会
所
は
、
村
々
よ
り
産
物
を
集
荷

し
、
産
物
の
品
質
管
理
や
冥
加
銀
の
徴
収
な
ど
を
行
っ
た
。

　
表
10
は
、
産
物
会
所
の
経
営
的
な
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
、
産
物
会
所
の
経
営
改
革

時
に
策
定
さ
れ
た
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
一
月
の
収
支
見
込
を
示
し
た
も
の
で
あ
る（

11
（

。

費
目
は
、
適
宜
、
借
方
と
貸
方
に
分
類
し
て
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
万
延
二
年
の
収
支
見
込
か
ら
は
、
会
所
札
の
発
行
高
が
一
万
両
程
度
（
負
債
・
費

用
）
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
、
毎
月
、
操（

繰
（入

貸
附
（
年
利
五
％
）、
六
十
日
切
貸
附
（
年

利
一
〇
％
）、
歩
質
貸
附
（
年
利
平
均
一
二
％
）、
三
十
日
当
座
貸
附
（
年
利
一
〇
％
）
に

よ
る
金
利
収
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
金
利
の
低
廉
な
毎
月
操
入
貸
附
は
領
内
の
町
人
・

商
人
ら
へ
の
短
期
金
融
、
歩
質
貸
附
は
次
に
み
る
領
内
産
物
を
抵
当
と
し
た
貸
付
が
主
で

あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
収
支
見
込
み
か
ら
は
、
会
所
運
営
費
二
〇
〇
両
が
会
所
札
の
貸
付
利

益
に
よ
っ
て
原
資
に
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
現
存
す
る
産
物
会
所
の
決
算
帳
簿
か
ら
、
万
延
二
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
の
収
支
決
算

を
示
し
た
の
が
表
11
で
あ
る
。
経
年
的
な
変
化
を
と
ら
え
る
た
め
、
万
延
二
年
は
予
算
書

の
数
値
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
産
物
会
所
の
経
営
推
移
を
見
て
お
こ
う
。

　
会
所
札
の
発
行
高
は
、
万
延
二
年
段
階
で
一
万
両
で
あ
っ
た
の
が
、
徐
々
に
増
加
の
傾

　　　借方（資産） 　　貸方（負債・費用）
毎月操入貸附 2,（00 切手札摺立合計 (10,000)
（0 日切貸附 2,000 残札・引替手当金 (-（,000)
歩質貸附 1,（00 切手札流通分 （,000 
（0 日切当座貸附 1,（00 借入金 （,（00 
貸付利子合計 （（0 借入金利子 （（0 
会所遣込元金 * （,000 会所運営費 ** 200 
合計 11,1（0 合計 11,1（0 

表 10　産物会所の収支見込み（万延 2 年度）（単位 金両）

典拠： 一橋徳川家文書 I1-（（「産物会所方仕法向見込書」万
延 2 年 1 月。

　注： * 史料の表記は「切手仕入金借入金利間損普請入用操
替貸附不相成候分会所遣込大積り相立候分」。

　　    ** 「会所諸入用大積之分」・「会所惣取締役世話料」・「掛
り詰番之者拾人之者世話料」の合計。
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ん
で
い
く
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
産
物
会
所
と
交
易
会
所
で
あ
っ
た
。

　
産
物
会
所
は
、
備
中
一
橋
領
の
紙
幣
「
切
手
札
」
の
発
行
と
貸
付
が
主
要
な
業
務
で
あ
る
。
図
３
は
現
存
す
る
「
荏
原
産
物
会
所
」
の

五
厘
札
で
あ
る
。
表
面
に
は
「
八
拾
八
匁
替
」
と
安
政
初
年
以
降
の
備
中
地
域
の
標
準
金
相
場
が
篆
書
で
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
産
物
会

所
で
は
、
こ
う
し
た
紙
幣
を
多
数
発
行
し
、
領
内
の
生
産
・
流
通
部
門
へ
貸
付
を
行
っ
た
。
ま
た
交
易
会
所
は
、
村
々
よ
り
産
物
を
集
荷

し
、
産
物
の
品
質
管
理
や
冥
加
銀
の
徴
収
な
ど
を
行
っ
た
。

　
表
10
は
、
産
物
会
所
の
経
営
的
な
特
徴
を
把
握
す
る
た
め
、
産
物
会
所
の
経
営
改
革

時
に
策
定
さ
れ
た
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
一
月
の
収
支
見
込
を
示
し
た
も
の
で
あ
る（

11
（

。

費
目
は
、
適
宜
、
借
方
と
貸
方
に
分
類
し
て
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
万
延
二
年
の
収
支
見
込
か
ら
は
、
会
所
札
の
発
行
高
が
一
万
両
程
度
（
負
債
・
費

用
）
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
、
毎
月
、
操（

繰
（入

貸
附
（
年
利
五
％
）、
六
十
日
切
貸
附
（
年

利
一
〇
％
）、
歩
質
貸
附
（
年
利
平
均
一
二
％
）、
三
十
日
当
座
貸
附
（
年
利
一
〇
％
）
に

よ
る
金
利
収
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
金
利
の
低
廉
な
毎
月
操
入
貸
附
は
領
内
の
町
人
・

商
人
ら
へ
の
短
期
金
融
、
歩
質
貸
附
は
次
に
み
る
領
内
産
物
を
抵
当
と
し
た
貸
付
が
主
で

あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
収
支
見
込
み
か
ら
は
、
会
所
運
営
費
二
〇
〇
両
が
会
所
札
の
貸
付
利

益
に
よ
っ
て
原
資
に
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
現
存
す
る
産
物
会
所
の
決
算
帳
簿
か
ら
、
万
延
二
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
の
収
支
決
算

を
示
し
た
の
が
表
11
で
あ
る
。
経
年
的
な
変
化
を
と
ら
え
る
た
め
、
万
延
二
年
は
予
算
書

の
数
値
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
産
物
会
所
の
経
営
推
移
を
見
て
お
こ
う
。

　
会
所
札
の
発
行
高
は
、
万
延
二
年
段
階
で
一
万
両
で
あ
っ
た
の
が
、
徐
々
に
増
加
の
傾

　　　借方（資産） 　　貸方（負債・費用）
毎月操入貸附 2,（00 切手札摺立合計 (10,000)
（0 日切貸附 2,000 残札・引替手当金 (-（,000)
歩質貸附 1,（00 切手札流通分 （,000 
（0 日切当座貸附 1,（00 借入金 （,（00 
貸付利子合計 （（0 借入金利子 （（0 
会所遣込元金 * （,000 会所運営費 ** 200 
合計 11,1（0 合計 11,1（0 

表 10　産物会所の収支見込み（万延 2 年度）（単位 金両）

典拠： 一橋徳川家文書 I1-（（「産物会所方仕法向見込書」万
延 2 年 1 月。

　注： * 史料の表記は「切手仕入金借入金利間損普請入用操
替貸附不相成候分会所遣込大積り相立候分」。

　　    ** 「会所諸入用大積之分」・「会所惣取締役世話料」・「掛
り詰番之者拾人之者世話料」の合計。
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向
を
見
せ
、
明
治
二
年
に
は
二
万
両
を
突
破
す
る
。
幕
末
期

の
物
価
騰
貴
に
伴
っ
て
貨
幣
供
給
量
を
増
加
し
た
こ
と
を
加

味
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
同
時
に
産
物
会
所
の
経
営
が
拡
大

し
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

発
行
量
・
経
営
規
模
の
拡
大
に
合
わ
せ
て
、
一
橋
家
や
大
坂

蔵
元
、
領
内
資
本
（「
郡
中
身
元
之
者
」）
か
ら
の
会
所
運
営

資
金
の
借
入
額
も
増
加
し
て
い
る（

1（
（

。

　
一
方
、
領
内
の
生
産
・
流
通
部
門
へ
の
貸
付
も
同
様
に
増

加
し
て
い
る
。
元
治
二
年
の
予
算
額
で
一
万
両
余
で
あ
っ
た

が
、
慶
応
三
年
に
は
二
・
一
万
両
に
ま
で
増
え
、
会
所
札
の

発
行
高
の
増
加
率
を
上
回
っ
て
い
る
。
収
支
の
差
引
額
も

五
千
両
前
後
の
マ
イ
ナ
ス
で
推
移
し
て
お
り
、
経
営
状
況
は

万
全
と
は
い
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
産
物
を
抵
当

し
た
歩
質
貸
付
や
三
十
日
程
度
の
短
期
の
信
用
供
与
の
割
合

が
増
加
し
て
お
り
、
確
実
に
一
橋
領
内
の
経
済
活
動
の
中
核

を
占
め
る
に
至
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
特
に
歩
質
貸
付
は
領
内
の
産
物
の
出
荷
と
移
出
に
関
わ
り

重
要
で
あ
る
。
万
延
二
年
一
月
、
産
物
会
所
の
運
営
規
定
を

ま
と
め
た
「
産
物
会
所
取
締
書
」
の
な
か
に
も
歩
質
は
流
通

費目 万延 2 年 1 月
（1（（1）

文久 （ 年 2 月
（1（（（）

文久 （ 年 2 月
（1（（（）

慶応 （ 年 （ 月
（1（（（）

明治 2 年
（1（（（）

札 発行高 10,000 1（,0（（ 1（,0（（ 1（,（1（ 2（,（（（ 
有札 （,000 （,（（（ （,（（（ 1,（（（ （,（10 
流通高① （,000 （,（（（ （,（（（ 1（,（（0 21,（（（ 

借入 拝借金 　　― （,2（0 （,（00 ? ―
大坂蔵元借入 　　― 1,000 1,000 ? ―
郡中身元之者 　　― 1,（（（ 1,（（（ ? ―
所々借入 　　― 1,（（（ 1,2（（ ? ―
その他 　　― （0 　　― ? ―
借入小計② （,（00 （,（（（ 10,（（0 1（,（（（ ―
小計①＋② 10,（00 1（,（（（ 1（,2（（ 2（,（2（ ―

有金 有金 　　― （（1 （（2 （（（ ―
貸付 繰替貸 2,（00 （,（（（ （,0（1 2,2（（ ―

（0 日切貸付 2,000 2,（1（ 2,1（（ 1,（（（ ―
当座貸付 1,（00 （,（（（ （,（（（ 10,（0（ ―
歩質貸付 1,（00 1,（（（ 1,（（（ （,（1（ ―
年賦帳貸 　　― 　　― 　　― （（（ ―
その他 （,000 （20 　　― 1,（（（ ―
有金・貸付小計③ 10,（00 1（,（（（ 1（,（（2 21,（（（ ―
差引①＋②－③ 0 -（,000 -（,（（（ -（,（（（ ―

表 11　備中一橋領の産物会所の経営（万延 2 年～明治 2 年） （単位：金両）

典拠： 一橋徳川家文書 C（-（、同 I1-（2、同 I1-（（、同 I1-（0。
　　　小寺昌良家文書・近世 12-（（（（（）「産物会所惣勘定扣写」元治 2 年丑 2 月上旬写。
　注：万延 2 年 1 月は予算書の数値。当座貸付には （0 日切貸付を含む。
      　小数点以下四捨五入。「―」は史料上に計上されていない数値。
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に
関
わ
っ
て
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
刻
煙
草
之
儀
者
外

品
物
与
違
、
仮
令
歩
質
ニ
入
有
之
候
と
も
品
物
を
湊
迄
為
差
出
、
為
替
金
を

以
請
銀
為
払
入
不
申
候
而
者
差
支
候
儀
も
有
之
」
や
、「
交
易
会
所
ニ
而
繰

綿
其
外
歩
質
不
遣
候
而
者
、
産
物
出
方
ニ
も
差
支
候
ニ
付
」
な
ど
と
あ
り
、

移
出
産
物
を
抵
当
し
た
金
融
が
備
中
一
橋
領
内
の
産
物
の
集
荷
と
出
荷
に
密

接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
仕
組
み
と
し
て
は
、
藩
札
に
よ
る
集

荷
資
金
の
貸
与
と
共
通
す
る
が
、
慶
応
期
の
播
州
の
一
橋
領
の
殖
産
政
策

の
事
例
か
ら
類
推
す
る
と
荷
為
替
金
融
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る（
11
（

。
　
次
に
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
安
政
四
年
末
に
産
物
会
所
札
が
発
行
さ
れ

て
か
ら
、備
中
一
橋
領
の
財
と
貨
幣
の
流
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
、

産
物
会
所
札
の
還
流
経
路
と
会
所
の
金
融
機
能
を
中
心
に
モ
デ
ル
化
し
た
図

４
か
ら
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
こ
で
は
行
論
に
関
係
し
て
、（
ａ
）
年
貢
徴

税
な
ど
の
公
金
部
門
と
、（
ｂ
）
〜
（
ｄ
）
の
領
内
の
産
物
・
金
肥
な
ど
の

取
引
に
関
わ
る
民
間
部
門
の
流
れ
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
（
ａ
）
公
金
部
門
に
関
し
て
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
は
領

内
の
年
貢
銀
の
管
理
が
産
物
会
所
へ
と
移
管
さ
れ
、
掛
屋
の
機
能
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る（

11
（

。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
年
貢
銀
の
収
納

を
担
っ
て
い
た
下
掛
屋
平
木
家
が「
近
年
中
国
筋
銀
札
崩
れ
の
流
弊
」に
よ
っ

小農・領民

（b）

図4　備中一橋領の財と貨幣の流れ（安政4年・産物会所札発行後）

貸付
（生産資金など）

（c）
（d）

（e）

貸
付

品
質
検
査

冥
加
銀

返
済
等

（a）

産物販売

金肥等購入

年貢銀（正金）

金肥等購入

産物集荷

年貢銀納入
（元治１年以降）

約10～26万両約10～26万両

約1万両 為替送金

為替取組？
（元治1年以降）

約1万両

為替

村
落

村
落

産物会所札 正金 財

産物会所

交易会所

問屋

仲買

一橋
本
邸（
江
戸
）

備中一橋領
（3.3万石、64ヶ村、人口約3.5万人）

領
外
市
場（
大
坂・玉
島・笠
岡
な
ど
）

会所札の流通速度（5～7程度）
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て
経
営
悪
化
し
た
た
め
、
公
金
の
取
り
扱
い
を
行
わ
な
く
な
り
、
代
わ
り
に
池
田
丹
治
郎
ら
が
一
橋
領
の
豪
農
・
村
役
人
層
が
産
物
会
所

で
「
仮
掛
屋
」
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た（

11
（

。
な
お
、年
貢
銀
の
規
模
は
、前
節
で
み
た
よ
う
に
一
万
両
程
度
で
あ
る
。

　
ま
た
元
治
二
年
に
は
、
米
納
村
六
ヶ
村
が
年
貢
米
納
入
に
か
か
る
経
費
の
一
部
「
御
廻
米
納
不
足
石
代
」
を
産
物
会
所
へ
納
入
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

11
（

。
ま
た
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
は
、「
救
民
仕
法
金
」・「
非
常
御
備
仕
法
金
」
と
し
て
後
月
・
小
田
・
上
房

三
郡
六
七
八
人
に
貸
し
付
け
ら
れ
た
五
〇
二
両
余
の
一
部
（
一
七
二
両
余
）
も
「
産
物
会
所
ニ
而
立
替
払
相
渡
」
す
こ
と
に
も
な
っ
た（

11
（

。

年
貢
銀
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
殖
産
政
策
を
主
導
す
る
産
物
会
所
に
公
金
部
門
の
取
引
が
集
中
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う（

11
（

。

　
次
い
で
、民
間
部
門
の
貨
幣
・
財
の
流
れ
は
、六
四
ヶ
村
・
約
三
・
五
万
人
の
領
内
の
産
物
の
集
荷
と
金
肥
な
ど
の
販
売
を
中
心
し
た
（
ｂ
）

（
ｃ
）（
ｄ
）
の
流
れ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
領
内
の
村
々
か
ら
は
、小
農
な
い
し
村
単
位
で
問
屋
・
仲
買
が
産
物
会
所
札
を
用
い
て
産
物
の
集
荷
を
行
う（
ｂ
）。
町
場
に
集
ま
っ

た
産
物
は
、
品
質
検
査
な
ど
の
た
め
交
易
会
所
に
一
度
ま
と
め
ら
れ
、
冥
加
銀
も
徴
収
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
会
所
か
ら
問
屋
・
仲
買

へ
は
集
荷
用
の
資
金
と
し
て
産
物
会
所
札
の
貸
付
も
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う（
ｃ
）。次
い
で
産
物
は
問
屋
に
よ
っ
て
領
外
市
場（
大
坂
・
玉
島
・

笠
岡
な
ど
）
に
移
送
さ
れ
、
こ
こ
で
売
却
さ
れ
る
。
産
物
代
金
の
一
部
は
、
金
肥
な
ど
の
領
外
商
品
の
購
入
に
当
て
ら
れ
る
と
と
も
に
、

貸
付
を
受
け
た
会
所
札
の
返
済
に
充
て
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
領
内
に
移
入
さ
れ
た
金
肥
な
ど
の
商
品
は
、
再
び
一
橋
領
の
村
々
に
産

物
会
所
札
を
介
し
て
売
却
さ
れ
、
農
村
地
帯
に
広
が
っ
て
い
く
（
ｅ
）。
こ
う
し
た
貨
幣
と
財
の
還
流
ル
ー
ト
は
、
藩
領
に
お
け
る
専
売

制
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
が
、
嘉
永
期
以
降
、
他
領
銀
札
の
弊
害
に
悩
ま
さ
れ
た
備
中
一
橋
領
に
と
っ
て
は
、
か
つ
て
の
紙
幣
問
題
を
抜
本
的

に
解
決
す
る
画
期
的
な
変
化
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
こ
う
し
た
産
物
会
所
札
発
行
後
の
備
中
一
橋
領
の
経
済
循
環
を
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
捉
え
て
み
よ
う
。
表
12
は
、
明
治
三
年
の

小
田
郡
・
後
月
組
の
一
橋
領
の
「
国
産
類
」
の
調
査
書
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
繰
綿
九
〇
〇
〇
俵
（
六
万
五
二
五
〇
両
）
を
筆
頭
に
、

古
手
・
煙
草
な
ど
の
備
中
一
橋
領
内
の
生
産
量
二
四
・
五
万
両
余
（
①
）
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
調
書
で
は
、
質
屋
・
材
木
類
な
ど
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の
商
工
業
関
係
の
費
目
も
計
上
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
整
備
し
た
流
通
部
門
の
年
間
の
取
引
高
と
み
ら
れ
る
数
値
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
（
②
）。
備
中
北
東
部
の
上
房
郡
は
産
物
の
集
荷
対
象
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
表
か
ら
は
備
中
一
橋
領

の
商
工
業
分
野
に
お
け
る
域
内
生
産
量
が
少
な
く
と
も
年
間
二
六
万
両
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
で
は
こ
れ
に
対
す
る
「
会
所
札
」
の
規
模
は
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
表
1（
は
明
治
二
年
時
（
一
九
六
九
）
の
備
中
一
橋
領
の
紙

幣
発
行
高
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
先
述
の
通
り
、
安
政
五

年
（
一
八
五
八
）
の
殖
産
政
策

開
始
時
、
一
万
両
前
後
で
あ
っ

た
会
所
札
の
発
行
高
は
、
十

年
を
経
た
明
治
二
年
に
は
二
・

七
万
両
程
度
に
ま
で
膨
ら
ん
で

い
た
。
紙
幣
の
枚
数
で
は
、
お

よ
そ
二
〇
〇
万
枚
に
な
る
。
単

純
に
計
算
し
て
、
備
中
一
橋
領

の
領
民
一
人
あ
た
り
一
両
弱

（
六
七
匁
余
）、
一
世
帯
あ
た
り

で
は
三
両
強
（
二
九
〇
匁
余
）

の
会
所
札
が
発
行
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

産物名
業種名

生産・取引量 冥加銀
数量 代金 比率 銀高 比率 金換算

（両） （％） （匁） （％） （両）
繰綿 （000 俵 （（,2（0 (2（.0) （,（00 (（.（) （1.1（ 
煙草大のし （00 駄 （,（00 (1.（) （00 (0.（) （.（（ 
煙草小のし （（00 駄 1（,200 (（.2) 1,（00 (（.1) 20.（（ 
古手 1000 丸 （0,000 (1（.（) （,000 (（.2) （（.0（ 
白木綿 1100 丸 20,（2（ (（.（) 1,（（0 (2.（) 1（.（（ 
畳表 （000 丸 11,（（（ (（.（) （,000 (（.（) （（.（2 
蒟蒻玉 （000 駄 （,（00 (2.（) 2,（00 (（.（) （0.（（ 
竹皮 200 駄 2（0 (0.1) 100 (0.2) 1.1（ 
同ばら皮 （0 駄 2（0 (0.1) （0 (0.2) 1.02 
木附子 200 駄 （00 (0.2) （00 (1.0) （.（2 
紫根 （0 駄 （1（ (0.1) 100 (0.2) 1.1（ 
炭 2000 駄 2,0（（ (0.（) 1,200 (2.1) 1（.（（ 
諸雑穀 （000 石 2（,12（ (10.（) （,000 (1（.（) 102.2（ 
油 （20 石 1（,（00 (（.2) （,（20 (（.（) （（.0（ 
酒造高 （000 石 （1,2（0 (12.0) 1（,000 (2（.0) 1（0.（（ 
醤油 1（00 石 （,（（（ (1.（) 2,2（0 (（.（) 2（.（（ 
小計① 2（（,（0（ (（（.（) （1,（10 (（（.（) （（（ 
質屋 （,000 (1.（) 1,（00 (2.（) 1（.0（ 
材木売 （,000 (1.2) 1,200 (2.1) 1（.（（ 
薪売金高 （00 (0.2) 200 (0.（) 2.2（ 
紙類問屋 （00 (0.2) 2（0 (0.（) 2.（（ 
桐木問屋 （00 (0.2) （00 (0.（) （.（1 
塩問屋 1（20 石 1,（00 (0.（) （（0 (1.1) （.（0 
八百屋物売 （00 (0.（) （（0 (0.（) （.（（ 
瀬戸物類売 200 (0.1) 100 (0.2) 1.1（ 
下駄問屋 （00 (0.2) 2（0 (0.（) 2.（（ 
鬢附油蝋燭問屋 200 (0.1) 100 (0.2) 1.1（ 
糀味噌問屋 1（0 (0.1) （（ (0.1) 0.（（ 
石灰問屋 100 (0.0) （0 (0.1) 0.（（ 
肥類問屋 2,000 (0.（) 1,000 (1.（) 11.（（ 
小計② 1（,（（0 (（.（) （,0（（ (10.（) （（ 
合計①＋② 2（0,（（（ (100.0) （（,（（（ (100.0) （（（.1（ 

表 12　備中一橋領の域内生産量（明治 （ 年、小田郡・後月郡）

典拠： 一橋徳川家文書 E1-1（1「御領地備中国小田後月両郡村々御国産類凡調書」
明治（年より作成。東野将伸「豪農経営と親族ネットワーク」表1を参照した。

　注： 小数点以下は四捨五入。冥加銀の原史料の金銀換算相場（金 1 両 （（ 匁）を
用いた。同相場は、当該期の備中標準金相場に相当する。白木綿 1 丸は （0 反。
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発
行
さ
れ
た
紙
幣
に
は
、
古
札
と
新
札
が
あ
っ
た
。
古
札
は
一
匁
か
ら
五
厘
ま
で
の
額
面
が
あ
り
、
新
札
は
一
〇
匁
と
や
や
高
額
面
の

一
種
類
が
発
行
高
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
幕
末
期
の
物
価
騰
貴
と
取
引
量
の
増
大
に
対
応
し
て
、
市
場
へ
の
貨
幣
供
給
量

の
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。
発
行
合
計
高
（「
惣
高
」）
の
う
ち
、極
印
が
押
さ
れ
て
流
通
に
投
じ
ら
れ
た
も
の
が
、

二
・
一
万
両
、
会
所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
五
六
一
〇
両
で
あ
っ
た
。
会
所
保
管
分
は
、
必
要
に
応
じ
て
商
工
業
者
へ
の
貸
付
を
通

じ
て
取
引
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　
こ
の
明
治
初
年
の
備
中
一
橋
領
の
紙
幣
発
行
高
は
、
こ
の
地

域
の
経
済
活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
先
に
み
た
域
内
生
産
量
二
六
万
両
と
発
行
高
二
・
七
万

両
と
で
は
、
約
一
〇
倍
近
い
差
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
一

定
の
差
が
生
ず
る
こ
と
は
産
物
会
所
の
運
営
者
た
ち
も
早
く
か

ら
認
識
し
て
い
た
。
万
延
二
年
の
「
産
物
会
所
取
締
書
」
に
よ

る
と
、「
拾
万
両
産
物
代
金
相
納
候
融
通
ニ
候
得
者
、
弐
万
両

位
之
切
手
之
融
通
為
致
相
当
可
致
哉
」
と
し
て
、
一
〇
万
両
の

域
内
の
産
物
を
「
融
通
」
さ
せ
る
に
は
、
二
万
両
ほ
ど
の
切
手

札
の
発
行
・
流
通
量
が
「
相
当
」（
適
当
）
で
あ
ろ
う
と
い
う

考
え
を
示
し
て
い
る（

11
（

。
一
〇
万
両
分
の
領
内
産
物
に
対
し
て
、

紙
幣
の
発
行
量
は
そ
の
五
分
一
の
二
万
両
で
十
分
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
域
内
生
産
量
と
発
行
量
の
差
の
意
味
は
、
貨
幣
の
流
通

額面等 発行高 名目 枚数

古
札
分

（両） （銀匁） （枚）
1 匁札 1（,（（（ 1,1（（,（10 1,1（（,（10 
（ 分札 （（2 （0,（（（ 121,（1（ 
（ 分札 （（（ （0,（（0 1（（,（00 
2 分札 （（（ （（,（（1 1（（,（0（ 
1 分札 11（ 10,121 101,20（ 
（ 厘札 11（ 10,000 200,000 

古札摺立分① 1（,（（（ 1,（（（,（00 1,（（（,2（1 
極印あり 1（,（（（ 1,1（（,（00 
極印なし 2,000 1（（,000 

新札 10 匁札② 11,（10 1,021,（（0 102,1（（ 
極印あり （,000 （0（,000 
極印なし （,（10 （1（,（（0 
惣高①＋② 2（,（（（ 2,（（0,（（0 2,0（（,（0（ 
通用高 21,（（（ 1,（（（,（00 
極印なし （,（10 （（（,（（0 

表 1（　備中一橋領の紙幣発行高（明治 2 年時）

典拠： 一橋徳川家文書 C（-（「御改正御取締御廻村御用留」明治 2 年
（ 月より作成。

　注： 小数点以下四捨五入。発行枚数は発行名目高と紙幣額面より
算出。

　　    両建ての発行高・銀建ての名目高は典拠史料の数値による。
史料上の両者の換算率は「但両替八拾八匁替」とあり金 1 両
（（ 匁を使用した。
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速
度
を
加
味
す
る
こ
と
で
整
合
的
に
理
解
で
き
る
。「
産
物
会
所
取
締
書
」に
お
い
て
、会
所
運
営
人
た
ち
は
会
所
札
の
引
替
金
に
つ
い
て
、

「
是
迄
六
千
両
程
之
切
手
遣
ひ
高
ニ
而
壱
ヶ
年
之
引
替
金
凡
四
万
両
余
有
之
」（

11
（

と
し
て
、
六
〇
〇
〇
両
の
発
行
高
に
対
し
て
年
間
の
引
替

高
は
そ
の
六
〜
七
倍
の
四
万
両
に
及
ぶ
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
数
値
は
い
わ
ば
銀
札
の
札
場
へ
の
「
還
流
速
度
」
を
示
し
、
あ

わ
せ
て
会
所
札
の
流
通
速
度
の
代
理
的
な
指
標
と
も
な
ろ
う（

1（
（

。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
初
年
の
備
中
一
橋
領
内
の
紙
幣
発
行
高
も

適
正
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
公
金
部
門
（
ａ
）
と
民
間
部
門
（
ｂ
）
〜
（
ｄ
）
の
マ
ク
ロ
的
な
規
模
の
違
い
に
も
注
目
し
た
い
。
明
治
三

年
の
小
田
・
後
月
郡
の
生
産
統
計
（
表
12
）
と
会
所
運
営
者
の
認
識
に
従
う
限
り
、
年
間
の
年
貢
銀
が
約
一
万
両
に
対
し
、
民
間
部
門
の

経
済
規
模
は
そ
の
十
倍
な
い
し
二
十
倍
程
度
と
な
る（

11
（

。
貨
幣
流
通
量
の
点
か
ら
言
え
ば
、
流
通
速
度
を
勘
案
し
て
、
そ
の
何
割
か
の
供

給
量
で
こ
の
時
期
の
民
間
経
済
は
回
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
公
金
部
門
と
民
間
部
門
の
経
済
規
模
の
差
は
、
殖
産
政
策
の
実
施
以
前
の
流

通
・
金
融
部
門
が
未
組
織
な
段
階
で
、
私
領
銀
札
の
弊
害
が
備
中
一
橋
領
の
地
域
経
済
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
殖
産
政
策
を
主
導
し
た
一
人
江
原
代
官
友
山
活
次
が
、
備
中
一
橋
領
の
小
農
の
経
営
モ
デ
ル
を
試
算
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
一
世
帯

の
家
計
に
占
め
る
年
貢
銀
の
割
合
は
一
割
程
度
、残
り
の
九
割
が「
小
遣
銀
肥
代
」に
支
出
さ
れ
る
と
し
て
い
る（

11
（

。
こ
の
試
算
が
ど
の
程
度
、

実
態
を
反
映
し
た
も
の
か
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
一
対
一
〇
と
い
う
比
率
は
、
備
中
一
橋
領
全
体
の
公
金
と
民
間
部
門
の
生

産
量
の
マ
ク
ロ
的
な
実
数
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
蓋
然
性
の
あ
る
数
値
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、

殖
産
政
策
を
生
成
す
る
要
因
は
、
単
に
年
貢
銀
の
問
題
だ
け
に
限
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
規
模
の
点
か
ら
い
え
ば
、
民
間
部
門
の
取
引
、
と

り
わ
け
そ
こ
に
お
け
る
小
農
・
領
民
の
家
計
レ
ベ
ル
に
ま
で
問
題
を
掘
り
下
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。「
御
救
仕
法
」
を
求
め
る
訴

願
運
動
で
し
ば
し
ば
主
張
さ
れ
る
年
貢
銀
の
問
題
も
、
し
た
た
か
な
「
御
百
姓
」
た
ち
に
と
っ
て
は
自
ら
の
主
張
の
正
統
性
を
担
保
す
る

交
渉
カ
ー
ド
の
一
枚
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い（

11
（

。

　
さ
て
、
こ
う
し
た
産
物
会
所
を
中
心
と
す
る
殖
産
政
策
の
運
営
主
体
と
な
っ
た
の
は
。
郡
中
惣
代
や
村
役
人
層
で
あ
っ
た（

11
（

。
表
1（
は
、
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明
治
二
年
に
お
け
る
備
中
一

橋
領
の
殖
産
施
設
の
運
営
人

た
ち
の
身
分
や
地
域
を
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
図

５
に
は
、
所
在
地
が
推
定
で

き
な
い
絞
油
掛
り
（
ｇ
）
を

除
く
、
各
機
関
の
所
在
地
を

示
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
備
中
一
橋
領

の
殖
産
施
設
は
、「
産
物
切
手

会
所
」
な
ど
七
つ
の
組
織
が

設
け
ら
れ
、
備
中
北
東
の
山

間
部
に
あ
る
上
房
郡
を
除
く
、

小
田
・
後
月
郡
の
村
役
人
層

ら
二
八
名
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
た
。
会
所
札
を
扱
い

殖
産
政
策
の
中
核
的
な
役
割

を
占
め
る
産
物
会
所
に
は
、

小
田
・
後
月
郡
の
各
組
か
ら

No. 役名 人名 属性・地域 組名
1

（a）産物切手会所掛り
（小田・後月郡各組より 1 名
以上）

山成直蔵 取締役、簗瀬村 後月郡奥組
2 宮光寿平 西江原村庄屋 後月郡後月組
（ 片山杢郎 西江原村庄屋 後月郡後月組
（ 名越白平 走出村庄屋 小田郡中組
（ 名越三郎兵衛 走出村庄屋 小田郡中組
（ 山成源四郎 簗瀬村 後月郡奥組
（ 顕蔵 梶江村庄屋 後月郡奥組
（ 楠五郎 大江村庄屋 小田郡浜手組
（ 太左衛門 浅海村庄屋 小田郡小田組

10 平左衛門 木之子村庄屋 小田郡木之子組
11（b）畳表寄場掛り引請

（小田郡 2 名）
池田丹次郎 大江村庄屋 小田郡浜手組

12 孫右衛門 小平井村 小田郡中組
1（

（c）木綿北座掛り
（後月組 （ 名・木之子組 1 名）

三村紀四郎 山野上村庄屋後見 後月郡後月組
1（ 中屋嘉助 東新町 後月組後月組
1（ 業助 東江原村百姓 後月郡後月組
1（ 隆助 木之子村年寄 小田郡木之子組
1（ 柳屋良助 東新町 後月組後月組
1（

（d）木綿南座掛り
（小田郡中組 2 名ほか）

名越徳三郎 走出村庄屋 小田郡中組
1（ 時之助 吉田村庄屋 小田郡中組
20 中田屋重四郎 今市町 後月組後月組
21（e）与井町諸産物寄場

( 後月組奥組 2 名）
山成源四郎 簗瀬村 後月郡奥組

22 仙平 吉井村庄屋 後月郡奥組
2（

（f）繰綿会所
（後月組 （ 名、交易会所 *）

田中応助 東江原村庄屋 後月郡後月組
2（ 寿助 西江原村庄屋 後月郡後月組
2（ 周平 神代村百姓 後月郡後月組
2（

（g）絞油掛り
（後月組 2 名ほか）

三村紀四郎 山野上村庄屋後見 後月郡後月組
2（ 田中応助 東江原村庄屋 後月郡後月組
2（ 顕蔵 梶江村庄屋 後月組奥組

表 1（　備中一橋領の殖産施設の運営人（明治 2 年時）

典拠： 池田宏樹「一橋徳川家の備中領における殖産政策」、一橋徳川家文書 C（-2「廻村御用留　
会計局」明治 2 年。

　注：   * No.2（ の神代村百姓周平が交易会所に詰めていることなどから、繰綿会所が交易会所に
相当すると考えられる（平木家文書 1（-（1（-（）。

　　　新町・今市町は西江原村（後月郡後月組）の村域にある。
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一
人
以
上
が
詰
め
て
い
る
（
図
２
参
照
）。
取
締
役
と
な
っ
た
の
は
、
後
月
郡

奥
組
の
山
成
直
蔵
で
質
屋
業
・
鉱
山
業
な
ど
多
角
的
に
経
営
し
、
名
望
家
の
範

疇
に
属
す
る
人
物
で
あ
っ
た（

11
（

。
こ
こ
に
名
を
連
ね
た
人
物
の
多
く
は
、
こ
う

し
た
豪
農
層
に
属
し
た
人
物
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
小
田
郡
浜
手
組
・

中
組
の
畳
表
寄
場
（
ｂ
）
や
後
月
郡
後
月
組
の
繰
綿
会
所
（
ｆ
）
な
ど
、
各
組

の
経
済
事
情
に
合
わ
せ
て
産
物
を
集
荷
す
る
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
る
点
に

も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
交
易
会
所
は
こ
こ
で
は
繰
綿
会
所
と
同
一
施

設
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
各
組
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
か
は
、
次
に
示
す
郡
中

惣
代
か
ら
「
木
之
子
組
一
同
」
に
宛
て
ら
れ
た
「
廻
章
」
か
ら
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

［
史
料
６（

11
（

］

　
　
　
尚
々
惣
代
代
り
合
之
義
呉
々
も
御
願
奉
申
上
候

　
　  

以
廻
章
得
御
意
候
、
各ａ

々
様
御
引
続
御
集
会
被
成
下
、
御
苦
労
ニ
奉
存
候
、
然
ハ
産ｂ

物
会
所
仕
法
方
、
昨
廿
二
日
惣
代
共
御
召
出

之
上
、
延
引
ニ
相
成
候
段
、
如
何
之
訳
ニ
候
哉
、
御
厳
重
被
仰
付
、
且
組
々
共
一
和
不
致
候
ハ
丶
、
其
組
限
り
存
寄
書
取
ヲ
以
、

早
々
可
申
上
御
旨
被
仰
付
候
段
、
惣
代
廿
一
日
案
労
仕
、
種
々
申
談
ト
候
得
共
、
兎
角
折
合
兼
候
折
柄
、
仕
法
方
愚
存
書
取
ヲ
以
、

組
々
江
及
相
談
、
右
書
取
之
表
御
承
知
之
御
組
者
一
和
ニ
而
御
届
、
御
不
承
知
之
御
組
ハ
其
組
限
り
存
意
書
ヲ
以
御
届
奉
申
上
候

積
、
御
相
談
申
上
置
候
処
、
御
決
着
之
有
無
も
無
御
座
、
御
引
取
ニ
相
成
候
ニ
付
、
評
義
も
一
決
不
仕
、
尤
仕
法
書
之
表
、
外
組
々

ニ
而
折
合
候
ハ
丶
、多
分
ニ
相
順
し
可
申
候
哉
、又
ハ
一
組
限
り
存
意
書
ヲ
以
御
申
立
被
成
候
御
存
意
ニ
御
座
候
哉
、右
両
様
之
処
、

■

■
■

■

■

■

■

□

□

□
□

○

○

産物会所
(a)

木綿南座(d)

繰綿会所(f)

畳表寄席場(b)

木綿北座(c)

(小平井村）

（交易会所）

   与井町
諸産物寄席場(e)

東城

福山

笠岡

玉島

倉敷

松山

岡山

図5　備中一橋領の殖産関連施設の分布
注： 場所が特定できないものは「○」で示した。
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委
細
ニ
御
名
下
ニ
御
書
合
入
可
被
下
候
、
其
内
御
存
意
御
座
候
御
方
様
者
、
惣
代
御
代
り
合
御
勤
被
下
候
様
呉
々
も
御
頼
談
奉
申

上
候
、
先
ハ
御
急
廻
文
ヲ
以
得
御
意
度
、
如
斯
ニ
御
座
候
、
早
々
以
上

　
　
　
　
丑（

慶

応

元

年

（

二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣

（
木
之
子
村
庄
屋
（

代
　   

幸
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

（
七
日
市
（　

　
　
米
太
郎

　
　
　
　
木
之
子
組
一
同

　
　
　
　
　
名
前
限
り

　
こ
の
「
廻
章
」
で
は
、
郡
中
惣
代
幸
左
衛
門
ら
が
江
原
役
所
に
召
し
出
さ
れ
、
組
内
で
産
物
会
所
の
「
仕
法
方
」
が
「
一
和
」
し
な
い

場
合
は
、そ
の
理
由
を
示
し
た
「
存
寄
書
」
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
ｂ
）。
冒
頭
、「
各
々
様
御
引
続
御
集
会
」

と
あ
る
の
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
「
木
之
子
組
一
同
」
が
意
見
集
約
の
た
め
の
「
御
集
会
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ

ろ
う
（
ａ
）。
こ
の
廻
章
の
宛
名
は
、「
木
之
子
組
一
同
」
は
「
名
前
限
り
」
と
あ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
対
象
は
判
明
し
な
い
が
、
そ
の

内
容
か
ら
村
役
人
層
で
あ
っ
た
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
各
組
の
殖
産
政
策
の
運
営
上
、
必
然
的
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る

地
域
の
利
害
調
整
と
合
意
調
達
に
お
い
て
、
郡
中
惣
代
や
村
役
人
層
ら
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
と
が
分
か
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
村
役
人
層
・
豪
農
層
の
地
域
の
利
害
調
整
の
背
景
に
、
地
域
内
に
お
け
る
「
不
和
」
が
殖
産
政
策
を
め
ぐ
っ
て

存
在
し
た
こ
と
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
殖
産
政
策
に
よ
る
生
産
・
流
通
部
門
の
組
織
化
が
、
村
落
や
村
落
内
部
の
個
別
の
経
営
体
に

対
し
て
、
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
分
析
で
き
る
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
そ
う
し
た
「
不
和
」
を
示
す
史
料

を
み
て
み
よ
う
。

［
史
料
７（

11
（

］

　
　
　
　
　
　
乍
恐
以
書
附
御
歎
願
奉
申
上
候

─ 152 ─

近
世
的
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開



　
　 

後
月
郡
西
方
村
百
姓
共
之
儀
ハ
農
業
之
透
間
、畳
表
織
立
仕
、別
而
困
窮
之
百
姓
共
ハ
過
半
畳
表
織
、渡
世
ニ
仕
居
候
も
の
御
座
候
、

然
ル
処
、
当ａ

夏
頃
ゟ
小
平
井
村
字
追
分
与
申
所
へ
池
田
丹
次
郎
・
新
屋
安
之
丞
両
人
出
店
取
立
御
仕
法
相
立
、
畳
表
寄
場
与
唱
へ

買
取
呉
申
候
、
然
ル
処
、
同
所
出
張
罷
在
候
も
の
共
仕
業
与
相
見
へ
、
時ｂ

々
相
場
を
違
下
直
ニ
買
取
候
様
奉
存
候
ニ
付
、
壱
枚
ニ

付
弐
厘
之
御
運
上
外
ニ
三
厘
之
懸
り
銀
〆
五
厘
之
掛
り
銀
差
出
、
勝
手
次
第
西
浜
・
笠
岡
へ
売
払
度
申
断
候
へ
ハ
、
彼
是
与
手
強

ヲ
申
引
延
シ
通
ら
せ
呉
不
申
、
尚
又
村
方
中
買
之
も
の
共
寄
セ
表
前
同
様
直
段
疑
念
之
節
、
五
厘
之
御
運
上
ニ
而
外
方
へ
売
払
出

来
候
様
申
談
候
へ
ハ
、
承
知
不
仕
、
困ｃ

窮
之
百
姓
共
毎
日
壱
枚
弐
枚
之
表
出
来
上
次
第
中
買
へ
売
払
、
米
麦
ニ
替
、
当
日
を
暮
候

者
共
、
直
段
下
直
ニ
押
へ
ら
れ
候
而
ハ
、
別
而
難
渋
仕
候
間
、
都
而
直
段
疑
念
之
節
ハ
、
五
厘
之
掛
り
銀
差
出
、
速
ニ
湊
へ
差
出

さ
れ
候
様
売
場
詰
之
者
へ
被
仰
附
被
為
下
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、
右
御
聞
済
被
為
下
候
ハ
丶
、
百
姓
共
一
同
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、

依
之
乍
恐
書
附
を
以
御
歎
願
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
月
郡
西
方
村

　
　
　
　
　
文
久
三
年
亥
十
二
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
小
前
惣
代

　
良
平
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
五
三
郎
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄

　
　
　
惣
源
太
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋

　
　
　
領
右
衛
門
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
後
見

　
　
廉
吉
（
印
）

　
　
　
江
原
御
役
所

　
史
料
７
は
、
後
月
郡
西
方
村
（
木
之
子
組
）
の
小
前
惣
代
た
ち
が
江
原
役
所
へ
提
出
し
た
畳
表
の
集
荷
に
関
わ
る
願
書
で
あ
る
。
内
容

は
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
西
方
村
は
小
前
百
姓
を
中
心
に
畳
表
織
が
盛
ん
な
村
で
あ
っ
た
が
、
文
久
三
年
夏
、
小
平
井
村
（
中
組
・

小
田
組
）
に
設
置
さ
れ
た
畳
表
寄
場
（
表
1（
・
ｂ
）
へ
池
田
丹
次
郎
ら
が
「
出
店
」
を
設
置
し
、
西
方
村
で
生
産
さ
れ
る
畳
表
を
購
入
し
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始
め
た
（
ａ
）。
し
か
し
、や
が
て
相
場
よ
り
も
安
価
で
畳
表
を
買
い
上
げ
る
た
め
、一
枚
あ
た
り
五
厘
の
「
掛
り
銀
」
を
支
払
っ
て
で
も
、

相
場
が
優
位
な
西
浜
（
笠
岡
近
く
の
積
出
港
）・
笠
岡
で
販
売
し
よ
う
と
し
た
ら
、「
彼
是
与
手
強
ヲ
申
引
延
シ
」
道
を
と
通
ら
せ
な
か
っ

た
（
ｂ
）。
西
方
村
の
百
姓
は
毎
日
畳
表
を
一
、二
枚
を
織
り
上
げ
て
次
第
、
仲
買
に
売
却
し
て
、
日
々
の
米
麦
を
得
て
い
る
状
況
で
あ
っ

た
（
ｃ
）。
そ
こ
で
以
後
は
五
厘
の
「
掛
り
銀
」
を
支
払
っ
て
、
畳
表
の
売
却
先
は
自
由
に
す
る
よ
う
江
原
役
所
へ
訴
え
て
い
る
。

　
こ
の
一
件
で
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、殖
産
政
策
に
お
け
る
専
売
制
的
な
流
通
統
制
が
小
前
層
の
反
感
を
招
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

豪
農
・
村
役
人
層
、
あ
る
い
は
仲
買
商
人
を
通
じ
て
流
通
部
門
の
組
織
化
が
な
さ
れ
た
が
、
他
領
の
紙
幣
問
題
と
い
う
領
域
的
な
問
題
が

解
決
し
た
な
か
で
、
小
前
層
と
豪
農
層
の
利
害
対
立
と
い
う
本
来
的
な
社
会
矛
盾
が
顕
在
化
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
豪
農
層
・
村
役

人
層
も
、
村
落
の
小
農
た
ち
も
、
一
面
で
は
と
も
に
自
ら
の
利
益
を
追
求
す
る
経
営
体
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
畳
表
寄
場
の
問
題
が
一
橋
領
内
の
地
域
間
の
利
害
対
立
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
西
方
村
の

村
役
三
役
が
差
出
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
畳
表
の
出
荷
先
の
自
由
化
は
村
落
内
に
お
い
て
合
意
形
成
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
畳
表
寄
場
を
運
営
し
た
池
田
丹
治
郎
は
小
田
郡
浜
手
組
、
孫
右
衛
門
は
小
田
郡
中
組
で
あ
る
の
対
し
、
西
方
村
は
後

月
郡
木
之
子
組
に
属
す
る
。
自
村
の
産
物
を
不
利
益
な
形
で
出
荷
す
る
こ
と
は
、
西
方
村
に
と
っ
て
は
肯
首
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
そ
れ
が
畳
表
寄
場
へ
の
出
荷
拒
否
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
西
方
村
の
よ
う
な
一
村
落
に
お
い
て
も
生
産
と
流
通

の
自
己
組
織
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
し
て
地
域
の
富
の
増
加
を
追
求
す
る
動
機
付
け
を
持
っ
た
小
農
や
村
役
人
層
・
豪
農
層
た
ち
が

広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
社
会
的
な
背
景
に
、
こ
う
し
た
地
域
社
会
レ
ベ
ル
の
殖
産
と
富

を
め
ぐ
る
多
様
な
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
利
害
対
立
の
関
係
性
は
、
豪
農
・
村
役
人
層
の
内
部
に
お
い
て
も
顕
在
化
し
て
い
く
。
明
治
期
に
な
る
と
産
物
会
所

へ
の
「
勤
番
」
を
拒
否
す
る
村
役
人
も
現
れ
た
。
明
治
四
年
四
月
、
小
田
郡
稲
木
村
妹
尾
大
造
二
名
が
倉
敷
県
御
庁
に
提
出
し
た
歎
願
書

に
よ
る
と（

11
（

、「
旧
産
物
会
所
」
は
こ
こ
数
年
来
、
勘
定
が
入
り
込
ん
で
お
り
、
会
所
の
取
締
人
で
あ
っ
た
山
成
直
蔵
な
ど
に
よ
っ
て
も
容
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易
に
は
把
握
出
来
な
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
年
貢
収
納
期
に
お
け
る
産
物
会
所
札
の
引
替
集
中
時
に
は
、
引
替
金
を
準
備
・
立
て
替
え
を

す
る
「
三
拾
人
御
用
」
の
負
担
も
大
き
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
会
所
へ
の
「
勤
番
」
も
断
り
た
い
旨
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
年
五
月
の
新

貨
条
例
の
発
布
直
前
の
段
階
で
、
産
物
会
所
札
の
通
用
が
危
ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
、「
勤
番
」
を
拒
否
す
る
理
由
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
は
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
富
の
利
害
を
め
ぐ
っ
て「
不
和
」を
生
み
出
し
た
が
、こ
う
し
た「
不

和
」
を
調
整
す
る
機
能
も
、
逆
説
的
だ
が
、
史
料
６
の
「
廻
章
」
で
み
た
よ
う
に
豪
農
・
村
役
人
層
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
果
た
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
地
域
社
会
に
お
け
る
生
産
・
流
通
の
組
織
化
に
果
た
す
こ
れ
ら
経
営
体
の
役
割
は
強
く
、
制
度
的
に
も
経
済
的
に
も
地

域
に
お
け
る
利
害
調
整
と
社
会
統
合
の
核
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
、
幕
末
期
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
殖
産
政
策
を
再
構
成
し
て
き
た
。
こ
の
殖
産
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
利
害
対
立
を
生
み
出
す
要
素
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
殖
産
政
策
に
よ
っ
て
一
橋
領
内
の
経
済
・
貨
幣
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
が
大
き
く

変
貌
し
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
会
所
札
の
流
通
自
体
も
、
産
物
会
所
の
借
財
な
ど
が
嵩
ん
だ
で
は
い
た
も
の
の
、
明
治
二
年
段
階
に
お

い
て
、
備
中
詰
め
の
代
官
田
口
泉
吉
が
「
尤
融
通
者
殊
之
外
宜
敷
引
替
等
之
差
支
も
無
之
」
と
報
告
す
る
よ
う
に
安
定
的
な
状
況
を
維
持

し
て
い
た（

11
（

。
発
行
規
模
も
産
物
会
所
の
運
営
者
た
ち
に
と
っ
て
想
定
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
、
領
民
た
ち
を
苦
し
め
、
一
橋
領

内
の
疲
弊
を
生
み
出
し
た
他
領
銀
札
の
弊
害
は
、
豪
農
・
村
役
人
層
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
す
る
殖
産
施
設
と
彼
ら
を
核
と
し
た
村
落
内

部
の
組
織
化
を
通
じ
て
解
決
へ
と
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
四
　
小
田
県
管
下
の
地
域
金
融
の
再
編
と
旧
産
物
会
所

　
前
節
ま
で
に
安
政
期
以
降
に
本
格
化
す
る
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
実
態
を
再
構
成
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
産
物
会
所
を
中
核
に
し
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て
、
一
橋
領
内
の
流
通
・
金
融
機
能
が
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
殖
産
機
関
で
は
村
役
人
層
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
近
代
移
行
期
に
こ
う
し
た
人
的
・
物
的
資
産
が
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
て
い
く
か
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
備
中
一
橋
領
の
旧
産
物
会
所
の
動
向
を
中
心
に
追
い
な
が
ら
、
近
代
移
行
期
の
近
世
的
殖
産
政
策
の
再
編
の
あ
り
方

を
簡
単
に
素
描
し
て
お
き
た
い
。

　
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、
一
橋
領
を
含
む
備
中
国
は
、
備
後
国
と
と
も
に
深
津
県
へ
と
編
入
さ
れ
た
。

翌
五
年
、
深
津
県
は
小
田
県
へ
と
改
称
し
、
以
後
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
岡
山
県
に
統
合
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
地
域
の
行
政
地
域

機
能
を
担
う
。
在
来
の
金
融
組
織
と
豪
農
商
は
小
田
県
殖
産
商
社
に
編
成
替
え
さ
れ
て
い
く（

1（
（

 

。
藩
札
の
価
値
維
持
と
両
替
の
た
め
に
設

立
さ
れ
た
旧
福
山
藩
の
両
替
報
国
社
は
解
体
の
上
、
商
社
へ
と
合
流
し 

（
11
（

、
備
後
府
中
の
延
藤
家
、
備
中
倉
敷
の
大
橋
家
と
い
っ
た
各
地

の
主
要
な
商
人
地
主
層
も
小
田
県
殖
産
商
社
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　
小
田
県
殖
産
商
社
は
、
県
令
矢
野
光
儀
が
主
導
し
、
官
民
協
力
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
会
社
組
織
で
あ
る
。
明
治
六
年
一
月
の
「
殖
産

商
社
起
業
願
」
に
よ
る
と
、
会
社
は
貸
附
・
商
業
・
殖
産
の
三
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
、
県
下
の
物
産
販
売
・
鉱
山
開
発
を
始
め
、
金
融
・

為
替
業
務
の
ほ
か
、
河
川
・
道
路
の
修
繕
と
い
っ
た
社
会
的
共
通
資
本
の
整
備
も
会
社
の
設
立
目
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
当
初
、
県
下
に

元
社
・
分
社
四
ヶ
所
、
出
張
貸
付
所
二
五
ヶ
所
を
置
き
、
資
本
金
六
五
万
円
、
株
主
二
〇
〇
〇
人
余
か
ら
な
る
大
会
社
が
構
想
さ
れ
た
が
、

大
蔵
省
か
ら
業
務
内
容
を
多
さ
と
組
織
が
大
規
模
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
一
株
一
〇
〇
円
を
三
〇
円
に
改
正
し
、
分
社
に
も
独
立
性

を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
会
社
組
織
も
各
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
組
織
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
旧
一
橋
領
に
は
江
原
に
分
局
が
置
か
れ
、
明
治
七
年
か
ら
小
田
県
が
岡
山
県
に
合
併
さ
れ
る
明
治
九
年
ま
で
営
業
を
行
っ
た
。
明
治
八

年
段
階
で
出
資
人
は
五
五
名
、
株
数
は
三
七
四
株
（
一
株
三
〇
円
）
で
あ
る
。
表
1（
は
、
小
田
県
商
社
解
散
後
の
明
治
十
六
年
に
分
局
の

残
務
整
理
を
行
っ
た
社
員
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
七
名
で
江
原
分
局
の
全
体
株
数
の
七
割
弱
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
営
業
当
時

の
主
要
な
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
残
務
社
員
九
名
中
、
七
名
が
旧
一
橋
領
で
、
二
名
が
旧
井
原
領
で
あ
っ
た
。
旧
一
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橋
領
を
中
心
に
、
井
原
な
ど
の
周
辺
地
域
を
含
め
た
形
で
明
治
期
の
殖
産
施
設
が
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
簗
瀬
村
山

成
理
一
と
梶
江
村
渡
辺
顕
造
は
産
物
会
所
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
た
（
表
1（
）。
近
代
移
行
期
に
お
い
て
も
、
近
世
期
の
殖
産
政
策
で

生
み
出
さ
れ
た
組
織
力
が
活
か
さ
れ
て
い
た
。

　
表
1（
は
、
江
原
分
局
の
経
営
状
況
を
窺
う
た
め
、
分
局
の
営
業
が
始
ま
っ
た
明
治
七
年
八
月
か
ら
同
八
年
三
月
の
収
支
状
況
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
資
本
金
に
関
す
る
費
目
（
①
・
②
）
と
、
利
益
に
関
す
る
費
目
（
③
・
④
）
が
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
差
引
が
な
さ
れ
て
い
る
。
行
論
上
、
こ
こ
で
注
目
し
た
の
が
、
第
一
に
江
原
分
局
の
経
営
規
模
が
一
万
二
〇
〇
〇
円
ほ
ど
と
、
旧
一
橋

費目 金額（円） 備考
入社集金 （,（2（.（0 総計 1 万 1220 円の約 （ 割
預り金 （,（00.00 
元社借用 1,（00.00 
利益金 （2（.（（ 
小計① 12,（（2.（（ 
不動産貸付 （,2（（.00 
動産貸付 2,（（（.（（ 
元社納入金 1,（00.00 
借用金利子 10（.00 
給与 （（.（0 
分局家屋購入代 （（0.00 
建具小道具類等 2（（.1（ 旧産物会所道具など
繰綿 20 本買入代 1（（.11 
小計② 12,（02.（2 （元史料は （（ 銭 （ 厘 2 毛）
① - ② （（0.（（ 明治 （ 年 （ 月有合金
動産貸付利子 12（.（0 
不動産貸付利子 21（.11 
元社納入金利足 （（.（0 1,（00 円分
金札引替手数料 0.0（ 
下肥売払代益金 0.12 
商会場益金 （.（（ 
小計（利益）③ （2（.（（ 
会所運営費 （（（.（（ 白米代・給与など
借用金利子 10（.00 
小計（支出）④ （（（.（（ 
不足（③ - ④） -1（.（（ 

表 1（　殖産商業会社江原分局の経営状況
（明治 （ 年 （ 月～同 （ 年 （ 月）

典拠：山成聡家文書・近代（I-（（）「毎歳勘定帳」明治 （ 年 2 月。

No. 出資者 株数 額面（円） 備考
1 簗瀬村 山成理一 （（ 1,0（0 旧一橋領庄屋
2 梶江村 渡辺顕造 （（ 1,0（0 旧一橋領庄屋
（ 簗瀬村 山成要太郎 （（ 1,0（0 旧一橋領
（ 梶江村 渡辺元吉 （（ 1,0（0 旧一橋領
（ 与井村 外山文三郎 （（ 1,0（0 旧一橋領
（ 井原村 渡辺徳一郎 2（ （（0 旧池田氏領
（ 西江原村 山成五平 20 （00 旧一橋領
（ 木之子村 笠原保太郎 20 （00 旧一橋領
（ 井原村 瀧本丈太郎 1（ （20 旧池田氏領

合計 2（（ （,（20 （1 株 （0 円）

表 1（　小田県殖産商社・江原分局の出資者（残務社員分）

典拠：『井原市史 V』121-122 頁より作成。
　注：いずれも明治 （ 年 （ 月入社～同 （ 年 （ 月解散。
　　　貸付金引揚により出資金を返済（明治 11 年 （ 月皆済）。
　　　株数・額面は「資本額之元額（＝出資金高）」。

て
、
一
橋
領
内
の
流
通
・
金
融
機
能
が
組
織
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
殖
産
機
関
で
は
村
役
人
層
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
し
た
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
近
代
移
行
期
に
こ
う
し
た
人
的
・
物
的
資
産
が
ど
の
よ
う
に
再
編
さ
れ
て
い
く
か
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
備
中
一
橋
領
の
旧
産
物
会
所
の
動
向
を
中
心
に
追
い
な
が
ら
、
近
代
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行
期
の
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世
的
殖
産
政
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の
再
編
の
あ
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方

を
簡
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た
い
。

　
明
治
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年
（
一
八
七
一
）
七
月
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、
一
橋
領
を
含
む
備
中
国
は
、
備
後
国
と
と
も
に
深
津
県
へ
と
編
入
さ
れ
た
。

翌
五
年
、
深
津
県
は
小
田
県
へ
と
改
称
し
、
以
後
、
明
治
八
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（
一
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五
）
に
岡
山
県
に
統
合
さ
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る
ま
で
、
こ
の
地
域
の
行
政
地
域

機
能
を
担
う
。
在
来
の
金
融
組
織
と
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商
は
小
田
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さ
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さ
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、
備
後
府
中
の
延
藤
家
、
備
中
倉
敷
の
大
橋
家
と
い
っ
た
各
地

の
主
要
な
商
人
地
主
層
も
小
田
県
殖
産
商
社
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　
小
田
県
殖
産
商
社
は
、
県
令
矢
野
光
儀
が
主
導
し
、
官
民
協
力
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
会
社
組
織
で
あ
る
。
明
治
六
年
一
月
の
「
殖
産

商
社
起
業
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」
に
よ
る
と
、
会
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は
貸
附
・
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業
・
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の
三
部
門
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ら
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成
さ
れ
、
県
下
の
物
産
販
売
・
鉱
山
開
発
を
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め
、
金
融
・

為
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業
務
の
ほ
か
、
河
川
・
道
路
の
修
繕
と
い
っ
た
社
会
的
共
通
資
本
の
整
備
も
会
社
の
設
立
目
的
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
当
初
、
県
下
に

元
社
・
分
社
四
ヶ
所
、
出
張
貸
付
所
二
五
ヶ
所
を
置
き
、
資
本
金
六
五
万
円
、
株
主
二
〇
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〇
人
余
か
ら
な
る
大
会
社
が
構
想
さ
れ
た
が
、

大
蔵
省
か
ら
業
務
内
容
を
多
さ
と
組
織
が
大
規
模
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
一
株
一
〇
〇
円
を
三
〇
円
に
改
正
し
、
分
社
に
も
独
立
性

を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
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た
。
会
社
組
織
も
各
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
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ク
型
の
組
織
と
な
っ
て
い
っ
た
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旧
一
橋
領
に
は
江
原
に
分
局
が
置
か
れ
、
明
治
七
年
か
ら
小
田
県
が
岡
山
県
に
合
併
さ
れ
る
明
治
九
年
ま
で
営
業
を
行
っ
た
。
明
治
八

年
段
階
で
出
資
人
は
五
五
名
、
株
数
は
三
七
四
株
（
一
株
三
〇
円
）
で
あ
る
。
表
1（
は
、
小
田
県
商
社
解
散
後
の
明
治
十
六
年
に
分
局
の

残
務
整
理
を
行
っ
た
社
員
の
一
覧
で
あ
る
。
こ
れ
ら
七
名
で
江
原
分
局
の
全
体
株
数
の
七
割
弱
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
営
業
当
時

の
主
要
な
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
残
務
社
員
九
名
中
、
七
名
が
旧
一
橋
領
で
、
二
名
が
旧
井
原
領
で
あ
っ
た
。
旧
一
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領
の
産
物
会
所
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
経
営
内
容
に
つ
い
て
は
、
不
動
産
貸
付
・
動
産
貸
付
が
そ
れ
ぞ
れ
七
二
四
九
円
、

二
五
八
八
円
と
あ
り
、
江
原
分
局
が
旧
産
物
会
所
と
同
様
に
貸
付
を
主
と
し
た
業
務
内
容
を
と
っ
て
い
た
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

具
体
的
な
経
営
内
容
は
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
産
物
会
所
と
江
原
分
局
の
間
で
は
組
織
の
規
模
や
地
域
金
融
の
機
能
に
共
通

と
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
は
、
安
政
期
に
成
立
し
た
産
物
会
所
が
、
小
田
県
下
の
殖
産
商
社
の
分
局
と
し
て
、
人
的
・
物
的
に
も
明
治
期
の
殖

産
事
業
の
な
か
に
再
編
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
明
治
前
期
の
殖
産
政
策
は
、
こ
う
し
た
近
世
期
に
構
築
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
人
的
・
社
会
的
を
動
員
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
を
対
象
に
し
て
、
そ
の
生
成
か
ら
展
開
過
程
を
分
析
し
て
き
た
。
冒
頭
に
提
示
し
た
具
体
的
な

分
析
課
題
に
即
し
て
、
こ
こ
ま
で
の
議
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
を
始
動
さ
せ
る
主
要
因
に
つ
い
て
は
、
一
橋
家
の
財
政
的
な
要
因
は
乏
し
く
、
備
中
地
域
に
お

け
る
紙
幣
問
題
へ
の
対
策
と
い
う
地
域
的
な
要
因
が
最
も
規
定
的
で
あ
っ
た
と
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
結
論
は
備
中
一
橋
領
の
紙

幣
問
題
と
殖
産
政
策
を
最
初
に
取
り
上
げ
た
大
山
敷
太
郎
の
見
方
を
支
持
す
る
も
の
だ
が
、こ
こ
で
は
年
貢
銀
の
大
坂
へ
の
現
送
過
程
や
、

「
御
救
仕
法
」
を
め
ぐ
る
領
民
の
訴
願
運
動
、
お
よ
び
備
中
域
内
に
お
け
る
様
々
な
殖
産
政
策
の
動
き
な
ど
を
示
し
、
大
山
敷
太
郎
の
見

解
を
補
強
し
た
。

　
第
二
に
、
殖
産
政
策
実
施
後
の
地
域
経
済
の
再
編
成
に
関
し
て
は
、
領
内
の
域
内
生
産
量
と
会
所
札
の
発
行
量
、
お
よ
び
そ
の
還
流
速
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度
を
具
体
的
に
示
し
、
あ
わ
せ
て
幕
末
期
の
一
橋
領
で
は
民
間
部
門
の
経
済
に
占
め
る
割
合
が
年
貢
銀
な
ど
の
公
金
部
門
に
対
し
て
、
お

よ
そ
一
対
一
〇
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
数
量
的
に
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
殖
産
政
策
が
始
動
す
る
前
の
私
領
銀
札
の
弊
害
が
、
金
肥
な

ど
の
民
間
部
門
の
経
済
活
動
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
が
一
橋
領
内
で
殖
産
政
策
を
実
現
さ
せ
る
駆
動
力
に
な
っ
た

蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
た
。

　
第
三
に
、
近
代
移
行
期
の
殖
産
政
策
の
再
編
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
小
田
県
殖
産
商
社
の
江
原
分
局
を
取
り
上
げ
、
旧
一
橋
領
に

お
け
る
産
物
会
所
と
の
間
で
組
織
構
成
や
運
営
方
式
に
連
続
性
が
見
ら
れ
、
明
治
期
の
殖
産
政
策
に
お
い
て
近
世
期
に
培
わ
れ
た
人
的
・

物
的
資
源
が
動
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
最
後
に
こ
う
し
た
分
析
結
果
も
踏
ま
え
て
、
新
た
な
課
題
を
展
望
し
て
お
き
た
い
。

　
一
つ
は
、
殖
産
政
策
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
農
村
内
部
の
組
織
化
の
問
題
で
あ
る
。
本
稿
で
は
行
論
の
関
係
上
、
村
落
内

部
の
動
向
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
に
お
い
て
は
、
各
組
・
各
村
落
の
内
部

に
お
い
て
も
住
民
間
の
組
織
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
史
料
７
で
見
た
畳
表
寄
場
の
強
引
な
集
荷
体
制
へ
の
批
判
は
、
一

橋
領
内
に
お
い
て
、
個
別
の
村
落
レ
ベ
ル
で
生
産
・
流
通
の
組
織
化
の
あ
り
方
に
多
様
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
こ
う
し
た
問
題

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
実
施
過
程
を
村
落
・
領
民
レ
ベ
ル
か
ら
改
め
て
実
証
的
に
捉
え
直
す
作
業
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
近
世
日
本
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
を
持
つ
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
さ
ら
に
深
い
意
味
を
明
ら
か
に
す

る
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
る
。
幕
末
期
の
備
中
幕
領
で
は
、
一
橋
領
同
様
に
紙
幣
の
問
題
に

苦
し
め
ら
れ
た
が
、
一
橋
領
の
よ
う
に
殖
産
政
策
に
よ
っ
て
領
域
単
位
で
一
つ
の
経
済
圏
・
経
済
循
環
を
構
築
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
種
差
が
ど
の
よ
う
要
因
に
よ
っ
て
現
れ
る
の
か
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
播
州
な
ど
の
他
の
一
橋
領
の
殖
産

政
策
と
の
比
較
も
一
橋
本
家
の
財
政
運
営
の
性
格
変
化
を
め
ぐ
る
議
論
の
有
効
性
を
捉
え
る
上
で
、今
後
実
証
的
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
戦
後
日
本
の
経
済
発
展
は
、
近
世
以
来
の
日
本
社
会
に
お
け
る
共
同
体
や
地
域
社
会
が
持
つ
機
能
の
重
要
性
を
呼
び
起
こ

す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
開
発
経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
、
韓
国
の
セ
マ
ウ
ル
（
新
し
い
農
村
）
運
動
や
中
国
の
人
民
公
社
が
、
血
族

関
係
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
性
が
強
い
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
い
て
、
結
果
的
に
地
域
空
間
を
土
台
と
し
た
住
民
の
共
同
性
を
生
み
出
す
契
機

に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
近
世
日
本
の
地
域
社
会
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い（

11
（

。
マ
ル
ク
ス
が
予
想
し
た
よ
う
に
、

市
場
・
貨
幣
シ
ス
テ
ム
は
確
か
に
多
く
の
共
同
体
を
解
体
へ
と
導
い
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
歴
史
上
の
多
く
の
経
済
・
市
場
シ

ス
テ
ム
は
、
共
同
体
と
地
域
社
会
に
よ
る
補
完
的
な
機
能
に
よ
っ
て
始
め
て
有
効
に
作
動
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

り
、
加
速
度
的
に
進
む
計
算
機
科
学
と
情
報
技
術
の
進
化
は
、
地
域
社
会
の
共
同
性
が
担
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

が
代
替
し
て
い
く
様
相
を
見
せ
始
め
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
日
本
の
近
世
的
殖
産
政
策
が
い
か
な
る
条
件
と
要
因
に
よ
っ
て
成
立
し
た

の
か
を
問
う
作
業
は
、
共
同
体
と
地
域
社
会
の
歴
史
的
意
義
と
可
能
性
を
考
え
る
上
で
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
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（
1
）	

藩
札
の
機
能
と
学
説
的
な
整
理
は
、
鹿
野
嘉
昭
『
藩
札
の
経
済
学
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
一
年
、
四
九
頁
、
な
ど
参
照
。

（
2
）	

平
川
新
『
全
集　

日
本
の
歴
史　

第
12
巻　

開
国
へ
の
道
』
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
。

（
3
）	

谷
山
正
道
『
近
世
民
衆
運
動
の
展
開
』
高
科
書
店
、
一
九
九
四
年
、
藪
田
貫
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
研
究
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
、
な

ど
。

（
4
）	

例
え
ば
、
北
原
淳
『
共
同
体
の
思
想　
　

―
村
落
開
発
理
論
の
比
較
社
会
学
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
六
年
、
重
富
真
一
『
タ
イ
農
村

の
開
発
と
住
民
組
織
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
な
ど
。

（
5
）	

こ
う
し
た
日
本
近
世
社
会
の
在
地
金
融
の
低
廉
な
利
子
率
が
示
唆
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
「
西
海
捕
鯨
業
に
お
け
る
地
域
と

金
融　

―
幕
末
期
壱
岐
・
鯨
組
小
納
屋
の
会
計
分
析
を
中
心
に
―
」『
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物
館
研
究
報
告
』
第
八
号
、
二
〇
一
〇

年
、
九
八
頁
で
指
摘
し
た
。
同
稿
は
、
前
近
代
に
お
け
る
大
規
模
生
産
組
織
の
組
織
化
と
近
世
日
本
の
地
域
社
会
の
特
性
と
の
関
係
性
を
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追
求
し
た
も
の
で
も
あ
り
、
農
村
地
域
の
殖
産
政
策
を
扱
う
本
稿
と
は
共
通
の
問
題
意
識
が
あ
る
。
ま
た
、
村
落
共
同
体
が
契
約
の
履
行

を
始
め
と
す
る
市
場
統
治
に
寄
与
し
、
経
済
発
展
の
促
進
要
因
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
坂
根
嘉
弘
の
研
究
整
理
が
有
益
で
あ
る
（
坂

根
嘉
弘
『
日
本
伝
統
社
会
と
経
済
発
展
』
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
一
一
年
）。

（
6
）	
農
業
経
営
研
究
会
編
『
日
本
綿
作
要
説
』
蚕
業
新
報
社
、
一
九
一
九
年
、
六
八－

七
七
頁
。
高
橋
亀
吉
『
徳
川
封
建
経
済
の
研
究
』
東
洋

書
館
、
一
九
三
一
年
、
四
〇
四－

四
一
〇
頁
。

（
7
）	

大
山
敷
太
郎
「
紙
幣
の
濫
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
幕
末
財
政
金
融
史
論
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
九
年
、
二
九
五－

三
五
一

頁
、
初
出
一
九
三
六
年
。

（
8
）	

柴
田
一
・
渡
辺
壮
『
井
原
地
方
に
お
け
る
機
業
経
営
の
成
立
と
発
展
』
青
陵
高
等
学
校
社
会
科
ク
ラ
ブ
、
一
九
六
四
年
。

（
9
）	

井
原
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
井
原
市
史
』
Ⅰ
〜
Ⅵ
、
井
原
市
、
二
〇
〇
一
年
〜
二
〇
〇
五
年
、
同
『
井
原
市
芳
井
町
史　

通
史
編
』
井
原

市
、
二
〇
〇
八
年
、
同
『
井
原
市
芳
井
町
史　

史
料
編
』
井
原
市
、
二
〇
〇
七
年
。

（
10
）	

池
田
宏
樹
「
一
橋
徳
川
家
の
備
中
領
に
お
け
る
殖
産
政
策
」
川
名
登
編
『
二
〇
〇
一
年
度
共
同
研
究
報
告
書
―
中
国
地
方
に
お
け
る
海

附
・
川
附
村
落
の
経
済
的
・
文
化
的
研
究
―
』
千
葉
経
済
大
学
、
二
〇
〇
三
年
、
二
九－

四
四
頁
。

（
11
）	

柴
田
一
「
備
中
一
橋
領
江
原
代
官
友
山
勝
次
に
つ
い
て
」『
井
原
市
史
紀
要　

井
原
の
歴
史
』
第
四
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
二
頁
。

（
12
）	

拙
稿
「
安
政
四
年
の
紙
幣
目
録　

―
幕
末
期
備
中
一
橋
領
の
通
貨
事
情
―
」『
岡
山
地
方
史
研
究
』
一
一
六
、
二
〇
〇
九
年
、
一
四－

二
八
頁
。
同
「
幕
末
維
新
期
の
備
中
に
お
け
る
紙
幣
発
行
に
つ
い
て　

―
玉
島
請
札
と
大
内
再
興
札
を
中
心
に
―
」『
倉
敷
の
歴
史
』

第
二
一
号
、
二
〇
〇
一
年
、
二
七－

四
四
頁
。

（
13
）	

東
野
将
伸
「
近
世
後
期
の
一
橋
徳
川
家
に
お
け
る
財
政
運
営　

―
幕
府
・
所
領
と
の
関
係
を
中
心
に
―
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
五
九

号
、
二
〇
一
六
年
、
一
八
〇－

二
一
一
頁
、
同
「
幕
末
期
の
掛
屋
と
年
貢
銀
収
納　

―
備
中
一
橋
領
を
事
例
と
し
て
―
」『
歴
史
学
研

究
』
九
六
六
、
二
〇
一
八
年
、
一－

一
八
、
二
八
頁
。
ま
た
備
中
一
橋
領
を
直
接
的
な
対
象
と
し
た
論
考
と
し
て
、
同
「
豪
農
経
営
と
親

族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

―
備
中
国
後
月
郡
簗
瀬
村
本
山
成
家
を
題
材
に
―
」『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
四
九
号
、
二
〇
一
五
年
、
六
七－

九

九
頁
、
同
「
備
中
一
橋
領
に
お
け
る
年
貢
収
納
と
石
代
納
」『
日
本
歴
史
』
第
八
一
三
号
、
二
〇
一
六
年
、
四
〇－

五
七
頁
、
な
ど
。
東
野

「
幕
末
期
の
掛
屋
」
で
は
本
稿
の
元
に
な
っ
た
口
頭
報
告
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
年
貢
徴
収
に
関
わ
る
掛
屋
の
業
務
と
金
融
機
能
の
観
点
か

ら
、
こ
の
時
期
の
一
橋
領
の
社
会
・
経
済
変
動
を
捉
え
る
見
方
を
示
し
て
い
る
。
東
野
「
幕
末
期
の
掛
屋
」
は
本
稿
と
分
析
対
象
が
重
な
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る
点
も
あ
る
が
、
本
稿
は
幕
末
維
新
期
の
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開
を
、
地
域
的
な
貨
幣
・
経
済
構
造
と
近
世
日
本
が
地
域
社

会
が
持
つ
特
性
と
い
う
観
点
か
ら
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
課
題
意
識
を
始
め
、
分
析
結
果
も
大
き
く
異

な
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
東
野
「
幕
末
期
の
掛
屋
」
で
は
、
本
稿
の
元
報
告
で
用
い
た
史
料
・
図
表
が
典
拠
と
し
て
一
部
引
用
さ
れ
て

い
る
た
め
、
必
然
的
に
内
容
に
重
複
が
生
じ
る
が
、
上
記
の
通
り
、
ほ
ぼ
同
一
の
対
象
地
域
・
時
代
を
扱
っ
て
い
て
も
分
析
視
座
と
論
証

内
容
に
違
い
は
大
き
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
重
複
を
厭
わ
ず
、
元
報
告
で
用
い
た
史
料
・
図
表
を
再
掲
し
な
が
ら
改
め
て
議
論
を
展
開
し

て
い
る
。

（
14
）	

本
論
で
述
べ
る
よ
う
に
、
殖
産
政
策
を
生
成
す
る
直
接
的
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
貨
幣
問
題
に
つ
い
て
、
東
野
将
伸
「
幕
末
期
の
掛
屋
」

は
下
掛
屋
・
平
木
家
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
他
領
銀
札
の
引
替
問
題
は
、
下
掛
屋
に
限
定
し
て
論

じ
る
こ
と
で
、
殖
産
政
策
の
生
成
過
程
に
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
た
豪
農
・
村
役
人
層
の
動
き
に
は
あ
ま
り
注
意
が
払
わ
れ
な
い
。
そ

の
た
め
、
な
ぜ
彼
ら
が
殖
産
政
策
の
実
施
に
先
だ
っ
て
訴
願
運
動
を
行
っ
た
の
か
を
整
合
的
に
理
解
す
る
論
理
的
な
道
筋
を
閉
ざ
す
結
果

に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
銀
札
引
替
の
問
題
を
下
掛
屋
に
限
定
さ
せ
て
理
解
し
た
こ
と
、
お
よ
び
一
橋
領
の
経
済
構
造
を
年
貢
銀
収
納

と
掛
屋
に
限
定
し
て
論
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
15
）	

こ
れ
は
播
州
で
殖
産
政
策
を
行
っ
た
渋
澤
栄
一
が
残
し
た
言
説
の
影
響
が
大
き
い
。
産
物
会
所
札
の
発
行
な
ど
、
播
州
の
事
例
に
つ
い
て

は
、
石
川
道
子
「
一
橋
家
の
札
遣
い　

―
御
産
物
木
綿
預
り
手
形
の
発
行
と
流
通
―
」『
市
史
研
究
紀
要　

た
か
ら
づ
か
』
第
二
四
号
、

二
〇
〇
九
年
、
三
三－

六
五
頁
、
な
ど
。
後
掲
注
40
も
参
照
の
こ
と
。

（
16
）	

倉
敷
市
史
研
究
会
編
『
新
修
倉
敷
市
史　

第
五
巻　

近
代
（
上
）』
倉
敷
市
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
八－

二
一
三
頁
、・『
井
原
市
史
Ⅱ
』
一

三
一－

一
三
八
頁
。

（
17
）	

『
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
八
年
、
の
数
値
を
使
用
。
石
高
は
千
石
以
下
は
切
り
捨
て
て
表
記
。

（
18
）	

例
え
ば
、
天
保
期
（
一
八
三
〇－

四
四
）
以
降
の
備
中
地
域
に
お
け
る
紙
幣
流
通
の
不
安
定
化
に
対
し
て
は
、
倉
敷
代
官
所
が
利
害
調
整

機
能
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
定
兼
学
「
非
領
国
辺
境
小
藩
に
お
け
る
幕
末
期
領
主
財
政
に
つ
い
て　

―
美
作
勝
山
藩
・

備
中
国
新
見
藩
を
中
心
に
―
」
有
元
正
雄
先
生
退
官
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
近
世
近
代
の
社
会
と
民
衆
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
三

年
、
な
ど
）。
ま
た
、
当
該
期
の
貨
幣
に
関
す
る
紛
争
事
項
に
関
し
て
は
、
石
高
・
家
格
の
点
か
ら
、
備
中
松
山
藩
領
や
隣
国
岡
山
藩
領
が

諸
領
主
の
利
害
調
整
に
一
定
の
発
言
力
を
有
し
た
。
こ
れ
ら
貨
幣
に
関
す
る
紛
争
と
そ
の
利
害
調
整
の
実
態
は
、
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
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（
19
）	

一
橋
徳
川
家
の
所
領
分
布
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
岩
城
卓
二
「
幕
末
期
の
摂
津
国
一
橋
領　

―
一
橋
徳
川
慶
喜
の
京
都
で
の
活
動
を
支

え
た
所
領
―
」『
市
史
研
究
紀
要　

た
か
ら
づ
か
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
三
年
、
四
六－

四
七
頁
、
な
ど
、
東
野
将
伸
前
掲
稿
な
ど
。

（
20
）	
備
中
一
橋
領
の
江
原
陣
屋
と
江
原
代
官
に
つ
い
て
は
、『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
五
八
六－

五
九
三
頁
参
照
。

（
21
）	
一
橋
家
の
所
領
支
配
の
こ
う
し
た
特
徴
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
辻
達
也
「
一
橋
治
済
の
邸
制
改
革
」『
専
修
史
学
』
第
二
〇
号
、
一
九
八

八
年
、
五
一
頁
、
な
ど
参
照
。

（
22
）	

下
掛
屋
・
平
木
家
に
つ
い
て
は
、
東
野
将
伸
「
幕
末
期
の
掛
屋
」
参
照
。

（
23
）	

大
山
敷
太
郎
「
紙
幣
の
濫
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」、
拙
稿
「
安
政
四
年
の
紙
幣
目
録
」、
な
ど
参
照
。

（
24
）	

こ
の
一
八
三
〇
年
代
か
ら
維
新
期
の
一
八
六
〇
年
代
頃
ま
で
に
至
る
備
中
地
域
の
貨
幣
的
な
現
象
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
政
四
年
の
紙

幣
目
録
」、
同
「
幕
末
維
新
期
の
備
中
に
お
け
る
紙
幣
発
行
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
そ
の
概
要
を
粗
描
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
の
実

態
分
析
と
そ
の
歴
史
的
含
意
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
別
に
専
論
を
用
意
し
て
い
る
。

（
25
）	

史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
政
四
年
の
紙
幣
目
録
」
参
照
。

（
26
）	

「（
前
略
）
右
者
（
岡
田
銀
札
五
貫
五
八
一
匁
の
こ
と
―
引
用
者
註
）
窪
屋
郡
倉
敷
村
・
安
江
村
御
年
貢
二
納
銀
之
内
、
小
前
ゟ
村
役
人

江
納
込
候
ニ
付
、
両
替
方
精
々
心
配
仕
候
ヘ
共
、
下
方
ニ
而
者
何
分
急
速
両
替
難
相
成
、
最
早
御
日
限
ニ
至
リ
、
此
上
上
納
延
引
相
成
候

而
者
、
奉
恐
入
候
間
（
後
略
）」（
大
橋
紀
寛
家
文
書－

一－

Ａ－

七
「
御
用
書
類
留
」
嘉
永
二
年
、
十
二
月
）。

（
27
）	

拙
稿
「
安
政
四
年
の
紙
幣
目
録
」
二
七
頁
。

（
28
）	

一
橋
領
下
掛
屋
が
設
定
し
た
年
貢
納
入
時
の
紙
幣
相
場
に
つ
い
て
は
、『
笠
岡
市
史　

第
二
巻
』
三
九
〇－

三
九
四
頁
、
東
野
将
伸
「
幕
末

期
の
掛
屋
」
八－

一
〇
頁
。
な
お
、
東
野
「
幕
末
期
の
掛
屋
」
は
、「
小
前－

庄
屋
」
ル
ー
ト
で
年
貢
銀
と
し
て
集
め
ら
れ
た
銀
札
は
、
庄

屋
レ
ベ
ル
の
引
替
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
下
掛
屋
へ
と
納
入
さ
れ
、
下
掛
屋
が
他
領
札
場
に
お
い
て
銀
札
の
引
替
を
一
手
に
行
っ
た
と

し
て
い
る
が
（
七
頁
）、
こ
れ
は
後
述
す
る
史
料
3
の
文
言
を
厳
密
に
解
釈
し
た
も
の
で
、
実
際
は
時
期
を
限
定
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
本

文
で
述
べ
た
よ
う
に
庄
屋
レ
ベ
ル
の
引
替
も
存
在
す
る
も
の
と
し
て
修
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
な
け
れ
ば
、
庄
屋
・
郡

中
惣
代
を
勤
め
る
豪
農
・
村
役
人
層
が
、
な
ぜ
、
銀
札
対
策
を
め
ぐ
る
訴
願
運
動
の
主
体
と
な
っ
て
い
た
の
か
が
整
合
的
に
理
解
で
き
な

い
。
こ
の
意
味
で
、
幕
末
期
の
備
中
一
橋
領
の
社
会
・
経
済
変
動
を
捉
え
る
上
で
下
掛
屋
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
見
解
は
、

議
論
の
前
提
段
階
か
ら
修
正
を
要
す
る
と
い
え
る
。
注
14
も
参
照
の
こ
と
。
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（
29
）	

以
下
、
銀
札
に
よ
る
備
中
一
橋
領
の
弊
害
と
対
抗
策
に
つ
い
て
は
、
大
山
敷
太
郎
「
紙
幣
の
濫
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
参
照
。

（
30
）『
岡
山
県
後
月
郡
史
』
五
六
七－

五
六
八
頁
。
傍
線
な
ど
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
じ
。

（
31
）	
以
下
、
備
中
一
橋
領
の
徴
租
法
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、『
岡
山
県
後
月
郡
史
』
六
八
八－

六
九
三
頁
参
照
。
ま
た
、
下
掛
屋

平
木
家
の
年
貢
収
納
と
大
坂
・
江
戸
納
入
の
実
態
は
、
東
野
将
伸
「
幕
末
期
の
掛
屋
」
が
詳
し
い
。

（
32
）	

大
山
敷
太
郎
「
紙
幣
の
濫
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
二
九
八－

二
九
九
頁
。

（
33
）	

一
方
、
一
橋
家
で
は
不
作
・
凶
作
が
続
い
た
天
保
期
に
は
石
代
納
を
廃
し
て
、
現
物
の
年
貢
米
納
入
に
よ
る
江
戸
本
邸
へ
の
廻
米
量
増
加

を
図
っ
て
も
い
る
（
森
杉
夫
『
近
世
徴
租
法
と
農
民
生
活
』
柏
書
房
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
五
頁
）。

（
34
）	

『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
五
六
八－

五
六
九
頁
。

（
35
）	

『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
七
一
六－

七
一
七
頁
。

（
36
）	

『
岡
山
県
後
月
郡
誌
』
六
九
〇－

六
九
一
頁
。

（
37
）	

平
木
家
文
書
一－

一
五
「
御
用
留
」
嘉
永
元
年
十
月
二
十
六
日
日
よ
り
同
五
年
十
二
月
月
迄
。

（
38
）	

東
野
将
伸
「
幕
末
期
の
掛
屋
」
十
一
頁
。
後
述
す
る
年
貢
銀
差
立
の
具
体
例
も
、
同
稿
は
別
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

（
39
）	

平
木
家
文
書
一－

一
五
「
御
用
留
」。
文
中
の
加
筆
修
正
を
反
映
し
た
形
で
翻
刻
し
た
。

（
40
）	

一
橋
家
の
財
政
運
営
に
お
け
る
幕
府
・
所
領
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
東
野
将
伸
「
近
世
後
期
の
一
橋
徳
川
家
に
お
け
る
財
政
運
営
」
が

詳
し
い
。
東
野
は
、
嘉
永
・
安
政
期
に
一
橋
家
財
政
が
幕
府
へ
の
依
存
度
を
弱
め
、
所
領
と
の
関
係
性
を
強
め
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て

お
り
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
安
政
期
の
備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
へ
の
始
動
に
も
、
領
主
財
政
側
の
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
だ
が
、
対
象
と
な
っ
た
備
中
所
領
の
分
析
時
期
は
一
八
六
〇
年
代
が
中
心
で
あ
り
、
畿
内
近
国
の
殖
産
政
策
が
な
ぜ
備
中
よ
り

も
遅
れ
て
始
ま
っ
た
の
か
と
い
っ
た
関
連
す
る
基
本
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
は
論
証
が
欠
け
て
い
る
。
安
政
期
の
殖
産
政
策
の
始
動
に
お

い
て
一
橋
家
財
政
が
持
つ
規
定
性
は
、
東
野
自
身
が
同
稿
の
討
論
記
録
な
ど
で
示
す
よ
う
に
限
定
的
に
評
価
す
べ
き
だ
ろ
う
。
な
お
「
御

産
物
仕
法
」
や
紙
幣
発
行
な
ど
、
畿
内
近
国
の
一
橋
領
の
殖
産
政
策
は
慶
応
期
（
一
八
六
五－

六
八
）
に
始
動
し
て
い
る
（
石
川
道
子
「
一

橋
家
の
札
遣
い
」
三
三－

六
五
頁
、
な
ど
）。
渋
沢
栄
一
は
専
売
制
実
施
に
先
立
ち
備
中
内
を
巡
回
し
て
お
り
、
明
示
的
に
は
語
ら
れ
な
い

も
の
の
、
畿
内
近
国
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
モ
デ
ル
に
備
中
一
橋
領
が
な
っ
た
可
能
性
を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
41
）	

領
主
財
政
に
お
け
る
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
昭
弘
『
藩
財
政
再
考　

藩
財
政
・
領
外
銀
主
・
地
域
経
済
』
清
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文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
参
照
。

（
42
）	

渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
会
編
『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料　

第
一
巻
』
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
、
三
六
五
頁
な
ど
。
注

40
も
参
照
の
こ
と
。

（
43
）	
以
下
、
幕
末
期
の
備
中
一
橋
領
の
「
御
救
仕
法
」
の
概
要
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
訴
願
運
動
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
大
山
敷
太

郎
「
紙
幣
の
濫
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」、
拙
稿
「
安
政
四
年
の
紙
幣
目
録
」
に
よ
る
。

（
44
）	

『
岡
山
県
後
月
郡
誌
』
五
六
九
頁
。

（
45
）	

江
戸
越
訴
に
か
か
る
費
用
と
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
訴
願
運
動
の
背
景
に
、
地
域
社
会
の
人
々
の
間
で
何
ら
か
の
合
意
形
成

が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
村
落
・
地
域
社
会
レ
ベ
ル
に
お
け
る
銀
札
問
題
の
へ
の
対
応
実
態
は
、
史
料
的
な
制
約
も

あ
り
、
こ
こ
で
は
充
分
に
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
点
、
今
後
の
課
題
と
し
た
。

（
46
）	 『
岡
山
県
後
月
郡
誌
』
五
七
三－

五
七
六
頁
。
銀
目
の
換
算
は
、
こ
の
当
時
の
標
準
的
な
金
銀
相
場
一
両
六
八
匁
を
用
い
た
。

（
47
）	

こ
う
し
た
見
方
に
つ
い
て
は
、
大
山
敷
太
郎
「
紙
幣
の
濫
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
三
二
二
頁
、
も
参
照
。
ま
た
町
場
の
振
興
策
に

つ
い
て
は
、
安
政
四
年
十
月
付
け
の
町
場
の
普
請
絵
図
が
小
田
・
後
月
・
上
房
郡
の
郡
中
惣
代
連
名
で
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意

し
て
お
き
た
い
（『
井
原
市
史　

Ⅳ
』
付
録
絵
図
②
）。

（
48
）	

大
津
寄
家
文
書
・
長
持
分
近
世
一
二－
四
「
一
橋
殿
御
領
知
仕
法
向
之
儀
ニ
付
触
書
廻
文
写
」
安
政
四
年
十
月
。

（
49
）	

大
津
寄
家
に
つ
い
て
は
、『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
五
六
五－

五
六
六
頁
参
照
。

（
50
）	

井
原
市
所
蔵
大
津
寄
家
文
書
・
長
持
分
近
世
一
二－
五
「
一
橋
御
領
知
西
江
原
村
今
市
新
町
七
日
市
ニ
お
ゐ
て
産
物
其
外
新
規
仕
法
向
ニ

付
掛
合
状
其
外
書
類
□
」
安
政
四
年
八
月
。
本
史
料
は
、
こ
の
史
料
は
大
津
寄
家
で
収
集
さ
れ
た
一
橋
領
に
お
け
る
仕
法
関
連
の
触
書
・

廻
文
の
写
で
あ
る
。

（
51
）	

『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
七
九
二－

七
九
五
頁
。

（
52
）	

こ
う
し
た
所
領
間
の
密
接
な
関
係
性
は
、
安
政
初
年
以
降
の
標
準
的
な
金
相
場
の
伝
播
・
普
及
に
も
影
響
し
て
い
た
。
詳
細
は
、
拙
稿
「
安

政
四
年
の
紙
幣
目
録
」。

（
53
）	

本
文
で
見
た
よ
う
に
事
例
は
、
安
政
四
年
八
月
、
備
中
一
橋
領
の
郡
中
惣
代
六
名
が
井
原
村
庄
屋
甚
右
衛
門
に
対
し
て
、
西
江
原
村
新
町

な
ど
へ
の
町
場
設
立
に
つ
い
て
影
響
を
訪
ね
た
ケ
ー
ス
も
確
認
さ
れ
る
。
大
津
寄
家
文
書
・
長
持
分
近
世
一
二－

三
「
一
橋
領
御
領
知
よ
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近
世
的
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開

り
産
物
取
調
仕
法
向
之
儀
ニ
付
掛
合
書
状
写
」
安
政
四
年
十
月
。
こ
の
書
状
で
は
、
新
た
に
備
中
一
橋
領
で
整
備
す
る
町
場
へ
の
産
物
出

荷
や
商
人
の
出
店
な
ど
に
つ
い
て
も
井
原
領
に
対
し
て
提
案
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
備
中
一
橋
領
の
殖

産
政
策
の
淵
源
の
一
つ
を
、
一
橋
本
邸
の
財
政
運
営
に
求
め
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
大
山
敷
太
郎
「
紙
幣
の
濫
発
と
そ

れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
な
ど
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
橋
本
邸
は
会
所
札
発
行
に
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
江
戸
の
領
主

層
た
ち
の
主
観
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
備
中
の
殖
産
政
策
の
始
動
に
お
い
て
一
橋
本
邸
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
は
想
定
し

得
な
い
。

（
54
）	

備
中
一
橋
領
の
殖
産
政
策
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
山
敷
太
郎
「
紙
幣
濫
発
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
な
ど
に
詳
し
い
。

（
55
）	

『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
六
〇
八
頁
な
ど
。
問
屋
・
職
人
誘
致
に
つ
い
て
も
同
書
参
照
の
こ
と
。

（
56
）	

『
井
原
市
史　

Ⅲ
』
五
七
一－

五
七
六
頁
。

（
57
）	

『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
七
九
一
頁
。

（
58
）	

平
木
家
文
書
一
六－

九
一
八
「
隆
助
忰
栄
三
郎
仕
法
一
件
書
類
入
」。

（
59
）	

備
中
一
橋
領
に
お
け
る
殖
産
政
策
で
対
象
と
な
っ
た
産
物
と
そ
の
流
通
方
式
な
ど
つ
い
て
は
、『
井
原
市
芳
井
町
史　

通
史
編
』
三
八
六－

三
九
五
頁
（
の
ち
河
田
章
『
岡
山
の
社
会
経
済
史
研
究
』
吉
備
人
出
版
、
二
〇
一
四
年
再
収
）、
な
ど
参
照
。

（
59
）	

大
津
寄
家
文
書
・
長
持
分
一
二－

四
「
一
橋
殿
御
領
知
仕
法
ニ
付
触
書
廻
文
写
」。

（
60
）	

産
物
会
所
の
万
延
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
池
田
宏
樹
「
一
橋
徳
川
家
の
備
中
領
に
お
け
る
殖
産
政
策
」
三
八－

四
〇
頁
参
照
。

（
61
）	

当
該
期
の
一
橋
家
か
ら
備
中
所
領
へ
の
資
金
貸
付
に
つ
い
て
は
、
東
野
将
伸
「
近
世
後
期
の
一
橋
徳
川
家
に
お
け
る
財
政
運
営
」
一
九
八－

二
〇
一
頁
参
照
。

（
62
）	

『
渋
澤
栄
一
伝
記
資
料
』
第
一
集
、
三
七
〇－

七
三
一
頁
）。

（
63
）	

『
岡
山
県
後
月
郡
誌
』
五
三
二
頁
。

（
64
）	

『
井
原
市
史
Ⅰ
』
五
九
九－

六
〇
〇
頁
。

（
65
）	

井
原
市
所
蔵
小
寺
昌
良
家
文
書
・
近
世
一－

二
（
三
七
三
）「
御
用
御
触
［　
　

］」
元
治
二
年
正
月
。

（
66
）	

一
橋
徳
川
家
文
書
Ｃ
六－

四
「
御
改
正
御
取
締
御
廻
村
御
用
留
」
明
治
二
年
七
月
。

（
67
）	

殖
産
政
策
と
年
貢
銀
の
現
送
と
の
関
係
性
は
な
お
不
明
な
点
が
多
い
が
、
文
久
四
年
の
「
一
橋
様
御
年
貢
銀
并
御
用
金
送
り
状
」
に
よ
る
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近
世
的
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開

と
、
備
中
所
領
か
ら
一
橋
家
に
送
ら
れ
る
年
貢
銀
・
御
用
金
約
九
〇
〇
〇
両
の
う
ち
、
五
五
〇
〇
両
が
笠
岡
に
お
け
る
領
内
産
物
の
販
売

代
金
が
充
当
さ
れ
て
お
り
、
領
内
産
物
の
代
金
が
公
金
と
し
て
納
入
さ
れ
る
仕
組
み
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
平
木
家
文
書
・

近
世
三－

一
九
九
）。
な
お
、
時
代
状
況
を
反
映
し
て
、
こ
の
時
の
納
入
先
は
四
六
〇
〇
両
が
京
都
納
め
に
な
っ
て
い
る
。

（
68
）	
隣
接
す
る
岡
山
藩
に
お
い
て
も
、
近
世
後
期
に
古
札
と
新
札
の
二
種
類
の
藩
札
が
流
通
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
岡
山
藩
の
場
合
、
古
札
は
、

額
面
に
対
し
て
四
〇
％
と
し
て
減
価
し
て
取
引
に
使
用
さ
れ
た
。
近
世
後
期
の
岡
山
藩
札
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、
拙
稿
「
大
國
家

文
書
の
な
か
の
藩
札
」『
光
基
』
一
般
社
団
法
人
大
國
家
、
第
一
〇
号
、
二－

六
頁
参
照
。

（
69
）	

『
井
原
市
史　

Ⅲ
』
四
三
八
頁
。

（
70
）	

前
掲
書
参
照
。

（
71
）	

こ
う
し
た
生
産
高
と
域
内
貨
幣
の
供
給
量
の
対
応
関
係
が
、
近
世
日
本
の
各
地
域
で
ど
こ
ま
で
類
似
性
を
持
っ
て
い
た
か
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

（
72
）	

な
お
、
慶
応
期
に
は
一
橋
家
か
ら
備
中
所
領
の
社
会
資
本
整
備
に
関
連
し
て
二
・
六
万
両
余
が
年
利
八
％
ほ
ど
で
貸
与
さ
れ
て
い
る
（
東

野
将
伸
「
近
世
後
期
の
一
橋
徳
川
家
に
お
け
る
財
政
運
営
」
一
九
九
頁
）。
こ
う
し
た
公
的
貸
付
が
備
中
一
橋
領
の
地
域
経
済
に
持
つ
意
味

に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。

（
73
）	

「
備
中
国
御
領
知
村
々
御
救
御
仕
法
之
儀
ニ
付
御
問
合
書
」
森
田
敬
太
郎
編
『
吉
備
群
書
集
成　

第
五
輯
』
吉
備
群
書
集
成
刊
行
会
、
一
九

三
一
年
、
二
七
四－

二
七
五
頁
。
な
お
、
友
山
活
次
は
小
農
経
営
の
年
貢
銀
の
占
め
る
割
合
を
領
内
経
済
全
体
に
適
応
も
し
て
い
る
。

（
74
）	

訴
願
運
動
に
見
ら
れ
る
史
料
的
な
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
安
政
四
年
の
紙
幣
目
録
」
一
八
頁
、
な
ど
。
な
お
、
小
農
の
経
営
規

模
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
計
算
に
よ
っ
て
も
求
め
ら
れ
る
。
仮
に
領
内
の
生
産
量
を
一
五
万
両
と
置
く
と
、
領
内
の
世
帯
数
約
八
〇
〇

〇
戸
で
割
り
、
一
世
帯
あ
た
り
一
八
両
余
と
な
る
。
こ
の
十
分
の
一
を
年
貢
納
入
に
充
て
る
と
し
て
、
再
び
世
帯
数
で
か
け
る
と
一
・
五

万
両
と
な
る
。
こ
の
数
値
は
年
間
の
年
貢
銀
の
額
に
近
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
試
算
が
一
定
の
妥
当
性
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。
こ
う
し
た

点
か
ら
、
幕
末
期
の
備
中
一
橋
領
の
平
均
的
な
小
農
の
家
計
規
模
は
一
〇
両
〜
二
〇
両
程
度
と
見
積
も
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
75
）	

『
井
原
市
史
』
ほ
か
。

（
76
）	

山
成
家
に
つ
い
て
は
、『
井
原
市
芳
井
町
史　

通
史
編
』
三
八
六
頁
（
の
ち
河
田
章
『
岡
山
の
社
会
経
済
史
研
究
』
再
収
）、
東
野
将
伸
「
豪

農
経
営
と
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
参
照
。
参
照
。
そ
れ
ま
で
備
中
一
橋
領
の
金
融
機
能
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
下
掛



─ 168 ─

近
世
的
殖
産
政
策
の
生
成
と
展
開

屋
平
木
家
は
、
嘉
永
期
以
降
に
経
営
悪
化
に
よ
っ
て
殖
産
政
策
の
運
営
な
ど
か
ら
は
退
く
こ
と
に
な
る
（『
井
原
市
史　

Ⅰ
』
五
九
九－

六

〇
〇
頁
参
照
）。

（
77
）	
小
寺
昌
良
家
文
書
・
近
世
一－

二
（
三
七
三
）「
御
用
御
触
［ 

 

］」
元
治
二
年
正
月
。

（
78
）	
小
寺
昌
良
家
文
書
・
近
世
一
二－

二
（
一
七
一
一
）「
乍
恐
以
書
附
御
歎
願
奉
申
上
候
」
文
久
三
年
一
二
月
。

（
79
）	

山
成
聰
家
文
書
・
近
代
一
一－

三
〇
「
乍
恐
以
書
附
奉
歎
願
候
（
旧
産
物
会
所
趣
法
向
に
つ
き
）」
明
治
四
年
四
月
（
個
人
蔵
）

（
80
）	

池
田
宏
樹
「
一
橋
徳
川
家
の
備
中
領
に
お
け
る
殖
産
政
策
」
四
二
頁
。
一
橋
徳
川
家
文
書
Ｃ
六－

一
「
摂
和
播
備
廻
村
御
用
留
」
明
治
二

年
四
月
。

（
81
）	

小
田
県
殖
産
商
社
に
つ
い
て
は
、
以
下
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、『
新
修
倉
敷
市
史　

第
五
巻　

近
代
（
上
）』
二
〇
八－

二
一
三
頁
、『
井

原
市
史　

Ｖ
』
一
三
一－
一
三
八
頁
、
に
よ
る
。

（
82
）	

有
元
正
雄
ほ
か
編
『
明
治
期
地
方
啓
蒙
家
の
研
究
』
渓
水
社
、
一
九
八
一
年
、
一
三
二－

一
三
三
頁
。

（
83
）	

余
語
ト
シ
ヒ
ロ
・
佐
々
木
隆
編
『
地
域
社
会
と
開
発
―
東
ア
ジ
ア
の
経
験
―
』
古
今
書
院
、
二
〇
〇
八
年
。

［
付
記
］
本
稿
は
、「
幕
末
維
新
期
の
備
中
に
お
け
る
藩
札
と
私
札　

―
紙
幣
発
行
権
の
分
散
化
と
そ
の
影
響
―
」
貨
幣
史
研
究
会
例
会
、
二
〇

〇
九
年
五
月
三
一
日
（
於
甲
南
大
学
）
の
一
部
と
、
岡
山
地
方
史
研
究
会
・
広
島
近
世
近
代
史
研
究
会
合
同
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
六
月

二
〇
日
（
於
福
山
）
の
同
名
の
研
究
報
告
を
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
成
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
に
つ
い
て
は
関
係
史
料
の
網
羅
的
な

分
析
が
完
了
し
て
お
ら
ず
、
本
稿
四
章
に
あ
た
る
明
治
以
降
の
展
開
過
程
も
体
系
的
に
捉
え
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
成
稿
化
に

ま
で
踏
み
切
れ
ず
に
い
た
。
こ
の
間
、
元
報
告
に
つ
い
て
は
東
野
将
伸
氏
が
引
用
・
言
及
な
ど
し
て
下
さ
っ
て
い
た
。
関
係
者
に
は
、
成

稿
化
の
遅
れ
を
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
成
稿
化
に
あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
誤
り
を
訂
正
し
、
補
足
も
加
え
た
が
、
抜
本
的
な
内

容
の
変
更
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
関
係
史
料
の
包
括
的
な
分
析
と
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
時
機
を

得
て
発
表
し
た
い
。

	
	

な
お
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
茨
城
県
立
歴
史
館
、
井
原
市
教
育
委
員
会
、
倉
敷
市
歴
史
資
料
整
備
室
、
首
藤
ゆ
き
え
氏
、

山
本
太
郎
氏
に
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


